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レンタルマギカ


魔法使い、集う！









三田　誠











角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イラスト／ｐａｋｏ






魔法使い、貸します！




　　　　１




　いつきは逃にげていた。いつきは怯おびえていた。いつきは泣きわめいていた。


　埃ほこりだらけの廊ろう下かを走りながら、園児服の裾すそで両目を拭ぬぐう。母親の縫ぬってくれたお気に入りのアップリケが汚よごれたけど、まるで気にならなかった。


　怖こわくて怖くて、振ふり返ることもできなかった。


　意識の片かた隅すみで、思う。


　──あいつは、追いかけてきてるだろうか。


　──あの女の子は、逃げられただろうか。


　ここは、〈幽ゆう霊れい屋や敷しき〉。


　いつきの通う幼よう稚ち園えんで、噂うわさになっていた洋館だ。ずっと昔に主人が病死した後、移り住んだ人たちもばたばた死んで、いつしか廃はい屋おくになったとかいう、いかにもありがちな怪かい談だん。


　その話をあの女の子にしたことを、いつきは激しく後こう悔かいしていた。「探検したい」なんて言われて、断りきれずにひきずられてしまったのもまずかった。


　──ここに、悪いものがいるのは分かっていたのに。


「はあっ……はあっ……はあっ……」


　息がきれる。


　拭いきれなかった涙なみだが、真っ赤な頰ほおを伝う。


　走る。走る。


　もうすぐ裏口だ。


　じめじめした暗い廊下を、いつきは駆かけた。


　埃と蜘蛛くもの巣の向こうで、扉とびらが開いている。


　いつきが入ってきた扉だった。


　泣き笑いになって、手をのばした。


　その扉が。


　ひとりでに、ばたんと閉じた。


「…………！」


　光が消えた。


　腐くさった何かに足をとられて、いつきがつんのめる。勢いでそのまま廊下を転がった。


　転がった拍ひよう子しに、背後を振り返っていた。


　背後には、あいつがいた。


「ひ……」


　あいつを見てしまった。


　あいつに纏まとわりついた……を、いつきは見てしまった。


　固く瞼まぶたを閉じる。それでも足りなくて、必死に右目を押さえる。ちっちゃな指を、右目を傷つけるほどにくいこませる。血が滲にじむほどにくいこませる。


　なのに。


　なのに、瞼と手の平を透すかして、あいつの姿が見えてしまった。姿以上のものまでも見えてしまった。


「ひい……はああ……ああああ……」


　涙に血が混じる。涙が赤く染まる。


　あいつが近づいてくる。


　血の臭においと恐おそろしさで、意識が一気に遠くなって……


「──いっちゃん！　いっちゃん！　いっちゃん！」


　……遠くから、女の子の泣き声がして……





　　　　２




「うわああああああああああああああ！」


　伊い庭ばいつきは、目を覚ました。


　一いつ瞬しゆん、どこにいるのか分からなかった。


　あたりを見回す。


　白い。


　白い病室。


「あ、ああ、あ、あ、あ……あれっ、あいつは？　あの子はっ？」


　ぱくぱくと口を開いて、目をしばたたかせる。


　が、もちろん怪物なんて見当たらない。中庭に面した窓ガラスは、いかにも気の弱そうな十五歳の眼帯少年を映しているきりだ。


　少し遅おくれて、向かいと斜ななめ隣どなりのベッドからどっと笑い声があがった。


「おお、おお、いつき坊ぼう主ず、また怖い夢見たのか？」


　そう言って、病院のパジャマからはみでた膝ひざをぴしゃんと叩たたいたのは、八十歳で盲もう腸ちように罹かかったとかいう爺じいさんだった。老ろう齢れいだけに術後から退院まで慎しん重ちような間をおいているが、実際はこのとおり、いつき以上にぴんしゃんしたものである。


「い、いや、あの、その、怖い夢なんて……」


「いつきちゃん、昨日間ま違ちがえてホラー映画見ちゃったもんねえ。きっと今朝は怖い夢見るだろって話してたわよ？」


　向かいで、おかしそうに口元を押さえているのは、ふくよかなおばさんだ。こちらは糖とう尿によう病ということで、食しよく餌じ療りよう法ほう中である。療法の性質上、入院生活も長くて、この病院の主みたいになっている。


「あわ、いや、その……っ」


　まったく反論の余地がない。


　いつきの怖こわがりっぷりは、もはや病院中の常識となってしまっている。いや、本当はこの病室だけだったのだが、三日前おばさんの口にかかったが最後、一気に病院全体まで拡大してしまった次し第だいだ。


　どうしようもなく頭を抱かかえていると、


　くすくす──


　隣のベッドからも声がした。


　頭を押さえたまま、眼帯をしてない左目だけを向ける。


　長い髪かみの少女が笑っていた。年は十五──いつきと同じ高校一年生。窓から差し込む朝日が、その黒髪を内側から輝かがやかせている。大きなくりくりした瞳ひとみは、まっすぐにいつきを映していた。


　名前を、黒くろ羽はまなみという。


　この四人部屋の病室で、いつきと一番仲のいい相手だった。


「こら、何ぼうっとしとる！」


「うわっ」
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　いきなり横から爺さんに怒ど鳴なりつけられて、いつきが耳を押さえる。


「たく、この軟なん弱じやく者め！　この病院に入ったのも、遊園地の幽ゆう霊れい屋や敷しきで失神して、転んだ拍ひよう子しに足を折ったせいだろうが。日本男児がそんなことでどうする！　ええい、ここで会ったも多た生しようの縁えん、わしがびしびし鍛きたえなおしてやるわい！」


「か、勘かん弁べんしてください……っ」


「いいやならん！　そこになおれ！　いいか、そもそもあらゆる学問の源は論ろん語ごにあってだ。〈子いわく──〉」








　二時間後。


　烈れつ火かのごとき説教を受けて、いつきは干ひ物もの同然にひからびていた。


「…………………………………………」


「──いつきくん、おつかれさま？」


　心配そうに、黒羽が声をかける。ちなみに、爺さんとおばさんは、すっきりした顔で食堂へ向かっていた。レクリエーションを兼かねて、この病院では食堂での食事が奨しよう励れいされている。


「大だい丈じよう夫ぶ？　ゾンビみたいな顔色してるけど」


「……ま、まさか……病院に入ってまで説教だらけの毎日とは思わなかった……」


　がっくりとうなだれるいつきである。


　もっとも、そういううなだれっぷりが、妙みように似合う少年でもあった。ぴこんと撥はねた前髪といい、無害そうな柔やわらかい顔立ちといい、いかにも人を安心させる雰ふん囲い気きが漂ただよっている。例外は、まるで海かい賊ぞくがするような右目の黒い眼帯ぐらいで、それさえも少年がつけると、なぜだかユーモラスな感じに見えてくるのであった。


「ぼやかないぼやかない」


　黒羽は微び笑しようして、そっと前髪を指差した。


「ほら、寝ね癖ぐせつきっぱなし。──で、どんな夢見てたの？」


「え？　うん、いつもの夢。幼よう稚ち園えんの頃ころの」


「幼稚園の？」


「〈幽霊屋敷〉って言われてたとこで化け物に追っかけられてる夢。今考えると、空き家に住んでたホームレスかなんかだろうけど、無茶苦茶怖かった。死ぬほど怖かった。……なのに、自分からホラー映画見て怖がろうなんて人は絶対間違えてる」


　泣きそうな顔で、拳こぶしを握にぎって少年が言いつのる。


　その様子がおかしくて、黒羽はまた笑った。笑い終わってから、ふと訊きいた。


「……いつきくんは、もうすぐ退院だっけ？」


「かな。多分、後一週間ぐらい」


　左足のギプスをさする。


（……そっか）


　あちこちに落書きの書かれたギプスを、黒羽は少し寂さびしい思いで見つめた。最初の三日間でいつきの級友たちが落書きしまくったギプスだ。


「どうかした？」


「ううん。なんでもない。きっとあっという間だろうなって思って」


「……一週間あの説教が続くと思うと永遠に思えるけど」


「いつきくんはね」


　こっそり吐と息いきをこぼして、げんなりしたいつきの顔を黒羽は覗のぞいた。実際、いつきが入院してからの一週間はあっという間だった。残りの一週間も飛ぶように過ぎるだろう。


　そうしたら、きっともう会えないに違ちがいない。


　だから、ちょっと自分も意地悪してみたくなって、黒羽は話題を変えた。


「そういえば、この病院の七不思議って知ってる？　夜な夜な女の人が廊ろう下かを這はいずってるとか……」


「ぶはっ」


　途と端たん、いつきがふきだした。


「あ、ご、ごめんなさい。大丈夫っ？」


「う、うん。問題ない……けほっけほ」


　咳せき払ばらいして、胸を叩たたく。あわてて黒羽もその背中をさすった。


　そのとき、





「──ふうん？　ずいぶんいい『仕事』ぶりやね、いつき」





　病室の扉とびらが開いた。


　黒羽に背中をさすられたまま、いつきの顔からざあっと血の気がひく。


　その廊下に、ショートカットの少女が仁に王おう立ちしていたのである。


「あ……あ……穂ほ波なみ」


「気にせんでええよ。『仕事』の資料持ってきただけやし」


　優やさしく、少女が朱しゆ唇しんを吊つり上げる。


　同じ女の子の黒羽が見ても、どきりとするくらい綺き麗れいな少女だった。


　眼鏡めがね越ごしの瞳ひとみが、湖よりも厳しく蒼あおい。


　肌はだは、雪花石膏アラバスターのミルク色。肩かた口ぐちで切りそろえたショートヘアは、秋の憂うれいを閉じ込めた栗くり色いろだった。薄うす縁ぶちの眼鏡や平へい凡ぼんなセーラー服さえ、彼女に着られるとはるかな異国の香かおりを漂わせるように思われた。英国人とのハーフだという説明は、後になって聞いたものだ。


　足音も高く歩み寄り、少女──穂波は、あわあわしたままのいつきのギプスへ、分厚い紙の束を叩きつけた。


「わわっ……な、なにこれ！」


「資・料・や・け・ど？」


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを鋭するどく光らせて、穂波が微笑した。


　その光に、ぞくぞくっといつきが背筋を震ふるわせる。


「下から三分の二が、うちとつきあいの深い他社・業務内容・格付けと、ここ数年間の株価変動のリスト。それとこっちは一両日中に決済が必要な契けい約やく書類。今のリストを精読・分ぶん析せきして、ちゃっちゃとハンコ捺おしてくれる？」


「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待ってよ。そんなの、僕が分かるわけないでしょっ?!」


「そう言うと思って参考書も持ってきてるんや」


　すると、今度はどさどさどさっと大量の書しよ籍せきまで追加された。あまりの重量にギプスが不気味な音をたて、いつきの顔色が真っ青を通り越す。


「ほ、穂波、壊こわれる、ギプス壊れるってば！」


「大だい丈じよう夫ぶや。壊れる前にひびぐらい入るから。──この十冊が経済学で上四冊がマクロ経済学基き礎そ理論、三冊が応用ミクロ経済学、最後の三冊が比ひ較かく経済システム論、その右が流動株式講座総論全八巻で……」


「ひぃぃぃぃぃぃぃ！」


　てきぱきとギプスの上に置くたび、いつきの喉のどとギプスが悲ひ壮そうな泣き声をあげた。


「いや無理！　ギプスが死ぬ！　いや違う僕が死ぬから！　脳も魂たましいも砕くだけるから！」


　が、そんな叫さけびをものともせず、穂波が畳たたみかける。


「いつき、自分の立場分かってる？　仮にも〈アストラル〉の社長が……」


「あ、それダメっ」


　穂波の口を、あわてていつきの右手が閉とざした。


　隣となりを見る。


　黒羽は、硬こう直ちよくしたままだった。ひどく驚おどろいた顔で、ただでさえ大きな目を丸くして、


「あの、社長って？」


「あ、いやその……そう、社長付きのバイトしてるんだバイト。穂波は、その同どう僚りようで」


「そうなんだ。なんだか、すごい立派なリストと本だったから、いつきくんが社長さんしてるのかと思っちゃった」


「あ、あはははっ……。ま、まさか。社長がすごいサボリ魔まで。自分の仕事もあまり大事じゃない分は、僕にまわしてくるだけだから」


「……そうやね、サボリ魔で、いいかげんで、おひとよしで、おっちょこちょいで、臆おく病びよう者もので、意い気く地じなしな社長や」


　最後は、穂波だった。


「ふ、ふうん。ひどい社長さんなんだね」


「そうなんや。最悪な社長やろ」


　実に嬉うれしそうに、穂波がうなずく。


「……そ、そこまで言わなくても」


　ぼそぼそとこぼしたいつきの呟つぶやきは、当然のように無視された。というか、今にもギプスが圧あつ壊かいしそうで気が気でない。


　穂波は、その少年の様子に鼻を鳴らして──それから、形のいい眉まゆをひそめ、黒羽のつま先から頭までをまるで鑑かん定てい家みたいに見やった。


「……あ、あの？」


「いつきの、友達？」


「は、はい。黒羽まなみっていいます」


「──いつきらしい友達やね。あたしは、穂波。穂波・高たか瀬せ・アンブラーや。何か力になれそうなことがあったら、ここに連れん絡らくちょうだい」


　慣れた仕し種ぐさで名めい刺しを押しつけて、そのまま少女が踵きびすを返した。


　風のように速すみやかに、セーラー服が遠ざかっていった。


　……大量の書類と参考書をつっかえすひまもなかった。


「あー…………」


　大きく息をついて、いつきがベッドの背にもたれかかった。


　とりあえず、書類を崩くずさないようにそーっと隣の棚たなに入れていく。参考書は……うん、まあ地道に読んでいこう。


　少しして、


「あの」


　と、黒羽が声をかけた。


「ん、何」


「いつきくん？　これって、どういう会社なの？」


　黒羽が差し出した名刺に、ああ、といつきは顔を覆おおった。


　無理もない。


　いつきも持っている、水すい晶しようの透すかしが入った名刺には、セピア色の文字でこう書かれているのだ。





〈魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　　　　３




「ええと、つまりあれ。アストラルってのは、占うらないセンターとかオカルト雑誌とかに、占い師やライターを派遣する会社のこと」


　嵐あらしのように穂波が立ち去った後、いつきと黒羽は休きゆう憩けい室でお茶を飲んでいた。カフェインを禁じられている患かん者じやも多いため、休憩室での飲み物はもっぱらほうじ茶、稀まれに緑茶である。今日は稀なほうだった。


　やっとのことで説明を終えたいつきへ、


「じゃあ、占い師やライターが、魔法使い？」


　ソファに座った黒羽が首を傾かしげた。彼女は喉が渇かわいてないということで、気持ちだけ紙コップを手前に置いてある。


「うん、そう。この業界、ハッタリが大事らしくて、皆みなそういうキャッチコピーをつけてるんだ。派遣する魔法使いは『レンタルマギカ』って呼ばれるし。レンタルマギカそれぞれにも芸名があって、猫ねこ又また陰おん陽みよう師じとかマザーグースの占い婆ばばあとか」


　飾かざった名前が気き恥はずかしくなって、いつきは頰ほおを搔かいた。


　左脇わきには松まつ葉ば杖づえ、右脇にはさっき押しつけられた参考書の一冊を挟はさんでいる。『猿さるでも分かる社長学入門』──ほとんど間ま違ちがいみたいに紛まぎれ込んでた入門書である。穂波の温情か、とりあえず必要なところにだけポストイットが貼はられており、『後で覚えたかどうか試験するから』と泣きたくなるような一言が添そえられていた。


　試験という言葉を思い出して、ガクーッと暗くなりながら、いつきは続けた。


「……実態は破産寸前のボロ会社だけどね。僕は事務や雑用係だから、ホラーっぽいのも見なくてすむし」


　最後の言葉に、黒羽がくすりと笑った。


「それで、あの書類の山だったんだ。社長さんがサボってると下は大変だもんね」


「あ、あはははは……そ、うだね」


　いつきは、そっぽを向いて咳せき払ばらいする。


　黒羽が目を細めた。


「でも、なんかいいな。魔法使いって」


「え？」


「だって、噓うそでも何でも、あこがれるよ。だからそういう仕事って、いつになってもなくならないんじゃないのかな。どんなに科学があふれても、信じたくなっちゃうんじゃないのかな」


　そう言って、細い指を絡からめる。


　いつきが、ほんの少しだけ誇ほこらしげに呟いた。


「あこがれ、かあ」


「そうだよ。だから、いつきくんが手伝った本とか出たら、きっと見せてね。あたし、楽しみにしてるんだから」


　黒羽の顔は、輝かがやいていた。


　困ったように笑い返して、いつきはそっぽを向いた。


「うん、分かった。約束する」


「ありがと。──そういえば、あの子も魔法使いなの？」


「あの子？」


「穂波さん」


「あ、うん、穂波は古代ケルトの魔女ってふれこみ」


「そっか。似合いそうだもんね、あの子」


「何が？」


「魔法使いとかそんな格好。あの子がマントや帽ぼう子しをつけたところは、きっと素す敵てきだと思うな」


「んーあー……ど、どうかな？」


　と、いつきは頰をひくつかせた。


　不意に──その眉まゆがぴくりと動いた。


　眼帯を押さえて、鼻をうごめかす。


「どうしたの？　いつきくん」


「いや、なんか急に右目が痛くなって……それに、嫌いやな臭においしない？　ゴムが焼けるような臭い」


「ううん。あたしは、全然……」


　言いかけた黒羽が、急に口元を押さえた。


　瞳ひとみに驚おどろきと──かすかな恐きよう怖ふが滲にじんでいた。


「休憩室で、ひとりだけが変な臭いを嗅かぐ……。それって、この病院の七不思議のひとつじゃない」


「な……」


　急に、休憩室の気温が下がった気がした。脇に挟んでいた参考書が音をたてて落ちる。


「七、不、思議？」


「……誰だれもそんな臭いしないっていうのに、ひとりだけゴムが焼けるような臭いを嗅ぐの。本当はその臭いって人肉の焼ける臭いで、嗅いだ人は、翌日には病院から消えちゃうって」


「き、き、消えちゃうぅ……っ？」


　本当に消えてしまいそうな真っ白な顔色で、いつきが眼を剝むいた。


　が、


「噓だけどね」


「ふへぇっ？」


　黒羽が小さく舌を出す。


「ごめん。さっき面おも白しろかったから、ついまたおどかしちゃった」


「く、黒羽さんっっ？」


　いつきは叫さけびとともに、こっそり胸を撫なで下ろした。


　その様子を見て、黒羽はまた、小さくふきだしたのだった。
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　同じ頃ころ、病院の外がい郭かくを、穂波は歩いていた。


　病室のときのセーラー服姿だが、今は手に細い鎖くさりを持っている。鎖の先せん端たんには、鏡と五ご芒ぼう星せいのあしらわれたバッジ──アストラルの社章が揺ゆれていた。


　縦に横に、その規則的な振しん幅ぷくに導かれて、穂波はゆっくりと歩を進めている。


　ある地点で、止まった。


　地面に落ちていた石ころを、しなやかな指が拾い上げる。何かしら表面に刻んである、奇き妙みように湿しめっぽい石ころであった。


「これやね……」


　ぽつり、と穂波が漏もらした。


「でも、『核かく』とは違ちがう。ここが呪じゆ波は汚お染せんを起こしやすい磁場やいうだけ」


　鎖から社章を取り外し、穂波はセーラー服の襟えりに戻もどした。


　さきほどまで行っていたのは、ダウジングと呼ばれる魔ま術じゆつである。人の無意識を利用し、失われた物品や存在を探し当てるための術だ。イギリスで古くから伝わる呪術であり、その源流はケルト民族というヨーロッパの先住民族にまでさかのぼるとされる。


　不思議な独り言を、穂波は続けた。


「これだけ呪波汚染が進行してるのに『核』の位置があいまい。八や神がみコーポレーション──ううん〈協会〉が入札にかけても、ほかの組織が食いつかなかったはずや」


　アストラルなど足元にも及およばぬ、世界でも五指に入る巨きよ大だいコングロマリットを、穂波は別の名前に訂てい正せいした。


　そして、蒼あおい瞳で上階の病室を見み据すえた。


「ふん、馬ば鹿か社長。同室の子といちゃついてる余よ裕ゆうなんかないんやから」


　なんとなく拗すねた目で、そう呟つぶやいたのだった。
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　深夜。


　いつきは松まつ葉ば杖づえをつきつつ、トイレに行った。


　もう六月だが、病院の夜はしんと冷えて静かだ。この建物の中だけ、別の空気が流れているような気もする。その空気が、松葉杖の音も吸い取ってしまう。


　街の只ただ中なかなのに、世界から隔かく離りされた空間。病という資格を得た人々と、それを癒いやす医者だけが居住を許された場所。おばさんや、あの元気なじいさんさえ、『病人』であることに違いはない。


　ここは、一種の異界なのだ。


　だから、七不思議なんてものが生まれるのも、無理からぬことではあろう。


『──本当はその臭いって人肉の焼ける臭いで、嗅いだ人は翌日には病院から消えちゃうって』


　黒羽の言葉を思い出しただけで、背筋に不快なものが走った。ついでに尿によう意いも催もよおした。


「あわわわわ、さ、さっさと帰ろう。うん。絶対」


　少し足早に、忙いそがしく松葉杖を動かそうとして──


　──その踵かかとを。


　ざらりと、何かが舐なめた。


「うわあああっ！」


　恐きよう怖ふと驚きよう愕がくで、バランスを崩くずした。


　ひっくりかえる──ところを、背後から差し出された扇せん子すに支えられる。後頭部をカバーされながら、いつきはぺたんと尻しり餅もちをついた。


「社・長、さっさと帰ってどうするんですか」


「あ……ね、猫ねこ屋や敷しきさんっ」


　背後から現れた青年がため息をつくと、その服のあちこちから名前どおりのものが顔を出した。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃ」


「にい～あ」


　ちょうど四匹ひき、よほどしつけがいいものか、やっといつきに聞こえるくらいの声で猫たちが鳴く。


　ちなみに、その猫たちを潜ひそませた青年──猫屋敷蓮れんの服装は、平安風にアレンジされた羽織と扇子である。髪かみは長く、いぶした灰色。なかなかの美び貌ぼうもあいまって、オカルト誌では人気の占うらないライターだったりする。


「うふふふふ。可愛かわいいでしょう、むくむくでしょう、抱だきしめたくなるでしょう？　これこそ猫。地球のつくりだした最高の最善の最大の芸術品！」


「い、いえ、それ以前に病院に猫は……」


　まだ鳴っている心臓を押さえながら、いつきがひきつった顔で突つっ込みをいれる。


　が、猫屋敷は、猫ちゃんたちの喉のどをくすぐりながら、扇子を広げた。


「──む、社長。ここに何をしにきたと思ってますか。まさか『本業』をお忘れとか言わないでしょうね」


「……あ……は……はい……やっぱり……」


　いつきが肩かたを落とした。書類間違いで地じ獄ごくの最前線へ送られた新兵さながらであった。


　口元を扇子で隠かくして、猫屋敷がほくそえむ。


「で、どうです？　『核』は見つかりました？」


　諦あきらめた風にため息をつき、いつきが首を横に振ふる。


「一応、しぼってはきてます。多分ですけど……この第三病びよう棟とうです。呪波汚染はどうですか？」


「あー、呪波汚染は第三級まで上がってますね。もう少し上がると、ちょっとまずいことになりますよ」


「まずいこと？」


「ほら、ああいうのとか」


　猫屋敷が扇子で向かいの廊ろう下かを指した。


「…………っ」


　いつきが、息を飲む。


　それは、病院の廊下を這はいずっていた。


　ずるり、ずるり、と。


　血を、皮を、骨を、内臓をひきずりながら、這いずっていた。


　何か呻うめくように、叫さけぶように、喉を持ち上げているのに、その唇くちびるからは何の言葉も聞こえなかった。


　それは──腰こしで真っぷたつに断たち切られた、若い女の上半身であった。


『夜な夜な女の人が廊下を這いずってるとか……』


　黒羽の言った、七不思議のひとつ！


「…………っ」


　女がこちらを振り向く。


　ぐるりと首を上下に回して、おぞましく笑った。


「……疾チツ！」


　厳しい呼気とともに、一枚の紙切れ──符ふが額へ貼はりつき、その女が消え去った。猫屋敷の放った符であった。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「…………」


　返事もせず、いつきはぴたりと廊下を見み据すえている。


「おお、さすが社長。いざとなったら声ひとつ──」


「…………」


　ぐらり、とそのまま横よこ倒だおしに少年がのびた。


　──声ひとつあげず、いつきは白目を剝むいて、失神していた。


「はあ。……これは、先代に追いつくまで時間がかかりそうですね」


　同意するように、肩口の猫がにゃあと鳴いた。


　いつのまにか、瘴しよう気きが病院にこごっていた。


　魔術の夜マギ・ナイトの到とう来らいであった。
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　夜中に、ふっと黒羽は目を覚ました。


　隣となりを見ると、ベッドが空いていた。いつきのベッドだ。水でも飲みにいったのだろうか。


「くす」


　なんとなく夜の廊下をおっかなびっくり歩いているいつきの姿が想像できて黒羽は微笑ほほえんだ。


　それから、あの少女──穂波にもらった名めい刺しを手にとった。


　綺き麗れいな名刺だな、と思った。


　あの少女みたいに。


　──あの子は仕事仲間だって言ってたけど、いつきくんはあの子をどう思っているんだろう。


（やっぱり、好きなのかな）


　胸が、きゅっとしめつけられる。


　あんな綺麗な子だったら、嫌きらいな人なんていないだろう。


　唇を、少しだけ嚙かむ。


　いつのまに、いつきのことをこんな風に思っていたのか。


　多分、気がついたのはほんのさっきだ。今、この名刺を見て、あの子を思い出して、そして気がついたんだと思う。


　きっと、自分はいつきのことが好きなのだ。


　それに気がつくと、寂さびしくなった。


　どうせ、あと一週間しか一いつ緒しよにいられない相手なのに。


　そのとき。


　音が、聞こえた。


「……何？」


　どくん。


　鼓こ動どうだった。自分の鼓動じゃない。


　どくん。どくん。


　なのに、耳元で鳴っているみたいに、はっきりと聞こえる。


　どくん。どくん。どくん。どくん。どくんどくんどくんどくんどくんどくん。


　どんどん鼓動が大きくなる。


（なんで？）


　なんで皆みな、こんな騒そう音おんの中で寝ねていられるのか。


　たまらず、黒羽は病室を飛び出した。


　飛び出した先にも、鼓動は追いかけてきた。


　いや、廊下自体が脈動していた。


　スリッパがぐにゃりと床ゆかにめりこむ。焦あせって手をついた壁かべはびくんと脈動した。


　もはや廊下は廊下ではなかった。


　まるで内臓のような、真しん紅くの肉の塊かたまりだった。


『クイモノ』


　その肉から声ならぬ『声』が伝わった。


『クイモノ、クイモノ、クイモノ』


　肉につ塊かいの通路が、急にすぼまる。


「きゃああああああああ……!!」


　叫さけび声も放ちきれず、黒羽は肉塊に飲み込まれた。


　直前、パジャマのポケットから何かがひらりと落ち、それも肉塊の通路へ吸い込まれた。


　あの少女──穂波からもらった名刺であった。
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　人が思うより、世界には少しだけ魔ま法ほうが多い。


　それをいつきが知らされたのはつい一ヶ月前のことだ。


　そして、失しつ踪そうした父親がそんな業界の会社を切り盛りしていたと知ったのも、同じときだった。


　──魔法使い派は遣けん会社・アストラル


　表向きは占うらない師やオカルトライターの派遣会社だが、その実、世界各地から『本物』の魔法使いを集めた組織である。ただし、破産寸前というのも本当で、かつてはそれなりの栄えい華がを誇ほこっていたらしいが、いまや社員がひとり抜ぬけふたり抜け、廃はい業ぎよう寸前のおんぼろ会社でしかない。


　その会社で、いつきは社長にまつりあげられたのだった。


　といっても、クラス一の臆おく病びよう者ものが魔法使いたちの社長になるまでには、それなりにいろいろな苦労があるわけで──


「社長？　あの～、袖そでを引っ張られると動きにくいんですが」


　ため息をついて、猫屋敷が背後を振ふり返る。


「いやっ、その、気にしなくていいですっ」


　いつきは、蒼そう白はくな顔で笑い返した。松まつ葉ば杖づえを握にぎりつつ他人の袖を持っているあたり、ある意味器用ともいえる。絶対に離はなれないぞ、とその腕うでの震ふるえが訴うつたえていた。


「──分かりました。白びやつ虎こくん貸してあげますから」


　へなちょこ社長の肩かたに、ひょいと純白の猫ねこを青年がよこした。「うにゃ？」と寝ぼけ顔の猫が首を傾かしげる。


「よ、よろしく白虎くん」


「にゃあ」


　分かっているのかいないのか、白猫はいつきの千倍は偉えらそうにうなずいてみせた。


「しかしまあ、それだけ怖こわいのによくついてくる気になりましたね」


「──あの後、穂波に頼たのまれちゃいましたから」


　猫つきの少年社長が、情けなくため息をつく。


　遊園地の幽ゆう霊れい屋や敷しきでひっくりかえったというのは、これまた本当だったのだ。


　ただ、実際は魔法がらみの事件で負った傷だ。そこにちょうど〈協会〉からの依い頼らいが入ったことから、この病院へ入院先を変へん更こうした次し第だいである。


「呪じゆ波は汚お染せん……でしたっけ？　この病院がおかしくなってるの」


　暗い廊ろう下かにおそるおそる松葉杖をつきながら、いつきが訊きいた。


「ええ、派遣前に入札のレポートお渡わたししたでしょ？　数ヶ月ほど前から呪波汚染で怪かい奇き現象が頻ひん発ぱつしてるってやつ」


「あの、その……よく分からなかったから。入院直前にぱぱっと見せられただけでしたし」


　猫屋敷が眉まゆをひそめる。


　が、ちょっとそわそわすると、それは嬉うれしそうに説明しはじめた。


「つまるところは、呪力の及およぼす副作用ですよ。魔法の源である呪力は、とても変質しやすいエネルギーですから。しかも、変質した後は、ちょっとしたことで暴走しだす。原子力と放射能みたいなものですか」


　身も蓋ふたも無い説明を、うきうき顔で猫屋敷が続ける。


「だから、魔法使いは呪力の管理にとても気をつかいます。服ひとつとってもそうですし、重大な儀ぎ式しきの際には必ず結界をつくります。それを怠おこたった場合、変質した呪力は、些さ細さいな人の思念やきっかけで、予想もつかない現象──呪波汚染を起こすわけです」


　いつきが唾つばを飲み込んだ。


　猫屋敷が話すうんちくは、魔法の本質でもあった。


　魔法が世せ俗ぞくから遠ざけられたのは、それが秘儀だからではない。


　危険だからだ。


　おぞましい異界の力は、いともたやすく現実を侵しん食しよくするからだ。


　ゆえに、それを取り締しまる機関がある。


〈協会〉。


　表では、八神コーポレーションと言われる巨きよ大だいコングロマリットだ。


　彼らは呪波汚染を発見すると、それらをランク付けし、入札の対象とする。入札に参加して首しゆ尾びよく呪波汚染を浄じよう化かした魔法使いや魔法組織は、十分な見返りをもって報むくいられるのだ。呪波汚染がひどいほど、魔法使いや魔法組織に対する報ほう酬しゆうも大きくなる。


　アストラルは、それを主業務とした会社であった。


「突とつ如じよ謎なぞのクレーターが出現したツングース、乗員だけが行方ゆくえ不明になったマリーセレスト号……呪波汚染による現象は千差万ばん別べつです。が、典型的なケースは都市伝説の具現化でしょうね。さっき見た上半身だけの女の人とか」


「あれって……幽霊じゃないんだ」


「幽霊とは、また別物です。いわば、人の妄もう想そうが実体化したものでしょう。今は私たちみたいな霊感の鋭するどい人にしか見えませんが、もう少しすすむと、誰だれの目にもうつるようになりますよ。この汚染速度だと、多分一両日中には」


　のほほんと言う猫屋敷に、いつきが表情をこわばらせた。


「あんなのが──皆みなに見えるようになったら」


「まあ、間ま違ちがいなくパニックでしょうね」


　ここは病院だ。まともに動けない人も多い。そんな場所でパニックが起ころうものなら……。


「…………」


　ぎゅっと、汗あせばむ手で松葉杖を握る。


「おや、ようやくやる気がでました？」


「そ……そんなんじゃないですけど……っ」


　すると、狐きつね目めをさらに細めて、青年が苦く笑しようした。


「どうも社長、前の〈ゲーティア〉といい今回といい、他人がからまないと本気にならない節がありますからね。どなたか、気になってる方でもいるんですか？」


「だ、だから、そういうわけじゃないですって！」


　そして、


「──ふうん。そうなんや？」


　冷ややかな声が、窓の外からかかった。


「え？」


　ちなみに、いつきたちがいるのは、第三病びよう棟とうの四階だ。その中庭側の窓の外へ、悠ゆう々ゆうと穂波が浮ういていたのである。


　それも、古びた箒ほうきにまたがり、セーラー服の上には闇やみ色のマント、頭には大きなとんがり帽ぼう子しなんていう典型的なおとぎばなしの魔ま女じよのスタイルで。


「ほっ、穂波っ?!」


「入れてくれる？」


「う……うん」


　硬こう直ちよくしたいつきが窓を開く。


　その窓から、穂波が身軽に入り込んだ。


「て、空なんて飛んできたらバレバレでしょっ？」


「ヘイゼル課長に人除よけのオガム文字を刻んでもらってる。同じ魔法使いでもない限りは、見つからへん」


　そう言って、穂波は蒼あおい瞳ひとみでいつきを見み据すえた。


「……な、何？」


「別に。……今は、それなりに仕事してるみたいやね」


「う、うん」


　ふたりとも、少し居い心ごこ地ち悪そうに視線をそらした。


　面おも白しろそうに見ていた猫屋敷が、ふと身体からだをもぞもぞさせた。


「にあ？」


「にあにあ」


「なんです？……はあ、ふんふん」


　着物の首元から顔を出した猫ねこたちとなにやら会話して、猫屋敷が顔をあげる。


「あの、穂波さん、何か持ってます？　この子たちがせっついてるんですけど」


「うん、これやろ」


　マントの内側から、穂波が小さな石せき片へんを取り出した。


　かなり古い。表面に何か文字が刻んであるようだが、風化していて読めなかった。


　いつきが細い首をひねる。


「なにこれ？」


「塚つかのかけらや」


「塚？」


　猫屋敷が説明を引き受ける。


「ああ、昔──ずっと昔、ここは軍の研究所だったんですよ。けっこうえげつない研究をしてたみたいで、実験台にされた人たちの慰い霊れいに、塚が建てられていました。下半身がちぎれた女ってのもその噂うわさの名残なごりでしょうね」


「最近、第三病棟を改築したときに、その塚が壊こわされたみたいや」


「────っ」


　急に怪かい談だん話になってきて、いつきが眼めを白黒させた。


「じゃ、じゃあっ、塚を壊された呪のろいだとか?!」


「冗じよう談だん。無念や未練は呪じゆ力りよくをひきつけますが、ただの死者にはそれを操あやつることなんてできません」


　首を横に振ふって、猫屋敷は話を続ける。


「ここには、魔法使いがいたんです。正式で古い力を持った、『本物』の魔法使いが」


「猫屋敷さんや穂波みたいな？」


「そうなりますかね。その魔法使いの呪力が、この病院にはまだ残ってる。いえ、まだ魔法が続いている。だから、その魔法の『核かく』を探さなきゃ汚お染せんは終わらない。塚どうこうってのは、単にここが魔法を使いやすい土地だってだけのことです。


　もっとも、その魔法の正体が分からないからこうして探してるんですけどねー」


　……魔法の正体。


　この第三病棟まではしぼったそれが、どこにあるのか。どこを探せばいいのか。


　それがポイントだと結論づけると、猫屋敷のうんちく講座が一段落した。にゃあにゃあと鳴く猫たちのピンクの鼻をいたずらっぽくつんつんとつついてやる。


　──と。


　窓まど際ぎわの穂波が、とんがり帽子をなおして口を開いた。


「いつき、ひとつ訊きいてもいい？」


「あ……うん」


「あの子──黒羽まなみのことを、どう思ってるん？」


　思いっきり顔に出たと思う。


　びくうっと肩かたを震ふるわせて、こんがらがった舌でいつきはやっと口にした。


「ほえ?!　な、な、なにが……」


「まさか、いつきの目で、分かってないわけあらへんよね？」


　念を押してから、少し不ふ機き嫌げんそうに穂波が言う。


「だって、あの子──幽ゆう霊れいやで」








　何をいまさらと、いつきは思った。


　もちろん、そんなことは分かってる。


　病室こそ四人部屋だが、部屋には三人しか入ってないと聞いていた。頻ひん発ぱつした怪かい奇き現象で患かん者じやが減っているためだ。盲もう腸ちようの爺じいさんも、糖とう尿によう病のおばさんも、二人しかいなくて寂さびしかったんだといつきを喜んで迎むかえ入れてくれた。


　そして、空いているはずのベッドで、あの子は窓を眺ながめていたのだ。


　爺さんとおばさんがよそを向いている隙すきに挨あい拶さつすると、そりゃ驚おどろいたものだった。いつきだけに聞こえる『声』で、「ええええええっ！」と大きく叫さけび、ベッドから転げ落ちたのである。


　それからもしばらくは信じられなかったみたいだが、半日ほどかけてようやく自分が視みえる相手なんだと納なつ得とくすると、今度は「うえええん」と泣きはじめた。


　身も世もない泣き方で、ほかの患者たちに怪あやしまれないようになぐさめるまで、結局丸一日かかった。


　寂しかったんだろう。


　誰だれも相手にしてくれない寂しさは、いつきだって知っている。


　だから、少年は胸を張ってこう答えた。


「──関係ないよ。幽霊だって、それ以外は普ふ通つうの人と変わらないでしょ」


　穂波が目をしばたたかせた。


「本気で言ってるん？　それ」


「あ、当たり前でしょ」


　──どこが当たり前だか。


　穂波は、すぐおどおどしはじめた少年を見て、肩を落とした。


　確かに、魔ま法ほう使つかいにとって霊との出会いは日常茶さ飯はん事じだ。墓地や病院なら、あの程度の霊との出会いは珍めずらしいことじゃない。


　だが、だからといって、幽霊と日常感覚で付き合うかといえば話は別だ。普通の人と変わらないなんてたわごとを言う魔法使いは一人だっていないだろう。


　まして、心底の怖こわがりなくせに幽霊が平気な魔法使いなんて。


（……いっちゃんやなあ）


　と、穂波は胸の中で呟つぶやいた。


　本当に、この少年は変わってない。いつきは忘れているだろうが──初めてあの〈幽霊屋や敷しき〉で助けてくれたときから、何も変わっていない。


　とても嬉うれしかったけど、穂波はわざとそっぽを向いた。


「……あたしのことは、覚えてへんのに」


　ぽつり、とこぼす。


「何？」


「なんでもあらへん。──それより、たった今、あの子に渡わたしてた名めい刺しの反応が消えたで」


「名刺が？」


　いつきが眉まゆをひそめる。


　アストラルの名刺は、それ自体が一種の呪物フエテイシユだ。紙は神しん道とう課の葛かつら城ぎみかんに清められ、内側にはヘイゼル呪物課課長の手によってカバラ十字を刻まれている。


　持ち主が魔法使いを必要としたとき、名刺自体が呪的連絡コールをとりつける──そういう品なのである。


　その反応が、途と切ぎれたということは……


「猫屋敷さん、この病院の七不思議って知ってますっ？」


「ええまあ、社長が入ってからだいたい調査しおわりましたが」


「あれは？　あの……休きゆう憩けい室しつで、人肉の焼ける臭においをひとりだけ嗅かいだら、そいつが翌日にはいなくなるっていうやつ」


「おや」


　それは私の知ってる七不思議と違ちがいますよ、と猫屋敷はぼんやり訂てい正せいした。


「違う？」


「私の知ってるのだとこうです。集団でひとりだけ人肉の焼ける臭いを嗅いだら──その集団は全員翌日には消えてしまう」


「…………！」


　猫屋敷が言い切ったと同時に。


　突とつ如じよ、第三病びよう棟とうの廊ろう下かが、別のものへと変じた。


　脈動する、真しん紅くの肉につ塊かいへと。


『クイモノ、クイモノ』


「なっ……！」


　三人に驚く暇ひまさえ与あたえず、その肉塊の通路は一気に収縮した。


　ばきべきずしゃぐじゃあ……


　骨と肉と血と皮が混ぜ砕くだかれる、嫌いやな音がした。





　やがて、十分に咀そ嚼しやくされた通路は血管みたいに蠕ぜん動どうし、中身を屋上へと移動させていった。





　　　　６




　──もう何年も、何十年も前。


　彼は、死に瀕ひんしていた。


　力なくベッドに横たわり、だらしなく涎よだれを流し、呼吸さえも機械に頼たよりきっていた。


　機械。


　ああ、機械。


　まさか、こんな野や蛮ばんな装置に頼る日が来ようとは。


　彼は認めたくなかった。


　彼にとって、森しん羅ら万ばん象しようは手の平にあるはずだった。空を飛ぶのに不ぶ格かつ好こうな鉄の鳥へ乗る必要もなく、海へ潜もぐるのには人魚の鱗うろこが三枚もあれば十分だった。


　彼は達人アデプトであった。


　流派はほぼ途絶え、残るは彼ひとりとなっていたが、その深しん奥おうにまで精通した稀け有うなる魔法使いであった。


　それが、こんな場所で潰ついえてよいはずがあろうか。


　誰だれにも知られず、誰にも看み取とられず、誰にも業わざを伝えられず、消しよう滅めつしてしまってよいはずがあろうか。


　──否いな。


　否、否、否、否、否否否否否否否否否否否否否否否否否否！！


　視力もなくし、聴ちよう覚かくもなくし、ただ暗黒の世界の中で、彼は否定だけを叫さけびつづけた。


　だから。


　彼は魔法をかけた。


　正気であれば、けっして使わなかったろうそんな魔法を。


　この、第三病棟へとかけた。





　──生いけ贄にえは、ただひとつ。


　　　自分自身だけで、ことたりた。





　　　　＊





　澄すんだ月が、第三病棟を照らし上げていた。


　満月に一日か二日足りない程度の、ほぼ真円の月である。


　郊こう外がいにたたずむ瀟しよう洒しやな建物が月光に濡ぬれる図は、一いつ幅ぷくの絵にかなう程度には美しい。


　その屋上に、汚よごれた影かげがうごめいた。


　影は、肉塊であった。


　直径三メートルもありそうな、巨きよ大だいな肉塊だ。


　ぐじゅりぐじゅりと汚お液えきを撒まき散らしながら、その肉塊が屋上のコンクリートを這いずっていく。


　肉塊の向こうに、焼しよう却きやく炉ろがあった。


　かつては、遺体の焼却に使われていた──法律の改変などから打ち捨てられて久しい焼却炉だった。


　その焼却炉に、火がともっている。


　ごおごおと音をたてて、燃え盛さかっている。


　熾し烈れつな炎ほのおに引かれるように、肉塊は不気味ににじりより──


　直後。


　内側から、爆はぜた。


「うにゃあ」「なあ」「に～あ！」「にゃああああ!!」


　四種の鳴き声が夜をつんざき、正確に東西南北の四方から肉塊が断たち割れたのである。


「うあああっ……パ、パジャマが粘ねん液えきまみれ……」


　青ざめた顔で松まつ葉ば杖づえをついて出てきたのは、まず伊庭いつき。


「我が慢まんしてください社長。この子たちが守ってくれなかったら、服どころじゃすまなかったんですからね」


　そして、こちらは染しみひとつつけずに現れた猫屋敷蓮と、穂波・高瀬・アンブラーであった。


「──おつかれさま、玄げん武ぶ、青せい龍りゆう、朱す雀ざく、白虎」


　四匹ひきの猫ねこを羽織の内側へ戻もどして、猫屋敷が焼却炉を見やる。


　それに、いつきもならった。


　途と端たん、ぐらあっと失神しかけ──猫屋敷にこづかれて、正気を取り戻す。


「あ、あれ……なに……」


　やっとのことで、それだけを喉のどから絞しぼり出した。


　焼却炉に最初は見えた。


　だが、今は違ちがう。


　どくん。


　どくん、どくん。


　忌いまわしい鼓こ動どうがいつきの耳を侵おかす。


　それは、脈動する巨大な心臓そのものだった。


「あれの、足元……」


　いつきの隣となりで、ぽつりと穂波が呟つぶやいた。


　足元という表現はおかしかったが、確かに心臓の形をした焼却炉のそばには、白いものが落ちていた。


　ちっぽけな、長方形の白い紙し片へんが。


「あの女の子にあげた……あたしの名めい刺しや」


「…………っ」


　いつきの血が逆流した。


　巨大な心臓が、にやあと笑った気がした。


『クイモノ』


　ごおっ！


　その心臓から、何条もの炎が筋をひいて、いつきたちへ襲おそいかかる。


「……わが上にありしは月の女め神がみ！　すなわち月光とヤドリギをもって東の災わざわいを退けん！」


　咄とつ嗟さに、気をとりなおした穂波が、マントの内側からヤドリギの木片を放った。


　ヤドリギはたちまち太く大きくなり、炎の舌を防いだ。


　古き賢けん者じやの術。穂波・高瀬・アンブラーの得意とする、遥はるかケルトの魔ま法ほう。


　タイミングをあわせて、猫屋敷がいつきの身体からだを炎の射程外へ引っ張った。


「ちょっと、社長っ？」


　放心したいつきの肩かたを、猫屋敷がゆさぶった。


　いつきが茫ぼう然ぜんと言う。


「なんで……なんで……黒羽さんが喰くわれるわけ……？　だって……まなみさんは幽ゆう霊れいでしょ？　化け物が喰って……どうするって……」


「逆です。幽霊だから喰われたんですよ。あれは──魂喰らいソウル・イーターです」


「魂喰らい……？」


「不死を目指した、狂くるった魔法使いがつくりだした最悪の術。魂たましいを別のものに移して生き残ろうという業わざです。でも……欠けつ陥かんだらけの魔法なんです」


　まさしく欠陥だらけだった。


　いくら魔法だろうが、覆くつがえせない法則はある。不死はそのひとつだった。結果、移植された魂からは、元の人間の理性や常識など残らず消えうせ、ただ存在維い持じのために他の魂を喰らうだけの餓が鬼きとなる。


　──魂喰らい。


　魂をなくしたがゆえに、魂を喰らう魔ま性しようの化け物。


「おそらく、あの焼しよう却きやく炉ろで焼かれる自分の肉体を生いけ贄にえにしたんでしょう。病院なら、瀕ひん死しの人間には不自由しません。そういった人間から、少しずつ魂をかすめて、不完全な魔法を補っていった。そして完成間ま際ぎわの今、比ひ較かく的てき使いやすい呪じゆ力りよくとして……より強い呪力を持つ私たちと、幽霊である黒羽さんを狙ねらった」


「…………」


　いつきが沈ちん黙もくする。


　恐きよう怖ふで自失したと受け取って、猫屋敷は立ち上がった。


（軽い実じつ践せん研修のつもりでしたが……ちと予想よりもひどすぎましたか）


　四匹の猫──自らの式神へ呪力を凝こらす。


　欠陥だらけとはいえ、不死の化け物を倒たおすのは厄やつ介かいだ。触しよく媒ばいになっている『核かく』を見つけ出し滅ほろぼすか、一いつ旦たん封ふう印いん後、なんらかの儀ぎ式しきをもって呪力を霧む散さんさせるしかない。


　一いつ瞬しゆん悩なやみ、猫屋敷はすぐに後者を選んだ。昔の〈アストラル〉ならともかく、穂波とふたりでは封印が限界だろう。


「疾チツ！」


　羽織の袖そでから数枚の符ふを投げうち、猫屋敷は心臓──魂喰らいへと駆かけ出した。








「…………」


　茫然としたまま、いつきは水すい晶しようの名刺を見つめていた。


　怖こわくて、化け物を直視することができなかった。


　黒羽が殺された──いや滅ぼされたというのに、その仇かたきを見つめることさえ、怖くてできなかった。


「…………」


　逃にげたくてたまらない。


　何もかも放ほうり出して、消えてしまいたい。


　身体は鋳い型がたにいれられたようで、ぞっとするほど背筋が冷たい。


「…………」


　その間にも、ふたりは戦っていた。


　ほぼ互ご角かく──だけど少しずつ優勢に戦いを進めていく。あのふたりなら、けっして負けることはないだろう。仇だってとってくれるはずだ。


　仇。


「…………」





　それでいいのか？





　──『いつきくんは、もうすぐ退院だっけ？』





　それでいいのか？





　──『いつきくんが手伝った本とか出たら、きっと見せてね』





　それでいいのか？





「……………………いいわけ…………ない……よ」


　誰だれより自分に、いつきは言い聞かせた。


　ぐっと、松まつ葉ば杖づえを振ふりかぶった。


　左足のギプスめがけて、力いっぱい振り下ろす。一度でひびが入り、二度でひびが大きくなり、三度でギプスが砕くだけた。


　両足で、素す足あしで立ち上がる。


（しっかりしろ！　伊庭いつき！）


　ガチガチと鳴る歯を食いしばり、震ふるえる膝ひざを叱しつ咤たして、魂喰らいソウル・イーターを直視する。


（あの子を──黒羽さんを思い出せ！）


　グロテスクな──普ふ段だんなら卒そつ倒とう間ま違ちがい無しの化け物の姿をはっきりと捉とらえる。


　眼帯に閉とざされた右みぎ眼めが熱かった。


　燃えるように熱かった。


　我が慢まんできず、眼帯をむしりとる。


　その下から現れたのは、左眼と同じ黒瞳ではなかった。


　炎ほのおのごとく赤く凄すさまじい──人間の色素にはありえない、紅玉カーバンクルの瞳であった。
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「いつき?!」


　いくつもの魔法で、心臓──魂喰らいが吐はき出す炎を防ぎながら、穂波が振り返った。


　正直、そんな余よ裕ゆうはなかった。


　魂喰らいの吐き出す炎は、強大な呪じゆ力りよくがこもっている。ひとつ防ぐだけでも身が削けずられる思いだった。


　なのに。


　引き寄せられるように、穂波は振り返った。








「……〈妖精眼グラム・サイト〉」


　猫屋敷がうめく。


　それは、たったひとつだけいつきが体得した魔法。文字通りの妖よう精せいはおろか、あらゆる魔ま性しようの実態を見み極きわめられる神秘の瞳だ。


　同時に、猫屋敷は知っている。


　この少年が異常なほどの怖がりになった理由が、その瞳にあることを。


　見えすぎるのだ。


　穂波や猫屋敷のように、単に魔物が見えるというだけではない。その瞳は、魔物の『すべて』を見み抜ぬくのだ。魔物の愉ゆ悦えつを、魔物の快楽を、魔物の激げき怒どを、魔物の悲ひ哀あいをすべて見抜いてしまうのだ。


　人の感情の枠わくを超こえた、魔物の狂きよう気きを理解してしまうのだ。


　伊庭いつきが最初に魔物と遭そう遇ぐうしたのは、五歳のときだ。あまりの恐きよう怖ふはほぼ一年の記き憶おくをいつきから奪うばったが、それだけですんだことが奇き跡せきともいえる。同時に、少年本来の強きよう靭じんな精神力をもあらわしていた。


　そうだ。この少年を社長にせよと〈協会〉からの命が下ったのは、けっして血けつ縁えんなどという理由ではない。


　この瞳。


　一いつ切さいの魔法を見抜き、一切の魔性を見抜き、一切の神秘を見抜き、一切の神聖を見抜く、この瞳を恐おそれたからだ。


「…………」


　ゆっくりと少年が歩みだす。


　ギプスを壊こわしたばかりのせいか、最初はぎこちなく、やがて堂々と素足を屋上のコンクリートへ踏ふみ出した。


「穂波、猫屋敷」


　二人の名を呼んだ。


　同じ声、同じ抑よく揚よう──だが、はっきりと何かが違った。


「社長命令だ。下がれ」


　ほとんど条件反射的に、猫屋敷と穂波が言葉に従う。何をするつもりか、と聞くことも思い浮うかばなかった。


　魂喰らいが吼ほえた。


『クイモノ、クイモノクイモノ！』


　があああああっ


　幾いく筋すじもの、炎の舌を吐いた。


　そのすべてを、あっさりといつきはかわした。風にでも押されたような軽いステップで、炎えん弾だんに空を切らせていた。


「…………」


　いつきは、呪力の流れを見切っていた。


　魂喰らいに流れるあらゆる呪力を、その動きを見切っていた。あらかじめ軌き道どうが分かっているならば、炎の舌を避よけるなど造作も無いことだった。


　だけど、いつきが見ようとしているのはそんな程度のものじゃない。


（見てやる）


　そう念じた。


　見てやる。視みてやる。観みてやる。


　奥の奥まで。底の底まで。裏の裏まで。余すことなく、残すところなく、完かん膚ぷなきまでに見てやるとも。


　恐怖など壊せ。砕くだけ。潰つぶせ。


　こんな人格なんて、塗ぬり替かえろ。


「いつき……っ」


　思わず、穂波が漏もらす。


　いつきの右みぎ眼めから血が流れていた。当然だ。元来人間の機能を超えた力である。使いすぎれば、失明どころか脳だってやられかねない。いや、場合によっては脳どころか──『魂たましい』さえも。


　それでも、いつきは止やめるつもりはなかった。


（あるはずだ……）


『クイモノクイモノクイモノッ！』


　しつこい魂喰らいソウル・イーターの炎ほのおを避けながら、手が触ふれられるほどの距きよ離りまで近づく。


　その距離で、呪力の深しん奥おうを覗のぞき込む。


（まだあるはずだ……）


　以前にも、この左足を折ったときにも、やった作業だ。必要な精度こそ比べものにならないが、結局あの応用でしかない。


　見る。


　ありえないものを──形のないものを──形の失われたものを──見る。


　見ることで、認にん識しきすることで、形のないものに形を与あたえる。


　──混こん沌とんから、秩ちつ序じよをつくる。


「そこだ！」


　腕うでを突つき出した。


　その腕の半ばまでが、魂喰らい＝巨きよ大だいな心臓へずぶずぶと刺ささる。


　そして、いつきはそれを捕とらえた。ついでにもうひとつのものを捕らえるのは遥はるかに簡単な作業であった。


「返してもらう──っ！」


　ずぶずぶずぶずぶずぶずぶっ


　実体のものではありえない『音』をたてて、それが魂喰らいからひきずりだされる。


　身体からだを投げ出すようにして、いつきは彼女を受け止めた。


　彼女──黒羽まなみの霊エーテル体を！


　そして、もうひとつ。


　魂喰らいから比べると、ずっと小さな──干ひからびた人間の心臓を、いつきは空中へ放ほうり投げた。


「それが……『核かく』だ！」


『クイモノクイモノクイモノクイモノクイモノクイモノクイモノォォォッッ!!』


　凄せい絶ぜつな魂喰らいの思念よりも早く、猫屋敷の符ふと、穂波のヤドリギが干からびた心臓を貫つらぬいた。


　一度だけびくんと痙けい攣れんして、魂喰らいは自ら燃え上がった。


　その炎も数秒で消えた。


　後に残ったのは、変へん哲てつも無い打ち捨てられた焼しよう却きやく炉ろだけであった。








　──夢ゆめ心ごこ地ちに、黒羽は見ていた。


　自分を覆おおっている殻からを、いつきが一心に殴なぐりつけている。


　多分夢だからだ。あんなに怖こわがりだったいつきは、信じられないぐらい雄お々おしい。眼帯をしていたはずの右目なんて、炎のように真っ赤。表情も氷みたいに凛り々りしくて、きっとこんないつきなら、いろんなところで引っ張りだこだろう。


（でもあたしは……情けないいつきくんの方が……好きだな……）


　思う。


　自分のために笑ってくれたいつき。


　自分のために泣いてくれたいつき。


　しょげるいつき。


　驚おどろくいつき。


「黒羽さん……」


　あまりにも幸せだった一週間。きっと幸せ過ぎたから、終わりはこんなに唐とう突とつだったんだろう。それでも、こんな夢を見せてもらえるなら、おつりがくる。


「黒羽さん……！」


　声が聞こえた。夢なのに。


「黒羽さん……！　起きて！」


「え……いつき……くん……」


　闇やみに落ちる寸前、その声と腕に引きずり出された。


　そして、これが夢ではないことに気づく。


「──い、いつきくん！　これ……」


　屋上だった。なんで、こんなところにいるのか分からない。ついさっき、自分は内臓みたいな通路に飲み込まれたはずだった。それが、どうして、いつきの腕の中にいるのか。


「あはは……よかった……」


　そのまま、少年の身体は傾かしぎ、アスファルトへと倒たおれていった。


「いつきくん！」


　悲ひ愴そうな声が、屋上を圧する。必死で周囲を見回す。


　見覚えのある少女と、初めて見る青年がいた。


「穂波さん！」


　聞こえるはずもないのに、黒羽は声を張り上げた。


「穂波さん！　いつきくんが！」


　聞こえてほしいのに。今、聞こえないと意味がないのに。


　だが。


　届くはずのない返事は──果たして届いた。


「……ちゃんと聞こえる。病室でもそうやったやろ？」


　そう、穂波が囁ささやいたのだ。


「え？」


「いつきも大丈夫や。疲つかれて寝ね込んでるだけ。……すぐに目、覚ます」


　自分に言い聞かせるように、ひどく辛つらそうな面おも持もちで穂波はそう言ったのであった。





　　　　７




　それから十日が過ぎ、三日間延長されたいつきの入院生活もようやく終わりがきた。


「若いもんのくせに治りが遅おそいっ！　退院したらきちーっととれえにんぐせえ！」


　と、こちらは先に退院して、見み舞まいにきてくれた盲もう腸ちよう爺じいさんの台詞せりふで。


「あらあら。もう退院しちゃうの。寂さびしいわ」


　こちらは糖とう尿によう病おばさんの言葉であった。


　丁てい寧ねいに頭をさげて、いつきは礼を述べた。なんだかんだ言って、この人たちのおかげで入院生活が退たい屈くつしなかったことは間ま違ちがいない。


　そのほか、退院祝いに五、六人ほどの級友が来てくれて──病院ではマナー違い反はんではあるが──病室はちょっとしたお祭り騒さわぎになった。


　そこに、もうひとり見舞い客が訪おとずれた。


「あ、穂波」


「…………」


　皆みなが黙だまりこくった。


　たとえ別クラスでも、少女の名前を知らぬものは、いつきの学年には存在しない。それだけの存在感が、このハーフの少女にはあった。


　そして、別に嫌きらわれているわけではないのだが、今日の穂波はとりわけぴりぴりした空気を纏まとっていた。


「──あ、俺外で待ってる」


「俺も俺も」


　そそくさと、級友たちが出てしまった。なぜか、爺さんとおばさんまでついていってしまってる。


　見舞い客がひとりだけになってしまってから、穂波はややこわばった様子で、手荷物を差し出した。


「会社の皆から、退院祝い」


　鳳ほう月げつ堂どうのカステラだった。包装の上に小さな折おり鶴づるが載のっていた。ひどく不器用で、くちばしや翼つばさがぐちゃぐちゃになってしまってる。


　なんとなく閃ひらめいて、いつきの胸が大きく鳴った。


「……これ、ひょっとして穂波が折った？」


「…………」


　返事はせず、穂波が顔をうつむけた。そのまま、かあっと耳まで真っ赤になった。


　もっと突つっ込めばいいのだが、それ以上は到とう底ていいつきにも訊きけなかった。


　微び妙みような緊きん張ちよう感かんが二人の間に漂ただよいはじめ、まるでいっぱいに空気を入れた風船みたいに膨ふくれ上がり──


　破は裂れつ寸前、別の声が割り込んだ。


「退院おめでとう、いつきくん」


　いつのまにか、隣となりのベッドに黒羽まなみが座っていた。


「うわああっ」


「……あ、驚おどろかせちゃった？」


「──い、いや、大丈夫何もないなんでもない」


　手を怪あやしげに交差して振ふる。


　黒羽は少し首を傾かしげて、うなずいてから言った。


「……いろいろありがとう。時々、見舞いに来てくれると嬉うれしいな」


　あの事件の内情や、アストラルの真実は、すでにいつきから聞いていた。その上でこんなあつかましいことを、とも思ったけど、言わずにはいられなかった。


　時々でいいから、来てほしい。


　ずっとひとりでいた彼女の、とても些さ細さいで、とても大きな願い。


　すると、思いがけないことをいつきは口にした。


「あの、黒羽さん、うちの会社に来ない？」


「……え？」


「もちろん、黒羽さんが良かったらだけど。


　うちの会社、魔ま法ほう使つかいはいても幽ゆう霊れいはいないし、きっとお互たがい助けあえると思うんだ。穂波もかまわないよね？」


「……客観的に見て、何の役にもたたないとは言わへん」


　みるみる黒羽の顔に驚きが──次にたとえようもない喜びが湧わきあがった。


　その顔だけで、いつきには答えが分かった。


「じゃあ、決定！　ようこそ〈アストラル〉へ。案内するからさ、ついてきてよ黒羽さん……がはっ」


　黒羽の手を取ろうとした──幽霊だからふりだけなのだが──いつきが、いきなり泡あわを噴ふき、後ろ向きに失神した。


　顔面にぶちまけられた、大量のホラー映画のブロマイドのためであった。


「ほ、穂波さん?!」


「会社には、あたしが案内したげる。いつきはそのまま寝ねかしといて」


　恐おそろしいほど優やさしくて、有う無むをいわさぬ口調であった。


　否いなという答えだけは、ありそうになかった。


「……は、はい」


　黒羽は何度か振り返り振り返り、穂波はとてつもなく不ふ機き嫌げんそうな顔で病室を立ち去った。





　ちなみに、最後に倒たおれた際の怪け我がで、いつきの退院はもう三日ほど延びたのであった。














〈アストラル〉業務日誌１





　穂波・高瀬・アンブラーです。


　このたび、ようやく〈アストラル〉に業務日誌が採用されました。


　特とく殊しゆな仕事の多い〈アストラル〉の職務上、常に互いの業務を確かく認にんする必要があります。それぞれの依い頼らいで派は遣けんされた方は、誰だれか代表を決めて、この業務日誌に記録するようにしてください。


　あ、先に釘くぎをさしておきますよ。


　みかん、なんか面めん倒どうくさそうだからって読み飛ばさないように。古こ文もん書じよより難しい言葉は使ってません。後、いつもの言葉じゃない穂波お姉ちゃんなんて嫌いやとか言わないように。業務日誌を方言で書くわけにはいきません。


　猫屋敷さん、うっかり猫ねこの賛美だけでページを使わないようにしてください。


　社長、「書くことが考えつかない」というのは駄だ目めです。ちゃんと依頼のことと関連して、日誌をつけるようにしてください。





　……最初から、硬かたすぎたでしょうか。


　えーと、最後に黒羽さん。〈アストラル〉に入社してくださって、ありがとうございます。この会社は、ほかのどこよりもあなたの適性を活いかせることと思います。


　いえ、そういうんでもなくて。





　……ごめんなさい。





　何度か考えてみたけれど、どうしても硬くなってしまいます。


　ただ、この会社が、あなたを歓かん迎げいしているというのは本当です。


　この会社の人は、皆みなあなたと話せます。あたしも、猫屋敷さんも、みかんも、もちろんいつきも、あなたと一いつ緒しよに仕事していけます。


　だから……慌あわてずに、少しずつ〈アストラル〉を好きになってください。





　あなたと一緒に働けることを、嬉しく思っています。







穂波・高瀬・アンブラー












魔法使いと花泥棒




　　　　１




　いきなり、地面から腕うでが生えた。





「うわああああああああああああああああああああああああ！」


　結果、伊庭いつきは見事にひっくりかえって──後頭部を背中の墓石へと打ちつけた。


「あ痛ぁっ」


　墓地である。


　七月も近いというのに、ひどく底冷えのする、山さん麓ろくの小さな墓地だった。


　頂から吹ふき降ろす、肌はだ寒ざむい夜風が墓石の間を縫ぬう。そのたび、風と石がこすれて、ひゅおおお……ひゅるおおおおお……と、気味の悪い音をすすりあげる。


　あたかも死し霊りようたちが嘆なげくような、三日月へひしりあげるような音。


　悲鳴とも呻うめきともつかぬ──哀かなしい声。


　そんな墓地のただなかで、にょっきりと腕が生えていた。


　白く、細い腕だ。


　しなやかなそれは、見る見るうちに地面をすり抜ぬけ、ごく可愛かわいらしい──ただし半はん透とう明めいの──長い髪かみの少女の姿をとった。


「い、いつきくん──じゃなくて、伊庭社長、そんなに驚おどろかなくたっていいでしょ」


「だ、だって、黒くろ羽はさん、突とつ然ぜん出るもんだから」


　後頭部と眼帯を押さえて、いつきが抗こう弁べんする。


　年よりも、少し幼く見える少年だった。


　その性格をあらわすように、髪は染めても固めてもいない。服装は、なぜかぴっしりとしたスーツで、右目に漫まん画がの海かい賊ぞくがしているような黒い眼帯をつけている。ひとつ間ま違ちがうとその筋の人っぽくも見える服装なのに、この少年がすると妙みようにユーモラスに見えてくるのだった。


「あいたたたた……」


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　あわてて、半透明の少女──黒羽まなみがそばに寄った。


「あ、たんこぶになってる……」


　撫なでようとした黒羽の手が、すかすかといつきの後頭部をすりぬける。霊エーテル体なのだから当たり前だが、その結果、今度はブレザーの──スレンダーな胸むな元もとまで、いつきの顔を突つきぬけたのである。


「うわああっ」


「いつきくんっ？」


「い、いや、大丈夫！　大丈夫だからっ」


　両手をめちゃくちゃに振ふって、いつきが黒羽をとりなす。どうやら黒羽の側は気がついてないらしい。真っ赤に染まった頰ほおを隠かくしながら、


「で、でもなんで地面の下に？」


「うん。あの……」


　こちらも、ちょっと恥はずかしそうに言いかけて、黒羽は急に空を見上げた。


「あ」


「へ？」


　つられて、いつきも首を傾かたむける。


　──と。


「あたしがそう言うたからやけど？」


　上空から、不ふ機き嫌げんそうな声が降り落ちたのだ。


　見上げたいつきが、たちまちぱくぱくと口を開いた。


「穂波っ？」


　おおよそ十メートルの高み。月を背にしたその位置に、もうひとりの少女が浮ういていたのである。


　それも、古びた箒ほうきへ横座りして、栗くり色いろの髪にはとんがり帽ぼう子し、セーラー服の上には闇やみ色のマントなんていう典型的な魔ま女じよの格好で。


　年の頃ころは十五、六。薄うす縁ぶちの眼鏡めがねで蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを覆おおった魔女は、うろたえる少年を見て小さくため息をついた。


「……社長、ええかげん慣れへん？　せっかく霊体で動けるんやから地下を調べてもらった方がええのは当たり前やろ。逆に、あれが地表に出てるんやったら、空から調べた方が早いし」


「で、でも人目が……」


「こんな夜の墓場、ほかの人なんか来うへん。それに、前も言うたやろ。箒には人ひと除よけのオガム文字も彫ほってるから、普ふ通つうの人には烏からすかなんかにしか見えへん」


　さらりと答えて、穂波・高瀬・アンブラーはじっと目を細めた。


　鋭するどい魔女の視線に、びくっといつきが身を震ふるわせる。


「な、何？」


「──名めい刺し入れ」


「えっ？」


「後ろ。頭ぶつけたとき、名刺入れ落としてる」


　むすっとした言葉に振り向くと、墓石の裏に名刺入れが落ちていた。ほとんど使われていない銀のケースに、かすかな泥どろがついている。


　泥を払はらってる途と中ちゆうで、気がついた。


　ということは、穂波はいつから見てたのか。


（…………！）


　かあっと顔を赤らめながら、いつきは念のため名刺入れを開けた。


　折悪あしく、そのとき突とつ風ぷうが吹ふいたのだ。


「あ」


　名刺の数枚が風に乗り、夜気を流れた。月明かりに照らされた表面には、水すい晶しようの透すかしと並んで、セピア色の文字でこう書いてあった。





〈魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉
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　人が思うより、少しだけ世界には魔法が多い。


　人が思うより、少しだけ世界には神秘が多い。


　それをいつきが知らされたのは、つい一ヶ月半前のことだ。


　そして、失しつ踪そうした父親がそんな業界の会社を切り盛りしていたと知ったのも、同じときだった。


　──魔法使い派遣会社〈アストラル〉


　表向きは占うらない師やオカルトライターの派遣会社だが、その実、世界各地から『本物』の魔法使いを集めた組織である。もっとも、父親が消えて以降、社員も三々五々と散ってしまい、今では廃はい業ぎよう寸前のおんぼろ会社にすぎない。


　その会社で、いつきは社長にまつりあげられたのだった。


　といっても、クラス一の怖こわがりが魔法使いたちの社長になるまでには、それなりの苦労があるわけで──。


　新しいそれは、黒服の女性になって、昨日の夕方に訪おとずれた。








「……呪物調達会社〈トリスメギストス〉？」


「はぁい。取とり締しまり役やく社長のディアナと申します。このたび、〈アストラル〉が営業を再開されたと聞いて罷まかりこした次し第だいですわ」


　ヴェールの下の唇くちびるをほころばせ、ソファに座った女がおっとりとうなずいた。


　黒服と黒い手て袋ぶくろ、黒いヴェールを纏まとった女性だった。初夏にも拘かかわらず、黒ずくめの服装からは、わずかに顔の下半分しか露ろ出しゆつしていない。


　それでいて、汗あせひとつ搔かく様子もなかった。〈アストラル〉の事務所である洋館は、エアコンなどといった近代的設備とは無む縁えんなのだが、女は薄うすいヴェールの下で優やさしそうに微笑ほほえむばかりだ。


　最近、神しん道とう課のみかんから「暑いよークーラーいれようよー」とだだをこねられているいつきからすると、そっちの方がよっぽど魔法じみて見えた。


「ふうん。あたしが入る前に、先代の司つかさ社長と付き合いがあった会社？」


　いつきの代わりに、ディアナの出した名刺を受け取り、穂波が目を細めた。


　新米社長のいつきは、ほぼ全面的にこの社員兼けん魔術教師兼クラスメイトへ頼たよりきりとなっている。もうひとり、先代からの古株社員もいるのだが、こちらは占い雑誌の締しめ切りで編集部に猫ねこごと泊とまり込み中である。


「えぇ。司さんにはずいぶんとよくしてもらいました。呪じゆ符ふ用の霊れい紙しから純化された水晶、アルラウネの根から鷲獅子グリフオンの生き肝ぎもまでいろいろ用意させていただきましたわぁ」


　懐なつかしそうに頰ほおへ手を寄せる。


　同時に、つらつらと並べた物品の名前に、穂波の眉まゆがぴくりと動いた。


「あのさ、そういうのってやっぱり必要なんですか？」


　隣となりにいた黒羽が、小声で穂波に尋たずねる。


「魔法使いなら、自分が使う術具は自分でつくるもんなんやけどね」


　少し難しい顔になって、穂波が片目をつむった。


「でも、自分でつくるにしても、必ず材料が揃そろうとは限らへん。ものによっては、百年に一度だけ開花する竹の花みたいなんが必要やったりするんや。それに、特別な術やったら、それぞれ別の呪物がいるようになる。そんなとき、専門の調達屋に声をかけるわけ」


「えぇ。〈アストラル〉の呪物はほとんど一任してもらってましたわ。いつきさんがしてらっしゃる社章も、うちで取り寄せた妖精の銀アルフ・アルゲントウムでつくってますの。まぁまぁ、そうしてると、本当に司さんの若い頃ころにそっくりですわね」


　つんといつきの襟えりの社章を指差して、ディアナが机に置かれたコーヒーを飲んだ。インスタントコーヒーなのがちょっぴり心苦しい。来訪直後、台所中をひっくりかえしてみたのだけど、やっぱりインスタントしか見つからなかったのである。


　胸の内で言い訳をしながら、いつきは頰を搔いた。


「いや、その……じゃあ今回は営業か何かですか？」


「それもあるんですけれど──」


　語ご尾びを濁にごして、ディアナはかすかに目線を落とした。


　それから、ひとつうなずいて、こう言ったのだ。


「──そう、当代の〈アストラル〉さんに、魔法使いをお借りしたいんですの」


「えっ？」


「魔法使い派遣レンタルマギカ……もう、営業再開してらっしゃるのでしょう？　でしたら、問題ありませんわよね」


「ど、どういうことです？」


　目を剝むいたいつきの代わりに、穂波が口を開いた。


「──依い頼らいやったら、正式に承うけたまわりますけど？」


「ええ、依頼ですわぁ」


　ディアナのヴェールが上下する。


「レンタルマギカさんに、花を採集していただきたいの」


「花？」


「はぁい」


　のんびりした声で、ヴェールの女は脇わきのバッグから一枚の古びた写真を取り出した。


　縁ふちが破れ、半ばセピア色に褪あせた写真には、つつましやかな白い花が咲さいていた。


　美しく垂れた、数枚の花弁。


「あ……」


「うわ……っ」


　だけど、その古びた写真を見て、いつきの身体中から血の気が引いた。眼帯を押さえ、少年はそのままソファに沈しずみ込む。黒羽も、息をのんで口を押さえた。


「……冬虫夏草コルジセプスですわぁ」


　その花は、花弁と同じ色の──おぞましいほど白い頭ず蓋がい骨こつの上に咲いているのであった。








　洋館に、しばし沈ちん黙もくが落ちた。


　無む闇やみに高い天てん井じようで、からからと年代物のシーリングファンが鳴る。


「……え、と……よく中国とかの薬に入ってるやつとは……違ちがうんだよね？」


　やっとのことで、いつきはそう訊きいた。


　真っ青になっているのが自分で分かった。というか、ほとんど気絶しかけたのである。写真じゃなくて実物だったら、間違いなく気絶していたと思う。


「当たり前やろ。冬虫夏草いうんは、一種類の草の名前ちゃう。昆こん虫ちゆうとかに寄生して育つ、三百種類以上のキノコの総そう称しようや」


　一いつ瞬しゆん気き遣づかわしげだった穂波が、すぐいつもの突つき放した調子で答えた。


「え？　キノコって……でも、この写真、花が咲いてるけど」


「そやから、呪物フエテイシユ。同じ冬虫夏草いう名前でくくってても、まったくの別物や。──動物にして植物、胞ほう子しにして種、あらざる花を咲かせ、あらざる栄養を吸い上げる魔まなる花。厄やつ介かいなもん言うてくれるわ」


「さすがによくご存じですわねぇ」


　ディアナがにこにこと肯こう定ていする。


　写真の白い花を指差して、


「この冬虫夏草は、人に憑つきますの」


「人に？」


「ええ」


　そう言って、ディアナはヴェールの下で淡あわく笑った。


「普ふ通つうの冬虫夏草なら、寄生した昆虫が死ぬか──さなぎになった場所で発芽しますけれど、この冬虫夏草は人に寄生します。ですから、寄生した人の骸むくろに、何年も経たってから開花するんです。ちょうど、そろそろ開花の時期のはずですの」


　いつきの背筋が、再びぞくりと冷えた。


　花に寄生される感覚。脊せき髄ずいが緑の茎くきにからまれ、自分の口から花の開花する感覚を想像したのである。


「えらい危ない呪物フエテイシユやね」


「逆に言えば、死ぬまではまったく変化ありませんのよぉ？　ほんのちょっぴり人体から精気を吸い上げますけれど、それも微び々びたるものですし」


「じゃあ、なんで自分で採集せえへんの？　〈トリスメギストス〉の方がよっぽどうちらより専門家やろ？」


　追つい及きゆうに、ディアナが首を傾かしげた。


「司さんと約束していたからですわぁ」


「……父さんと？」


　いつきが、顔を持ち上げた。


「ええ。昔、この冬虫夏草を寄生させた人が死んだとき、司さんと約束しましたの。その人の埋まい葬そうと、花の採集は司さんの〈アストラル〉にやっていただくって。それが答えじゃいけないかしら？」


「…………」


　少し考えて、いつきは口を開いた。


「あの……ひとつだけ、訊いていいですか？」


「なぁに？」


「この冬虫夏草を寄生させた人って、そのことは知ってたんですか？」


「あら、私が騙だまして寄生させたんじゃないかってこと？」


　にっこりとディアナが訊き返した。


「あ、その……」


　口くち籠ごもるいつきに微笑ほほえみ、ディアナは一いつ拍ぱくおいて、こう言った。


　とても静かで、しみいるような声だった。


「……ええ。知っていましたわ。全部話した上で、契けい約やくしましたとも」
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　そして、この山さん麓ろくの墓地へ続く格好だ。


　結局、〈トリスメギストス〉のディアナの依い頼らいを、いつきたちは受けることになったのだ。


　理由はまあいろいろあるわけだが……決め手になったのは、ディアナの口にした報ほう酬しゆう額がくである。


　なにしろ、現在の〈アストラル〉の収入は、九割がオカルト雑誌や占うらないセンターへの社員派は遣けん──表向きの業務ばかりで占しめられてしまっているのだ。必然、財政状態も低空飛行を続けており、決算を見るたび、いつきの顔が（さっきとは別の意味で）真っ青になるありさまである。


　冬虫夏草を寄生された人物は無む縁えん仏ぼとけになっているということで、墓地の名前までは資料に残っていた。しかし、墓地のどの墓かまでは分からず、三人がかりで周囲を探しているわけだった。


「どしたの、いつきく──じゃなくて社長？　やっぱり、頭ぶつけたの良くなかった？」


　のぞきこむように身体からだをまるめた黒羽へ、いつきはあわてて手を振ふった。


「あ、いや、なんでもないし。──いつきでいいって。黒羽さんまで敬けい称しようじゃたまんないもの」


　背筋を伸のばし、眼帯を透かして隣を視る。


　長い髪かみの少女が、心配そうに首を傾げていた。


　名前どおり、つやつやした黒い髪と、シンプルな赤いバレッタ。


　どこかしら子こ猫ねこを思わせる、大きな瞳ひとみ。


　そして、少女の半はん透とう明めいの霊エーテル体は、淡い月光を受けて、かすかにきらめいていた。


「でも、あたしだけいつきくんじゃ変じゃない？」


「そんなの言ったら、みかんのお兄ちゃん社長なんて、変どころじゃないよ。穂波なんて、絶対できの悪い生徒くらいの意味で社長って呼んでる」


　ぶつくさと愚ぐ痴ちるいつきに、黒羽が微笑んだ。ちょっと困ったように唇くちびるへ小さな拳こぶしを当て、こっそり呟つぶやく。


「……そんなこと、ないと思うけどな。穂波さんは」


「え？」


「ううん。じゃあいつきくんて呼ぶね」


　黒羽がかぶりを振る。思わず笑みがこぼれた。


　こうして、なんでもない話ができることが、ひどく嬉うれしかったのだ。


　当たり前の、誰だれにでもできること。


　だけど、黒羽にはそうじゃなかった。


　文字通り、幽ゆう霊れいである少女の姿は、魔ま法ほう使つかいかそれに準じるものにしか視みえない。つい最近まで病院に憑ついていた黒羽は、ずっとひとりぼっちで過ごしていたのだ。


　誰にも見られることのない──誰とも話すことのない生活。


　ある事件から、その黒羽を〈アストラル〉へ誘さそってくれたのがいつきだった。


　黒羽にしてみれば、それ自体が奇き跡せきのようなものだった。


　だから、こうできる時間が愛いとおしくてたまらなかった。


「ね、いつきくん」


「何？」


「お父さんのこと──ディアナさんが言ってたの、考えてるの？」


「ん……ちょっとね」


　懐かい中ちゆう電灯をつけて、冬虫夏草を探しながら、少年が頰ほおを搔かいた。黒羽もその後ろに続き、墓石の間を抜ぬけていく。


「お父さんのこと、あまり覚えてない？」


「もともと、会ったこともほとんどないから」


　背中越ごしに、答えが返ってきた。


「失しつ踪そうしたのは七年前だけど、それより前から、叔父おじさんところに預けられてたんだ。それですっかり忘れた頃ころに、実はお父さんは魔法使い派遣会社の社長だったんです、なんて言われても実感湧わかないよ。……湧かなくても、勉強だけはさせられてるけど」


　一いつ瞬しゆん、いつきの横顔がげっそりとしなびる。


　黒羽も気がついて、「あ」と声を漏もらした。


　社長になって一番の難関が、大量の勉強だったのだ。


『経済評価各論・総論』『カテゴリ系組織解かい析せき原論』『カオス型社会講座』──毎日、穂波が持ってくる社長業のテキストの量たるや、机から天てん井じように届くぐらいなのである。


　それを読みこなすだけでも地じ獄ごくの道のりだが、隔かく週しゆうで試験を課せられるとなると迂う闊かつにさぼってもいられない。一日が二十四時間しかない以上、どこかしらで都合をつけるほかはなく、いまや伊庭いつきの睡すい眠みん時間は風前の灯ともし火びなのだった。


「……なんか穂波、黒羽さんには優やさしいんだけどさ」


「あ、えと……いつきくんよりは……ましって言われてるかも。霊体の扱あつかいとか……感応力とか……後、最近は念力とかの訓練もしてるけど……そっちはまだ全然だめで」


　なぜだかすまなそうに、黒羽がもじもじと指を交差させた。


　その動きが、急に停止した。


「待って、いつきくん」


「えっ」


　いつきが眉まゆ根ねを寄せた。


　少女は、こめかみへ手をやっていたのだ。数秒そうして、唇からかぼそい言葉が漏れた。


「声が……」


「声？」


　すると、黒羽が滑すべるように歩き出した。


　滑るよう、というのは比ひ喩ゆではない。実際に少女はほんの数ミリだが浮ふ遊ゆうしていたのだ。


　左足をかばったいつきが遅おくれない程度のスピードで、少女は地面を滑っていく。


　そして、墓地の北東──黒々とした雑木林のふもとで、


「…………！」


　いつきの右目に、刺さすような痛みが走った。


　咄とつ嗟さに眼帯を押さえる。しかし、それは、いつきの眼帯と手の平をもろともに透すかし、網もう膜まくへはっきりと映し出された。


　雑木林の陰かげへ隠かくれた、ごくごく小さな墓のそばに、つつましやかな一輪の花が咲さいていたのである。


　美しい花弁を風になびかせる、恐おそろしいほど白い花だった。


「黒羽さん──」


「う、うん。これが……」


　緊きん張ちようした面おも持もちで、黒羽が近づいていく。いつきも、穂波に連れん絡らくをとるべく携けい帯たいを取り出した。


　だが、その寸前、雑木林から黒羽の脚あしへ、一枚の符ふが飛んだのだ。


「！」


「黒羽さんっ？」


　稲いな妻ずまに打たれるように倒たおれた少女へ、いつきは血相を変えて駆かけ寄った。しゃがみこんだいつきに、


「……ええ、それが冬虫夏草ですよ」


　ぶなの木の後ろから、声がした。


　夜風に青い中国服をなびかせて、背の高い男が立っていた。


「初次見面はじめまして、〈アストラル〉の二代目さま。李り青せい鳳おうと申します」
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　箒ほうきに乗って浮遊しながら、穂波・高瀬・アンブラーは墓地を俯ふ瞰かんしていた。


　しなやかな指から、一本の銀ぎん鎖さが垂れている。その先につながっているのは、銀の鏡と五ご芒ぼう星せいを組み合わせた〈アストラル〉の社章──ディアナの言っていた術具のひとつだった。


　鎖くさりは、不規則にぐらぐらと揺ゆれている。


　風もほとんどなく、穂波が手を動かしているわけでもないのに、社章だけがジグザグにＵＦＯみたいな動きを繰くり返しているのだった。


「……駄だ目めやね」


　少しして、穂波が諦あきらめたように社章を襟えりへ戻もどした。


「呪じゆ力りよくの気配はあるのに、まるでばらばらや。目星にもならへん」


　ダウジング、と呼ばれる魔ま術じゆつだった。


　ヨーロッパに広く伝わる、物探しの術である。さかのぼれば、穂波の得意とする魔女術ウイツチ・クラフトやケルト魔術を源流とする。〈アストラル〉の社章は、こういった術へも応用の利きくよう、繊せん細さいな調整を施ほどこされているのである。


（石占いストーン・テリングも手やけれど……小手先だけ変えても、あまり効く気がせえへんし）


「冬虫夏草、か……」


　ひとつ、ため息をつく。


　結局、ディアナからはあれ以上呪物フエテイシユの性質を訊きけなかったためである。


　同じ魔女でも大おお釜がま派なら詳くわしいかもしれないが、穂波とは流派が違ちがう。〈アストラル〉で、その手の専門であるヘイゼル呪物課課長は、ずいぶん前からヨーロッパ周遊旅行に出かけてしまっていた。


（原典からすると、仙せん丹たんとか中国系なんやけど……）


　箒の上で、とんがり帽ぼう子しを押さえ、夜空の月を見上げた。三日月なのがちょっと心細かった。穂波の使う術のうち、いくつかは月に依い存ぞんしている。あらかじめ月光から充じゆう電でんしている呪力もあるが、身体からだに溜ため込める分には限界がある。できるかぎりは、手をつけずに取っておきたかった。


「……社長、そういうの全然分かってへんやろな」


　むすっとした顔でこぼした。なんとなく、あの学生社長のだらしない顔が脳のう裏りに浮うかんだのである。


　一度こぼすと、不思議と文句が続いて出た。


「だいたい、いっちゃんは鈍にぶすぎるんや」


　普ふ段だんは口にしない──昔の呼び名を使って、綺き麗れいな唇くちびるを尖とがらせる。


「いくら帝てい王おう学がく教え込んでも覚えへんし。魔術のひとつも感応せえへんし。へっぽこやしおっちょこちょいやしおひとよしやしサボリ魔やし意い気く地じなしやし、あたしのこともいまだに思い出さへんし……」


　そう言いかけたときだった。


　マントの下、セーラー服の腰こしのあたりがぶるぶると震ふるえた。


　片手で携帯を取り出して、発信元を確かく認にんしてから耳にあてた。


「……社長？」


『黒羽さんっ？』


　いきなり、叫さけび声が響ひびいた。


「な、何、社長──」


『……ええ、それが冬虫夏草ですよ』


　訊き返そうとした矢先に、別の声が届いた。ひどく冷たく、ねっとりとへばりつくような声だった。


『初次見面はじめまして、〈アストラル〉の二代目さま。李青鳳と申します』


「社長っ？」


　通信が切れた。


「…………っ」


　反射的に、穂波は箒へ指を滑すべらせた。印と膝ひざの体重移動で進路を変え、墓地へと急降下する。


　刹せつ那な、白いものが墓地を包み込んだ。


「霧きり!?」


　がくり、と箒が揺らいだ。あわてて急制動しながら、穂波が唇を嚙かむ。





　──わずか数十秒で、墓地と雑木林は、白はく霧むに閉とざされていたのだった。
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「初次見面はじめまして」


　もう一度言って、青年は両手を重ねた。拳こぶしを手の平で包み込む中国の礼であったが、いつきに分かるはずもない。分かるのは、その全身から発せられる、ひどく酷こく薄はくな気配と強大な呪力だけだった。


　そして、いつのまにか白い霧までもがたちこめている。明らかに自然ではありえない霧だった。一分足らずで墓地と雑木林を包み込み、数メートル先も怪あやしいほどに白く滲にじんでいたのだ。


　冬虫夏草と同じ──おぞましいほどの白で。


「…………っ」


　ぞくぞくと、いつきの背筋を冷たいものが這はいあがる。身体の内側を蜥蜴とかげがうごめくような感覚だった。


「……お前……は……？」


　眼帯を押さえ、かろうじて、訊く。


「黒羽さんに……何した……っ？」


「少しばかり、霊れい絡らくを符ふで禁じただけですよ。それなりの苦痛はあるでしょうけど、滅ほろびはしません」


　青年──李青鳳が、ゆらりと笑う。貼はりついたみたいな薄うすっぺらい笑えみだった。


「それに、もともと冬虫夏草は私どもの呪物フエテイシユですからね」


「え……」


「〈トリスメギストス〉のディアナからお聞きになりませんでしたか？　その冬虫夏草の苗なえは、十年前あなたがた〈アストラル〉と彼女に奪うばわれ、この場へ隠かくされたものです。ですから、我々には正当な権利があります」


（父さんと……ディアナさんが……盗ぬすんだ……？）


　しゃがみこんだまま、黒羽をかばいつつ、いつきの視線が白い花と青鳳を交こう互ごする。


　正当な権利。そう言われると、こちらが間ま違ちがっている気さえする。


　だけど。


「だ、だからって……黒羽さんを傷つけることなんて……」


「盗ぬす人つとの死し霊りようごときに、何の遠えん慮りよをする必要が？」


「…………！」


　右目が熱かった。


　眼帯の下でマグマのようにうねくっている。青年と、濃のう霧むに含ふくまれた呪じゆ力りよくに反応しているのだ。それだけで気が遠くなりそうなのに、必死でいつきは耐たえた。


「いつき……くん……」


　かぼそい声。


　少女の胸に貼りついた符へ触ふれると、ばちっと痛みが走った。それでも握にぎり締しめて、いつきは奥歯を嚙かみ締めた。


「黒羽さんを……うちの社員を……ごときなんて、言うな」


「おや、それは失敬。ですが、花は返してもらいますよ」


　霧にまぎれて、別の白が──青年のばらまいた符が散った。


「この国は火か葬そうですので、直接死し骸がいは使えませんがね。それでもここが墓地であることに違いはない」


　微び笑しようと同時に、ごおっ、と墓の土が巻き上がった。


　大量の土ど砂しやがたちまち人の形をとる。それも、ひとつではない。いくつもいくつも墓場からめくれあがり……立ち上がったそれらの顔には、一枚の符と、恨うらめしげな人の表情までもがそなわっていた。


「こ、これって……」


　以前に見たホラー映画を思い出して、いつきの腹の底まで怖おぞ気けが走った。


「そう、僵尸キヨンシーと申します。即そく席せきだけに長くは保もちませんが、食い意地だけは張ってますよ。死者の腹を満たすものは、唯ゆい一いつ生者の肉のみですからね」


　があっ


　土人形たちが鳴いた。


　数は五つ、ゆらゆらといつきを取り囲み、土くれの牙きばを剝むく。できそこないの粘ねん土ど人形のような口なのに、その牙だけは異様な鋭するどさを誇ほこっていた。


「……ぁ」


　いつきの身体からだが硬こう直ちよくする。


　氷の枷かせをはめられたみたいに、ぴくりとも動けない。


「どうしました？　先代はずいぶんなやり手でしたが、当代はただの腰こし抜ぬけですか？」


　いつきを見下ろして、青年は唇くちびるをつりあげた。


　その瞬しゆん間かん、霧きりが裂さけた。


「力の円えん錐すいのもと我は乞こう！　すなわち月光とヤドリギをもって北東の呪まじないを砕くだけ！」


　中空から降り注いだ木もく片へんは、月げつ齢れい六日目に黄金の鎌かまで採取されたヤドリギの矢。月と森の呪力をはらんだ神秘の矢は、分厚い霧を抉えぐり、僵尸キヨンシーたちを容よう赦しやなく貫つらぬいた。ばかりか、そのうち一本は大地を切り裂き、ブーメランのように冬虫夏草を持ち去ったのである。


「社長！　こっちや！」


　叫さけんだ声の方向へ、いつきは無む我が夢中で跳とんだ。
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　垣かい間ま見えた箒ほうきの半ばを握り、もう片方の手で黒羽をつかもうとする。


　ふたりの手が触れて──すりぬけた。


「あ……っ」


　絶望的な声とともに、少年の姿と意識は、そのまま濃霧へと溶とけ込んでいった。
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「……黒……羽……さんっ」


　無我夢中で伸のばした手が──捕つかまえられた。滑なめらかで、とても温かい手だった。


「──え？」


「目、醒さめた？　社長」


　木こ陰かげの下、怒おこったような困ったような顔で、穂波が覗のぞき込んでいた。


「あ、あ、あ、穂波──っ？」


　かあっと頭に血がのぼる。雑木林のただなかで、穂波に膝ひざ枕まくらされている格好だったのである。


「何？　あの後すぐ社長が失神したからやけど、文句でもあるん」


「い、いや、そんなんじゃないけど……あのそのあの、黒羽さんはっ？」


　湿しめっぽい土を搔かき分けながら、上半身を持ち上げる。


「さっきの青鳳とかいう道士のところ。──大だい丈じよう夫ぶ。こっちに冬虫夏草がある以上、ひどいことはされへん」


　膝ひざ元もとに置いた白い花を指して、穂波がいつきの手を握った。思わず走り出しかけていたと、それで気がついた。


「あ」


「社長、あわてすぎ。魔ま法ほう使つかい相手に落ち着き失っても、ええことひとつもあらへんよ」


　なんとなく苦笑する風に、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが和なごんだ。


（……いっちゃんやなあ）


　こっそり、そう思ったのである。


　本当に変わらない。あの頃ころからずっと。


「で、とりあえず離はなれてみたけど……最初から罠わなにはめられてたみたいやね。道理でダウジングもうまくいかんはずや」


「罠……って？」


　訊きき返すと、穂波はそっと右手を持ち上げた。


「聞け、弱き石よ。汝なんじは自らの弱きがゆえに地の流れを知る。されば、その流れを示せ」


　ころころ、と穂波の手から小石がこぼれた。真ん中に丸い穴の穿うがたれた、変へん哲てつもない小石だった。


　だが、それは地面に落ちた途と端たん、見えない流れに乗ったかのように、黒土の上を転がり始めたのである。


「え？」


「ウェールズの山奥で集めた石や。呪じゆ力りよくに感応しやすいから、偽ぎ装そうを見抜くには都合がええんよ。──ほら、こんなとこに」


　ぶなの木の幹を見み据すえて、穂波が硬かたい表情になった。


　触ふれると、べろりと樹皮がめくれる。その内側に、いくつかの線からなる八はつ卦けの文様が刻まれていたのだ。


「あっ」


「やり口からすると、奇き門もん遁とん甲こうの方術やろな。入るのは難しないけど、出るのは至難の業わざや。地に潜もぐろうが空を飛ぼうが、最終的にはあの陰いん険けん男のところに戻もどっていくようになってる。かといって下手に破ろうとすると、ほとんどの呪力を持っていかれてまうね」


　月も見えへんし、と悔くやしそうに穂波は付け加えた。


　濃のう霧むが夜空を閉とざしている。たかが三日月でもあるとないとでは大おお違ちがいだった。まんまと誘さそい込まれたといってもよい。


「ほんと、陰険な罠や」


「……あいつ、冬虫夏草が自分のところのものだって言ってた。だから回収しにきたって」


「ふうん？　本当やとしても、ずいぶん勝手な言い種ぐさやけどね。魔術集団の呪物フエテイシユなんて盗ぬすまれる方が間ま抜ぬけなんやし」


　そっけなく言って、穂波が花を見下ろした。


「冬虫夏草、か」


　霧きりのただなかにあっても、なお白い花だった。


　人に憑つく花。人の死を吸って咲さく花。だったら、死とは白いのだろうか。


「どういう呪物フエテイシユか、分かる？」


「ここじゃあ、調べるための術具もなにもかも足りへん。──それでも、実際に触れればちょっとだけ分かるかな」


　細い指が、花の花弁を滑すべった。


「これは、記き憶おくや」


「記憶」


「命のエネルギーってのは結局人の記憶やから。人が死ぬとき、記憶がはじけて消える。その落差を、この花は吸い取って力にしてるんや。屍術使いネクロマンシーて、洋の東西問わずにそういうもんやけどね」


「……は、はぃぃぃ？　どういうこと？」


　いつきが目をぐるぐるさせはじめた。


　そんな少年にくすりと笑い、


「つまり、この花は、死者を操あやつる魔法使いにとっては、とっておきの呪物やってこと。これ一本で、千人ぐらいの死者は操れてまう。さっきの道士みたいなんやったら、喉のどから手が出るほど欲しいやろね」


　と、穂波は指先で花を回した。


「じゃあ、ディアナさんは本当に盗んで……」


「さあ。それは分からへんけどね」


　かぶりを振ふった後、蒼い瞳が冷たく煌きらめいた。


「──どうするん、社長？　この花を渡わたして黒羽を返してもらうようにでも交こう渉しようする？　向こうかて無む駄だな戦いはしたないやろし、交渉の余地はあると思うけど」


　そう、静かに問うたのだ。








（…………っ）


　心臓を、鷲わしづかみにされた気がした。


　あの男──李青鳳と名乗った男を思い出したのである。恐おそるべき魔術と、おぞましい僵尸キヨンシーの群れ。何より、人の命を毛ほどにも思っていない、あの瞳。


　いつきは、怖こわい。


　怖くて、膝ひざが震ふるえて、歯が嚙かみあわなくて、ほとんど吐はき気みたいに恐きよう怖ふが内臓をかけめぐる。


　だけど。


「でも……これは『仕事』だと思う」


　やっと、いつきはそう答えた。


「…………」


「本当がどうだったかは分からないけど、父さんが受けた『仕事』なんだろ。だったら、二代目の僕にも責任があると思う。……なら、最後まで果たして、それで黒羽さんも助けるのが、〈アストラル〉としての義務なんじゃないかな」


　弱々しく、だけど重く、ゆっくりと口にした。


「…………」


「穂波？」


「…………」


「……穂波、あの」


「びびりのくせに」


　ぴしゃりと言われた。


「あわっ」


　動転したいつきに、少女が早口でたたみかける。


「臆おく病びよう者もので、考えなしで、無む鉄てつ砲ぽうで、おひとよしで、へっぽこで、おっちょこちょいで、すっとこどっこいで、サボリ魔まのくせに」


「い、いや、そこまでひどくは……」


　抗こう弁べんしようとした少年の声が、きっ、と蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに睨にらみつけられてしぼんだ。蛇へびに睨まれた蛙かえるというか、猫ねこに威い嚇かくされる鼠ねずみである。


「……でも、ええわ」


　ふっ、とその威圧感がひいた。


「へっ？」


「社長がそう言うなら、社員は従うしかあらへんやろ。──代わりに、ちゃんと特別給もらうからね」


「あ……え、えっと、その……どれ、ぐらい？」


「そうやね。最低月給三ヶ月分」


　真っ青になったいつきを見て、穂波がとんがり帽ぼう子しを押さえた。そして、気がつかれないように、こっそりと唇くちびるをほころばせたのだった。
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　墓地は、やはり白く閉とざされていた。


　周辺に立つ──壊こわれかけた電灯の明かりが霧きりに滲にじんでいる。墓石も卒そ塔とう婆ばも、すべてが白く溶とけるようだった。


「気分はいかがです？」


　ねっとりとした声が、黒羽の耳元で囁ささやいた。


　李青鳳である。


　彼を囲み、五体の土人形──僵尸キヨンシーが立ち尽つくしていた。ヤドリギの矢に穿うがたれた穴はとうに塞ふさがっており、ただ黙もく然ぜんと白い闇やみを見つめている。そのがらんどうの目が、ひどく黒羽には悔くやしかった。


　同じだからだ。


　僵尸キヨンシーの正体が土人形に取り憑ついた死し霊りようだというなら、それは自分と何ひとつ変わらないからだ。


　きゅっと唇を嚙むと、胸に貼はられた符ふに激痛が走った。


「…………っ！」


「動かぬがよろしい。霊れい絡らくを禁じている以上、下手に動くと、消しよう滅めつしてしまいますよ。口もきかないほうがいいですけど？」


　のけぞる黒羽を見下ろして、李青鳳が忠告する。


　無視して、黒羽は口を開いた。痛みはあったけど、こんな男の言うことを聞く気になれなかった。こんな風に死者を扱あつかう人物の言うことだけは、絶対に聞きたくなかったのだ。


「あなた……は……」


　一言一言、杭くいに貫つらぬかれるような痛みに耐たえて、言葉をつむぐ。


「あなた……は……どうして……こんな……」


　肩かたをすくめて、青年は馬ば鹿か馬ば鹿かしそうに答えた。


「さきほどの話どおり、盗ぬすまれた花を返してもらうためですよ。正当な権利だとちゃんと説明したでしょう」


「噓うそ……」


「は？　どうしてです？」


「だって……それだけなら……花を持っていくだけで……いいじゃない。……わざわざ……待ち構えていたのは……どうしても……花はな泥どろ棒ぼうを見つけたかったからでしょ。……それは……何故なぜ？」


　黒羽は、強く睨みつけた。


「…………」


　李青鳳が、言葉に詰つまる。


　その顔が、急に横に流れた。





「──それは、私しか、冬虫夏草を世話できないからですわぁ。専門の人間がいなければ、冬虫夏草は数年足らずで枯かれてしまいますから」





　突とつ如じよ、おっとりした声とともに、白い世界へ黒が混じったのだ。黒服と黒い手て袋ぶくろ、そして黒いヴェールを纏まとった女であった。


「どう……して……ここに？」


「ごめんなさい。〈アストラル〉の呪物フエテイシユは、私が材料を提供したものですもの。糸パスをつくっておけば、千里眼の真似まね事ごとぐらいはできるわ。特に、古い知り合いが近くにいるかどうかぐらいなら、簡単に」


　女──ディアナが、墓石の陰かげを指差した。


　そこに、一枚の名めい刺しが落ちていたのである。まさに一時間前、いつきが落とした名刺であった。


　名刺を拾い上げ、ディアナが青年を向いた。


「お久しぶりですわねぇ、李青鳳。はるばる極東まで冬虫夏草を取りに来たのね」


「はっ、盗まれたものを取り返すのは当然でしょう！」


　大おお袈げ裟さに手を振ふって、開き直ったように青鳳が唇を歪ゆがめた。


「ええ、盗んだのには違ちがいありませんわ。今でも、あの苗なえをあなたに売ったことだけは後こう悔かいしています。あの一ヶ月で、何人の方を僵尸キヨンシーにされました？」


「たかだか百人足らずですよ。気にするような数じゃない」


　どこか子供っぽく、唇くちびるを尖とがらせる。


　だけど、隣となりで聞いていた黒羽にとっては、到とう底てい聞き逃のがせるような言葉ではなかった。


「……百……人？」


「ああ。たいしたことじゃないです。冬虫夏草の苗をこの人から買ったとき、肥料用に村ひとつほどの精気を提供してもらっただけで」


　茫ぼう然ぜんと漏もらした単語に、あっけらかんと青鳳が答えた。


　本当に、なんでもないことのような口調だった。


「あ……ひょっとして、だから喪も服ふくなんですか？　あれからずっと？　それはなかなか馬鹿馬鹿しいですね」


　青年が嘲あざ笑わらう。


　どこまでも言葉は飄ひよう々ひようと軽く、上うわっ面つらだけ夜気を流れ、ディアナのヴェールに当たって砕くだける。


　ヴェールの下の表情はなにひとつ見えないのに、黒羽の胸はひどく締しめつけられた。


「あ……」


「そうですわねぇ」


　いつもと変わらない声で、ディアナはうなずいた。


「人を見る目がないというのは、とても馬鹿馬鹿しいことですわ。ですから、私はその愚おろかさに終しゆう止し符ふを打ちにきたんです」


「伊庭司──魔ま法ほうを使わない魔法使いは、もういませんよ。〈アストラル〉なんて、とっくに過去の遺物です」


「あらぁ、忘れてません？」


「？」


「私も、〈トリスメギストス〉の首領ですわよ」


　あくまでおだやかに──だけど、確かな『力』をこめて、ディアナが胸へ手をやった。


　その姿に何を感じたか、李青鳳も顔をこわばらせた。


　一歩だけ後ずさり、すぐにっと笑った。


「おっと。それ以上近づくと……この子を僵尸キヨンシーに変えてしまいますよ？」


　黒羽に、新たな符をかざす。


　ディアナの動きが、ぴたりと止まった。


「…………あ」


「よろしい。そのまま、動かずに」


　僵尸キヨンシーたちが、ディアナに近づいていく。身体からだ中からぼろぼろと湿しめった土を落とし、女の柔やわ肌はだを蹂じゆう躙りんせんとばかりに手を伸のばす。


「…………っ」


　瞼まぶたも閉じられず、黒羽は呼吸を止めた。胸に貼はられた符だけが激痛を訴うつたえていた。


　悔くやしかった。


　無力なだけの自分が。


　いつきに助けてもらった自分だって、今はレンタルマギカなのに。


　格好良かった魔法使いたちの、ひとりなのに。


　そう思ったとき、かあっと熱がこみあがった。身体の奥から湧わいて、胸へと、肩かたへと、手足へと──全身の細さい胞ぼうへと行き渡わたり──青鳳に貼られた符を破り捨て──世界へと跳はねた！


　異変が起きた。


「ぐぁ?!」


　いきなり、墓石がひとりでに宙に浮うき、李青鳳へ向かって突とつ進しんしたのである。


　間かん一いつ髪ぱつ身を翻ひるがえした青年へ別の墓石が殺さつ到とうし──これはかばいに入った僵尸キヨンシーの腕うでによって打ち砕かれた。


「騒霊現象ポルターガイストっ?!」


　そして、驚きよう愕がくの叫さけびと同時に、墓石の間を抜ぬけて、地表スレスレをふたり乗りの箒ほうきが突つっ走った。


「黒羽さあ──んっっ」


　聞き覚えのある声が、その箒から転がり落ちたのである。


「わ、わ、わああああああああああああああああああっ」


　そのまま顔面から地面へ落下し、かなりやばい感じで数メートルも転がったあげく、青年と黒羽の間でようやく停止した。


　たっぷり数秒間、誰だれもが──李青鳳もディアナも沈ちん黙もくした後で、


「い、いつきくんっ」


　黒羽がやっと少年へ駆かけ寄った。


「あいたたたたた……大だい丈じよう夫ぶ、黒羽？」


「あ、あ……う、うん」


　呼び捨てにされたことにも気がつかず、必死にうなずく。


　うなずいた途と端たん、急に力が抜けて、地面にへたり込んでしまった。まるで、電気が切れたみたいな急激な疲ひ労ろうだった。


「今の騒霊現象であらかたの呪じゆ力りよくを使ってもうたんやな。符を破っただけでもすごい疲つかれるはずや。無理せんとき」


　こちらは箒に乗ったままの穂波が声をかけた。


　ただ、見み据すえているのは、黒羽ではなかった。蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは絶対零れい度どの冷気を漂ただよわせ、李青鳳を捉とらえている。


　それから、いつきはディアナの方へ振ふり向いた。


「若社長さん……」


「ごめんなさい、ディアナさん。ちょっと……話、聞いちゃいました」


　丁てい寧ねいに頭を下げて、冬虫夏草を差し出したのである。スーツは泥どろだらけになっていたが、それだけはよほど大事に抱かかえていたものか、根土の固まった部分まで傷ひとつなかった。


「あ……」


「でも……これは〈アストラル〉の『仕事』ですから……任せてもらえませんか？」


「任せる？」


　ぞっとするような声があがった。


　李青鳳が笑ったのである。


「何を言ってるんです？　キミたちじゃ僵尸キヨンシーを倒たおすこともできやしないのに。その冬虫夏草とディアナを置いてさっさと消えなさい」


　精せい一いつ杯ぱい取り繕つくろい、僵尸キヨンシーに囲まれた青年が嘲ちよう笑しようする。


　だが、


「……黙だまれ」


　と、少年は告げた。


「?!」


　背中を向けたままのその一言に、李青鳳は芯しんまで凍こおりついた。姿形はそのまま、本質だけが根底から変わったかのような……


「いっちゃん──」


　穂波が息を飲んだ。


「……いつき、くん？」


　くずおれていた黒羽でさえ、その変化に霊エーテル体を硬こう直ちよくさせた。


「僵尸キヨンシーを殺す術なんて知らない……」


　そして、ゆっくりといつきは振り返った。眼帯へ手をかけ、ひどくゆっくりと。


「……でも、結局は魔ま法ほうなんだろ」


　右目が、ずっと痛かった。とうに、限界まで達していた。


　眼帯をむしりとる。


　右目から脳へ稲いな妻ずまが貫つらぬいた。


　自分が自分でなくなる感覚。その恐きよう怖ふを、怒いかりが塗ぬりつぶした。


　その下から現れたのは、左目と同じ黒瞳ではなかった。


　炎ほのおのごとく赤く凄すさまじい──人間の色素にはありえない、紅玉カーバンクルの瞳であった。


「だったら……そんなもの、全部同じだ」








「！！！！！」


　刹せつ那な、主人あるじの恐怖に反応して、一いつ斉せいに僵尸キヨンシーたちが弾はじけた。


　あるいは虎とらのごとく大地を駆け、あるいは鷹たかさながらに空を跳とんだ。けっして人間には反応できない速度と、わずかでも触ふれれば骨ごとこそげとる筋力で、僵尸キヨンシーたちはいつきへ襲おそいかかったのだ。


　なのに、そのすべてが空を切った。


　たった一度、風に押されたようなステップを踏ふんだだけで。


「な……にっ？」


　青鳳が呻うめく。


　偶ぐう然ぜんだと考え、再度、再々度命令を下す。


　五回……十回……二十回……四十回……何度僵尸キヨンシーが攻こう撃げきを繰くり返そうが、いつきは最初から分かっているように、身を翻ひるがえすだけ。


　まるで、奇き跡せきの舞ぶ踏とう。


　いや、違ちがう。


　あれは、本当に最初から分かっているのだ。そこに、その瞬しゆん間かん、その角度で攻撃が来ることを最初から知って、避よけているだけなのだ。


（だとすれば……あれは……あれは……）








「……妖精眼グラム・サイト」


　ディアナが、その名前を口にした。あらゆる魔法を、あらゆる神秘を見み極きわめるという幻まぼろしの魔眼。


　でも、それはあくまで伝説上だけのものではなかったか。


　あまりにも視みえすぎる瞳は、観測者自身をも蝕むしばむ。だからこそ、その保持者は死に絶えるか──この世ならぬ妖精郷テイル・ナ・ノグへと去っていったはずであった。


　ならば、この瞳は何か。


　この奇跡は何なのか。


「──穂波」


　軽かろやかなステップを踏みながら、いつきは、魔女の名を呼ぶ。


　呼びながら、思う。


（見てやる）


「社長命令だ。右方向五十二・八度、上方向三十一・六度、ヤドリギの矢を射出」


「う、うん！」


　声に従って、穂波がヤドリギの矢を投げた。


「力の円えん錐すいのもと我は乞こう！　すなわちヤドリギの加護をもて、北西の災わざわいを祓はらえ！」


　すると、まるで墨すみを落としたかのように一いつ瞬しゆんで霧きりが消え、漆しつ黒こくの夜空が現れた。


　いかなる魔法も呪じゆ力りよくによって成り立っている。だとすれば、霧を呼んでいた青鳳の魔法も同じ。その流れを打ち破れば消え去る理り屈くつ。


（見てやる）


　夜空から降り注ぐわずかな光は──一条の月明かり。


　そう、一条あれば十分。呪力の流れが視えて、その急所をいつきが教示するのであれば。


（見てやる。視てやる。観みてやる）


「下方向五十四・六度、左方向八十一・一度、ヤドリギの散さん弾だん、射出」


　僵尸キヨンシーたちが誰だれも避けられない、そのタイミングで、その角度であった。


「月光のもと、我は乞う！　すなわち月とヤドリギの祝福をもて、南西の禍まが事ごとを砕くだけ！」


　今度の投げ矢は、飛ひ翔しよう半ばで自ら四散したのである。


　破は裂れつしたヤドリギの欠片かけらが、僵尸キヨンシーたちの額に突つき刺ささる。一瞬、動きを止めた土人形たちは、次の瞬間、自ら炎の塊かたまりとなって崩くずれていった。








　黒羽が、それを目にするのははじめてだった。


　妖精眼。たったひとつだけ、いつきが体得した魔ま法ほう。黒羽を見み出いだしてくれて、救い出してくれた瞳ひとみ。


　はじめて見る、〈アストラル〉の社長としての姿。


　そしてまるで二重奏デユエツトのように詠えい唱しようし、円舞曲ワルツのように空を翔かけ、僵尸キヨンシーたちを薙なぐ魔女の姿。


　そのふたりの姿に、胸がうずいた。


（……あたしも……！）


　膝ひざからへたりこんだまま、黒羽はきゅっと拳こぶしをつくった。


（あたしも……いつきくんに……ちょっとくらい……あっ）


　同時に、はっと息を飲んだ。


　少女の視界の端はしで、崩れる僵尸キヨンシーたちに隠かくれ、李青鳳が走り出していたのだ。


　ディアナまでわずか後数歩の距きよ離り。冬虫夏草を持つ黒い手て袋ぶくろへ向かって、その手を伸のばそうとして──


「いつきくん！」


　叫さけぶ。


　だけど、間に合わない。もし冬虫夏草を奪うばわれれば──墓地を背景に、再び何人の僵尸キヨンシーが生まれるか。


「…………！」


　弱り果てた霊エーテル体の底から、力を揺ゆり起こす。……駄だ目めだ。届かない。全然足りない。使いすぎた力が、戻もどらない。


（もう一度！）


　刹せつ那なにも満たない瞬間、泣きそうな思いで黒羽が集中した。


　もう一度、もう一度だけ、力を！


　すると、


「黒羽、イメージ。──生命の樹セフイロト。根マルクトから頂ケテルへ向かって、直線的に呪力を伝でん播ぱ」


　言葉が、その集中を後押しした。


（……ああっ）


　身をよじった。内側に生命の樹セフイロトが形成され──根から頂を通って、熱が黒羽の身体からだを貫つらぬく！


　ひとつだけ、墓石が揺らいだ。


　ディアナのすぐ隣となりでその墓石が倒たおれ、李青鳳の行く手を阻はばんだのである。


「うあっ！……あ……」


　すんでで回かい避ひした青年が、目を見張った。黒羽は、地面に倒れこみながら微笑ほほえんだ。
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　倒れた墓石の向こうに──少年の影かげが現れていた。


「キミ……キミは……どうして……」


「お疲つかれ様、黒羽」


　静かに、少年が言った。


　その顔はうつむいていた。表情は見えず、ただ右目に燃える赤だけが何よりも猛たけ々だけしかった。


「どうして……どうして……どうして……」


　後じさろうとした青鳳の足は一歩も動かなかった。


　そして、その赤い瞳が青年を捉とらえ、こう囁ささやいた。


「お前の不ふ遜そんは──」


「どうして、どうして、どうして、どうして、どうしてえええええっ……」


　身も世もなくわめく青年を前に、ひとつだけ息を吸って、


「──お前が償つぐなえ！」


　少年の拳が、李青鳳の顔面に突き刺さった。





　　　　８




「今、穂波さんから連れん絡らくありました。来週中には、〈協会〉の方で正式に裁判にかけられるそうですわ」


　翌日の昼下がり、そう言ったディアナは、困ったように頰ほおへ手をやった。


〈アストラル〉の洋館である。ほとんど徹てつ夜や仕事だったいつきたちは、この洋館兼けん事務所に泊とまり込みになっていた。


　で、比ひ較かく的てき疲れの少なかった穂波が、〈協会〉の支部へ青鳳を連行していった次し第だいだった。魔ま法ほう使つかいたちの元もと締じめでもあるこの組織は、不完全ながら裁判のシステムをも備えていた。


「あ……なら良かった」


　ふわあ、といつきが胸を撫なで下ろす。


　中央のテーブルの上に、白い花を植えた鉢はちが置いてある。冬虫夏草の鉢植えだった。ちなみに根土を払はらった下は頭ず蓋がい骨こつになっていて、昨夜のいつきが綺き麗れいに失神したというおみやげつきである。


「……あの、ディアナさん、ひとつ訊きいていいですか？」


　黒羽が手をあげた。


「はぁい。なんでしょう？」


「えっと……この冬虫夏草を寄生させていたのは、結局誰だれだったんです？」


　少し考えて、ディアナが右手の手て袋ぶくろを脱ぬいで見せた。


「──！」


　喉のど元もとまでこみあがった叫さけびを、やっとのことでいつきは抑おさえた。


　なめらかな白い手首には、小さな植物の種が埋うめ込まれていたのだ。


「冬虫夏草を育てられる素質を持った身体は、ごく稀まれですの。私の一族は遺伝的にその資質を持っています。だから、生まれたときから、一ひと粒つぶずつの苗なえ床どこになることを強制されてるの」


「じゃあ、この花はディアナさんの……」


「秘密ですわぁ」


　そう言って、愛いとおしそうに白い花の鉢植えを抱だいた。


　それから、ふといつきへ眼めを落とした。


「若社長、その目……」


　眼帯へ、そっとディアナが触ふれた。


「え……」


　そのままぐっと顔を近づけ、ディアナは眼帯をじいっと見つめていた。


　ひどく真しん剣けんな気配だった。


「な、なん、ですか……？」


「いいから、ちゃんと見せてくださいな」


「は、は、はい……」


　カチンコチンと固まった顔に──ふわっと柔やわらかなものが触れた。


　唇くちびるが、ほっぺたに。


「へっ？」


「ディ、ディ、ディアナさんっ！」


　思わず立ち上がった黒羽が、わたわたと両手を振ふった。


「はぁい。ちょっとした悪戯いたずらですわ」


　くすくすと笑って、ディアナは唇へ人差し指をやった。ほとんど卒そつ倒とうしかけたいつきに向かって、


「もし眼帯を作り直すことがあったら、いつでも言ってくださいねぇ。格安で相談に乗りますから」


「あ……は、はい」


「これからもご贔屓ひいきにお願いしますわぁ、若社長さん」





　ディアナを見送った後、少しして、黒羽が眼をしばたたいた。


「い、いつきくんっ？　まだ顔が赤いまんまだよっ？」


「あ……っ」


　ごしごしとこすったが、しばらく頰の火ほ照てりは取れなかった。


　ほんの一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見えた、黒ヴェールの内側の笑え顔がおが、とても綺麗だったからであった。














〈アストラル〉業務日誌２





　あ……えと……その……あの。


　前の日誌読みました。穂波さん、ありがとうございます！


　黒羽まなみです。


　今、ディアナさんが帰ったところです。はじめての『仕事』で、すごく緊きん張ちようしちゃいました。迷めい惑わくばっかりかけて、本当にすみません……。


　でも……あたしは、〈アストラル〉に来れて、本当に良かったです。


　皆みなと働けて、本当に本当に嬉うれしいです。





　──じゃあ、業務報告します。


　あの後、報ほう酬しゆうの追加分として、ディアナさんからいくつか草花をいただきました。穂波さんの魔女術ウイツチ・クラフトで使う薬草になるそうです。いつきくんの怪け我がが早く治るの、このお薬のおかげだったんですね。


　これからは、〈アストラル〉からの受注用に、在庫をとってくれるそうです。できたら、今度は一いつ杯ぱい注文できるといいなって、そう思います。





　それと、あたしの騒霊現象ポルターガイストですけれど、こっちはまだまだ練習不足みたいです。いつきくん……じゃなくて社長が手伝ってくれたときはうまくいきましたけど、あれからはコップひとつ動かすぐらいがやっとです。


　猫屋敷さんの言葉によれば、練習すればまだまだ伸のびるそうなんで、頑がん張ばってみようと思います。でも、この前ホットコーヒーをかけてしまったのは、ごめんなさい。いつきくん……じゃやっぱりなくて社長。





　えっと……こんなので良かったでしょうか。


　穂波さん、みかんちゃん、猫屋敷さん、社長。


　どうか皆さん、これからよろしくお願いします。







黒羽まなみ







ＰＳ、いつきくんのお父さんって、どんな人なんでしょう？










魔法使いと夏祭り




　　　　１




　その夕暮れ、神社は、夏祭りの灯ひに滲にじんで見えた。


　あるいは、安っぽい白熱灯。


　あるいは、古ぼけたアセチレン灯。


　あるいは、いか焼きやリンゴ飴アメの臭においがしみついた紙かみ灯どう籠ろう。


　いくつものいくつもの紙灯籠が、屋台の間で夕風に揺ゆれた。夢見るようにふわりと振ふれた。そのたび、石いし畳だたみを歩く人々の影かげも同じく揺れて、祭りの夕ゆう映ばえを一層懐なつかしげに神秘的に彩いろどるのであった。


　──そして。


「うわあ、うわあ、うわあ～～～っ」


　神社の正門近くで、いかにもたまらなさそうな幼い声があがった。


　およそ八歳かそこらの女の子であった。背中に赤いランドセルを背負っており、長い髪かみをツーテールにまとめている。その少女が、ぱっちりした目をますます大きく見開き、きらきらした瞳ひとみで隣となりの眼帯少年──伊庭いつきの袖そでを思い切り打ち振ったのである。


「お兄ちゃん社長、お兄ちゃん社長っ、なんかすっごいよすっごいよ～。学校じゃないのに人いっぱいだし、ぴかぴかだーっ」


「て、みかんちゃん、巫女みこさんでしょっ？　なんでお祭りが初めてなのっ？」


　ぶんぶん振り回されながら、いつきが悲鳴をあげる。


「だ、だって、あたしずーっと祭さい祀しのてつだいばっかりだったもん！　いっつもいっつも神籬ひもろぎにいる間にお祭りおわってたもんっ」


　頰ほおと小鼻を膨ふくらませて、女の子は自分の袂たもとを引っ張った。


　確かに……巫女服だった。小さな身体からだに合わせて、省略・アレンジはされているものの、千早と緋ひ袴ばかまの紅白拵ごしらえは見み間ま違ちがえようもない。ただし、その巫女服の背中にさっきのランドセルが背負われているのである。


　これだけ取り合わせが珍ちん妙みようだと、いくら祭りでも視線が痛い。中には何を間違えたか、手を合わせて拝んじゃってるお爺じいさんやお婆ばあさんまでいる。


　あわわわ、といつきが額を押さえて、


「と、とりあえず社しや殿でんの方へ」


「え～っ。くじ引きしたい、わたあめ食べたい、金魚すくいもやりたいーっ」


　じたばた手足を動かす貸し出し魔法使いレンタルマギカ──魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉神しん道とう課契約社員アルバイト・葛城みかんは、そのまま石畳を引きずられていったのである。








「……誰だれも、いない？」


　約束から十五分遅おくれで社殿へ入って──いつきは目をぱちくりさせた。


　夕ゆう陽ひはほぼ沈しずみきり、檜ひのきの廊ろう下かにはただ薄うす暗ぐらい闇やみだけが沈むばかりだった。祭りの喧けん騒そうもここでは遠く、空気は厳おごそかにしんと張り詰つめている。


　幽かすかに漂ただようのは、そう、清めの香こうの匂においだろうか。


「…………っ」


　唾つばを飲み込んだ。あまり清せい浄じようすぎて、拒きよ絶ぜつされているような違い和わ感かんがぴりぴり肌はだを刺さす。


　それでも、おそるおそる足を踏ふみ出したところへ、


　びゅっ──！


　風が、鼻先でふたつに斬きれた。


「うわっ！」


　無様にひっくりかえったいつきの前で、刃やいばが稲いな妻ずまのごとく斬り返す。ぴたり首筋へ突つきつけたまま、廊下の陰かげから新たな影が湧わいた。


「ふうん、なんかいまいちだね」


　ひどくぶっきらぼうな声とともに、じろりと一いち瞥べつする気配。


「──か、神かん主ぬしさんっ？」


　尻しり餅もちをついて、いつきは目を見張った。


　身体を覆おおう白い狩かり衣ぎぬに、頭の黒い烏え帽ぼ子し。帯には櫟いちいの笏しやくも挟はさまれている。右手に輝かがやく刀こそ物ぶつ騒そうすぎるが、まごうことなき神主の格好である。


　だけど、驚おどろくべきはもうひとつの事実だった。


「……えっ？　女の……人？」


「あ、なんだ？　女が神主をやったら問題があるってのか？」


　長い黒くろ髪かみが、狩衣の肩かたから流れていたのだ。くわえて烏帽子の下の細ほそ面おもて、険はあるが美しい切れ長の目。なによりも、ふくらんだ胸むな元もとが神主の性別を露あらわにしている。


　つんつん、と首元をつつく刀に固まりながら、いつきは必死に言い訳を探した。


「いっ、いえっ、そのっ、悪いとかそんなんじゃないですけど」


「はーん、そんならいいけどさ。陰でぐちゃぐちゃ言いたいんなら、そっ首叩たたき落してやろうか？」


　実に獰どう猛もうに、女神主が唇くちびるを吊つり上げる。


　白い八や重え歯ばが、まるで牙きばのようにいつきには見えた。


「ち、違います、本当に！　本当に！　何も噓うそついてませんってば！」


「ちぇ、つまんないの」


　不満そうに舌打ちした後、刀がくるりと回された。反そりはない。古代を思わせる直刀は片手の反動だけで見事に鞘さやへと収まったのだ。


　それから、女神主は後ろの廊下を振り向いた。


「で、ホントにこっちが〈アストラル〉の社長さんなわけ？」


「へ？」


「はい、ほんまお待たせしました」


　すっと、廊下の向こうから栗くり色いろの髪の少女が現れた。


「穂波」


　無論、穂波・高瀬・アンブラー。〈アストラル〉はケルト魔ま術じゆつ課の正社員である。


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを走らせて、少女がしなやかな腕うでをセーラー服の前で組んだ。


「遅おそかったんやね、社長。おかげでえらいやきもきしたわ」


「あ、その、ごめん。……じゃあ、その人が？」


　実に情けなく両手を合わせてから、いつきは隣となりの女性へ目をやった。


「そう、こちらが依い頼らい主。この蔵くら名な神社の神主の、御み凪なぎ鎬しのぎさん」


「よろしくな。社長さん」


　にんまり笑った女神主が、刀を鞘ごと肩にかけた。どちらかというと細身の女性なのに、そんな豪ごう放ほうな態度がよく似合っている。


　それから、穂波が改めて訊きいた。


「で、みかんはどないしたん？」


「あーっ、いや、みかんはその」


「？」


　しどろもどろないつきに、形のよい眉まゆがひそめられる。


　そのときだった。


「お兄ちゃん社長、お待たせーっ。──あ、穂波お姉ちゃんっ」


　穂波が出てきた廊下の反対側──社しや殿でんの階段を、勢いよくみかんが駆かけ上ってきたのである。


　それも、両手いっぱいに、くじ引きや風船ヨーヨーや金魚すくいの袋ふくろ、おまけにアニメのキャラクターが入った綿わた菓が子しの袋まで抱かかえて。


「えっへっへ、いっぱい買っちゃったー。お兄ちゃん社長ありがとーっ」


「…………」


　しばしその様子を見つめてから、穂波はいつきの方へひどく醒さめた視線を寄よ越こした。


「社長」


「は、はい」


「甘すぎ」


「……うう、ごめんなさい」


　がくりといつきの頭が垂れる。


　結局、あの後、みかんのわがままに抗こうしきれなかったのである。もちろん〈アストラル〉の財政にへそくりを捻ひねり出すような余よ裕ゆうなどなく、これらの費用はいつきの生活費から出てしまっている。とりあえず、三日がところはカップ麵めんで我が慢まんしなければならない金額であった。


「ま……ええけどね」


　ふう、とセーラー服の魔女がため息をこぼした。


「何？　どしたの？」


　ついで、きょときょととみかんのツーテールが揺ゆれる。


　その真ん中で、ひたすら面めん目ぼくなさそうにうずくまったいつきへ、突とつ然ぜん笑い声が降り落ちた。


「ぷっ……あっははははははははは！」


　狩かり衣ぎぬのおなかを抱えて、女神主──鎬が爆ばく発はつしたみたいに笑い出したのである。ほとんど転げるみたいに笑った後、目め尻じりをぬぐって、顔を持ち上げた。


「ああ、ああ、思ったより面おも白しろいとこみたいだね、〈アストラル〉は」


「いや、その……」


　どう答えたものか言いあぐねた少年の肩を、鎬がぽんぽんと叩く。


「いいっていいって。オレも妙みように堅かた苦くるしいのより、そういう方が好きだし。──んで、社長さんも来たみたいだから、依頼を言ってかまわないのか？」


　最後だけ──急に真ま面じ目めな顔になって、いつきの肩を引き寄せる。


「わっ……は、はい。どうぞ」


　こくこくと、うなずく。


　すると、鎬はよしと呟つぶやき、唇くちびるを舐なめてこう告げた。


「実はな、さにわを貸してもらいたいんだ」


「サニ、ワ？」


　変てこな発音で、いつきがきょとんと繰くり返す。


「…………」


「…………」


　なんともいえない微び妙みような沈ちん黙もくの後、穂波が呆あきれたように補足した。





「──審神者さにわ。神様を審しん判ぱんして、そのお告げを聞く人のことや」





　ぞくりと、悪お寒かんが背筋を走った。


　血管の中身が、残らず不ふ凍とう液えきにでも変わったような気分だった。


「神様……を、審判する？」


「ああ。この祭りの最後には神を祀まつることになってるのさ。だから、その神様を審判してほしくてね」


　鎬がにっと笑った。


　理由も分からないのに──やはり、ひどく不ふ吉きつな予感がしてならなかった。





　　　　２




〈魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社・アストラル


　──あなたのご要望にあった魔法使い、お貸しします〉





　そんな看板のかかげられた洋館が、布ふ留る部べ市の裏道にある。煙えん突とつは傾かたむき、庭は荒あれ放題、青銅の扉とびらは錆さびを吹ふいた、年季の入ったというよりも崩ほう壊かい寸前の建物だが、ある種の人間たちが見れば別の感かん慨がいを覚えるだろう。


　つまり、魔法使いマギカたちである。


　煙突の上部に刻まれた、五ご芒ぼう星せいを中心とするいくつかの印章、窓まど枠わくにさりげなく置かれた魔よけの香こう炉ろ。


　そして、洋館の建てられた角度・方位もまた、カバラ、風水、陰おん陽みよう道どう、占せん星せい術じゆつ──それぞれ矛む盾じゆんする複数の魔術系統において非の打ち所のない建築とくれば、これは驚きよう嘆たんするしかあるまい。


　伊庭いつきは、高校生兼けんその会社の社長であった。


　ただし。


　つい、二ヶ月前から。








「はあん、最近まで一いつ般ぱん人だった二代目社長ねえ。道理でもの知らないはずだ」


　納なつ得とくした風に、鎬が細い顎あごを撫なでた。なんだか時代劇に出てくる用心棒みたいな仕し種ぐさである。そのわりに畳たたみへ正座した姿勢はぴしりとサマになっていて、アンバランスな印象をつくりあげていた。


　社しや殿でんの奥である。


　二重に設けられた玉たま垣がきの内側、本殿の隣となりへ設けられた東あずま屋やだ。その東屋で、いつきたちは円座になって話をしているのだった。


　垣の外は竹林になっており、葉は擦ずれに混じって、時折太たい鼓この音が聞こえる。外では盆ぼん踊おどりが始まっているらしい。


「……いや、まあ、一応勉強はしてるんですけど」


　いつきが頭を下げ、情けない表情で弁解する。もともと社長業なんて似合わない少年だが、こうして小さくなった姿は、遅ち刻こくの言い訳をする学生にしか見えない。


　こりゃまずったかな、と眉まゆをひそめた鎬の前で、みかんがまっすぐ手をあげた。


「はーい質問。じゃあ、どうして審神者さにわがいるの？」


「え、なんでって？」


「──神様を見定めるっていうのは、審神者の仕事のひとつだけや。どんなお告げを聞くつもりか知らんと仕事にならへん。それに、普ふ通つうやったら、ほかの魔術集団から審神者を借りたりせえへん。平安時代ならいざ知らず、現代の祭りで本式に神を祀る必要はあらへんし」


　栗くり色いろのセミショートを押さえ、穂波が補足する。


　そして、含ふくみを持った瞳ひとみで鎬を流し見た。彼女の蒼氷色の瞳アイスブルー・アイには一種の魔力がある。誰だれかのような、生来の魔眼ほどではないにせよ、人に圧あつ迫ぱく感かんを覚えさせるには十分な力。


「困ったな」


　と、鎬はあまり困ってなさそうに息をついた。


「あんたらに頼たのんだ理由ってのは簡単だ。〈アストラル〉ってのは同業者の依い頼らいでも受けてくれるっていうからさ」


「……アディのせいやね」


　いささか不本意そうに、穂波が独語する。つい最近、いつきが関かかわったせいで助力するはめになった魔術集団の首領の名だった。


　本来、魔法使いには助け合うという精神は薄うすい。魔法という学問がそれぞれの才覚だけで極きわめるものであり、そこに他人の介かい在ざいする余地はないためである。ばかりか、自分の研究結果が外部へ漏ろう出しゆつするのを嫌きらうため、干かん渉しようすることがあれば、その九割方は争う結果になるのが普通なのだ。


（……ほんま、いっちゃんは）


　隣でぼんやりしている少年に、こっそり毒づく。胸の中だけで。


　このお人よしの社長は、自分のとった行動が、どういう波は紋もんを引き起こしているか分かっているのだろうか。


「でも、いくら受けてくれそうやからって、普通ほかの魔術集団を頼たよったりせえへんやろ。どうしても、そうせなあかんかった理由は何？」


「…………」


　少し黙だまって、鎬は片目を閉じた。それが考える癖くせらしかった。


「分かった。──じゃあ、悪いけど、社長さんとみかんちゃんだけで来てもらえるかな」


「……本殿に異国の魔法使いは通しにくい？　まあかまわへんけど」


「あたしとお兄ちゃん社長？」「え、僕とみかんちゃん？」


　瞬まばたきしたみかんといつきをよそに、勝手に議決が下される。


　ひとつうなずき、先の刀を片手に、女神かん主ぬしが立ち上がった。


「じゃあ、ついてこい」








「ちょ、ちょっと待って」


　いつきが声をかけるより早く、女神主は障子を開けた。


　あわててふたりで追うと、鎬は本殿へと続く木の床ゆかを歩いていた。音もなく暗い廊ろう下かを滑すべる人ひと影かげは、まるで幽ゆう鬼きのようにも見えて、いつきの心臓を高鳴らせた。


「……う、わ」


「お、お兄ちゃん社長？」


　ふたりとも、必死で悲鳴を飲み込む。


　手をつないで、半ば目をつむったまま、足だけを進めた。


　ほどなく、本殿の三角屋根──いくつもの木が組み合った千ち木ぎと堅魚かつお木ぎの下で、鎬の歩あゆみは止まっていた。


「あれ……？」


　追いついたいつきが眉を寄せる。


　ごく小さな本殿だった。


　何の変へん哲てつもない、引き戸がひとつついたきりの、木造の建物だ。


　なのに、眼帯の奥、右目の内側へ奇き妙みような違い和わ感かんを感じたのだ。まるで眼めに睫まつげでも刺ささったかのような、些さ細さいで、でもけっして無視できない搔そう痒よう感。


　まるで、天の岩戸のような引き戸へ、鎬が手をかけて──


「あ……御凪さんっ」


　みかんに、止められたのである。


「──何だい」


「あの、気分悪くするかもしれないけど、せめてお祓はらいだけしていい？　なんかこのへん、すごく息吹いきしづらいし」


「…………」


　少し黙った後、鎬がうなずいた。


「いいよ、好きにしろ」


「あ、うん」


　ぱんっ、ぱんっ。


　引き戸の前で二度、みかんが拍かしわ手でを打った。


　ついで、淡あわい色の唇くちびるからこう言葉が流れたのだ。


「かけまくもかしこきかむやしろのおほまへをおがみたてまつりて、かけまくもかしこきまをさく、おほかみたちのひろきあつきおめぐみをかたじけなみたてまつり──」


　──祝詞のりと。


「あ……」


　澄すんだ祝詞が夜気にほどけ──同時に、いつきの右目の違和感がかすかに和やわらいだ。


　なにもかも祓い清める、波紋の広がり。


　見上げて、鎬が呟つぶやく。


「へえ、〈禊みそぎ〉か。たいしたもんだ。オレじゃこうはいかないな」


　嚙かみ締しめるような言葉だった。


　それから、引き戸を開けた。


　ひんやりとした、ごく平へい凡ぼんな板の間が広がっていた。


　いつきが、息を飲んだ。


「……ここって……本ほん殿でんじゃ？」


　つまり、人の入るべきところではない。神籬ひもみぎとも呼ばれる、神のみに許された住まいなのだ。間ま違ちがえても人間が寝ね泊とまりしていい場所じゃないと、いつきでもその程度の知識はある。


　なのに、


「だから、ここに住んでいる。オレの兄、御み凪なぎ諸もろ刃はだ」


　その板間の奥には神かみ棚だなと御お饌そなえが、中央には布ふ団とんが敷しかれ、そこに人影が横たわっていたのである。


「え──っ？　御凪さんの、お兄ちゃん？」


　みかんが眠ねむる人影を見下ろした。


　確かに面おも影かげがある。


　だけど、どう見ても、鎬より年上には見えなかった。どころか、いつきよりひとつかふたつ下──中学生程度の少年である。鎬に似て整った鼻筋も、ほっそりとした身体からだつきも、子供から大人へ成長する途と中ちゆうの微び妙みようなあわいをとどめている。


「前に、神様を降ろしたときからな。兄さんこいつはずっと眠っちまってるんだ」


　と、もう一度、鎬が呟いた。


「眠ってる……て、ずっと……このまま……？」


「ああ」


　表情ひとつ変えず、鎬がうなずく。


「そのときはな、オレが神を降ろす巫女みこだったんだ。兄さんこいつはいずれ神かん主ぬしになるからってな、審神者さにわをやらされていたのさ。それから、兄さんこいつはひとつも年をとらないみたいだ。髪かみだって、一回も切ったことないのにな」


　ぽつぽつとこぼれた言葉が、堅かたい木の床ゆかに弾はじけて散った。


「…………」


　いつきは声もなく、その鎬の横顔と、少年とを見つめていた。


　右目だけが、じくじくと痛んだ。さっき和らいだはずの違和感は、いまやはっきりとした痛みと化して、いつきの眼がん窩かを蠢うごめいていた。


　眼帯を、震ふるえる手で押さえながら、いつきが訊きく。


「じゃあ……審神者を借りたい理由ってのは」


「今回で、ここの祭りは最後なんだよ。蔵名神社は取り潰つぶされることになったからね」


　鎬が、かすかに笑った。


「だから、今回が最後のチャンスなんだ。もう一度オレが巫女をやって、審神者を借りて──神様に、兄さんを元に戻もどしてもらう」


　どおん、と。


　一ひと際きわ大きな祭まつり囃ばや子しの太たい鼓この音が、ひどく遠くで聞こえた。





　　　　＊





　闇やみが落ちた。


　本殿の内側を、かろうじて蠟ろう燭そくと──引き戸の隙すき間まから忍しのび入る月光だけが照らしている。


　後は、時折届く祭囃子の音ばかり。


　笛や、太鼓や、鉦かねの音。


　どおん、どおん


　遠く、近く。


　どおん、どおん


　高く、低く。


　いつまでもいつまでも続く、幻まぼろしみたいに物悲しい音。


　その音にあわせて、ふと、変化が生まれた。


　朧おぼろな光の中で、青白い手が揺ゆらめいたのである。


　少年の手であった。


　布団からそれだけはみ出した右手が、蜘蛛くものごとく本殿を這はい、かりかりと床を爪つめで引っ搔かく。


　なのに、布団ばかりか、少年の瞼まぶたも、睫まつげも、頰ほおも、喉のども、ぴくりと震えもしないのだ。


　あたかも、右手だけが別の生物と化したようだった。


　どおん、どおん


　──かりかり、かりかり


　どおん、どおん


　──かりかり、かりかり


　爪は何度となく、床を引っ搔く。


　倦うまず、たゆまず、ただただ引っ搔きつづける。





　なぜか。





　なぜか、その動きは、剣けんを探すような動作に見えた。





　　　　３




「なんか大変だったんだね。社長──じゃなくていつきくん」


　翌日の昼過ぎ。


　強きよう烈れつな陽光が差しこむ三み橋はし小学校の校門で、半はん透とう明めいの少女が首を傾かしげた。


　半透明といっても、視みえているのはいつきぐらいなものである。霊エーテル体を網もう膜まくに映せるのは、魔ま法ほう使つかいかそれに準じるものしかいない。ちょっとした霊能力者でも、アスファルトにたつ陽炎かげろう程度にしか認にん識しきできないだろう。


　名前を、黒羽まなみという。以前の事件から、いつきが〈アストラル〉へ勧かん誘ゆうした幽ゆう霊れい少女であった。


「まあちょっと」


　笹ささ餅もちを小さく齧かじりながら──ややもやつれた表情で、校門の柱にもたれたいつきは、眼帯を引っ搔いた。ちなみに、本日は学校帰りなので学生服である。


「どうしたの？」


「えっと、なんか昨日から右目がごろごろしてて」


　あの本ほん殿でんでの一件以来、右目の違い和わ感かんが取れなかったのだ。いつもの社長業の勉強もあいまって、かなりの寝ね不ぶ足そくである。せっかく神社でもらった笹餅も、甘いというぐらいしか分からなかった。


「もう。あんまりこすっちゃ駄だ目めだよ。目、悪くしちゃうんだから」


　そんないつきを、心配と微び笑しようとが半分ずつ混じった顔で見つめながら、まなみがもうひとつ訊きく。


「で、その依い頼らいはどうするの？　穂波さんはどう言ってた？」


「僕に任せるって。魔ま術じゆつ集団である以上、アドバイスはするけれども、最終決定は首領──社長に従うんだそうだ」


　そう答えて、がくりといつきはうなだれた。








『──呪じゆ波は汚お染せんの一種やね』


　あの後、いつきから話を聞いた穂波は、そう断言したのである。


　呪波汚染。


　つまるところ、魔法の源──呪力の引き起こす副作用だ。


　呪力とは、極きわめて変質しやすいエネルギーなのである。多くの呪術・魔術・魔法はこの変質を、複雑な儀ぎ式しきや呪文、衣い装しようや呪物フエテイシユによって制せい御ぎよしているが、それでも防ぎきれない場合がある。


　そんなとき、呪力は暴走するのだ。


　暴走した呪力が、どのような現象を引き起こすかは、誰だれにも予想できない。──たとえば、三百四十一名のイギリス兵士が消しよう滅めつしたサル・ベイ丘おか。たとえば、雨の代わりに人間の死体が降ってきたというマイアミの事件。


　だからこそ。


　魔法は、世せ俗ぞくから遠ざけられた。おぞましい異界の力が現実を侵しん食しよくせぬように、秘儀として放ほう逐ちくされてきたのである。


『神様の呪力が変質したんなら、数年眠ねむるぐらいの呪波汚染は可愛かわいいもんやろ。神様の降りる巫女みこの身体からだは、一応神様が守ってくれるけど、審神者さにわは自分で自分の身を守らなあかんもん。──まあ、本当なら、すぐに〈協会〉へ連れん絡らくするんやけどね。〈協会〉は呪波汚染に厳しいから、すぐに浄じよう化かのための入札を始めるやろし』


『あ！　じゃあ、そうしたら……』


　明るくなったいつきの声に、あっさりと穂波は水を差した。


『でも、そうしたら、呪波汚染の核かくになってるその男の子は殺されてまうよ。入札に勝ったんがどっかのお人よしでもない限り、呪波汚染の核に遠えん慮りよなんかせえへん』


　お人よしという言葉にアクセントをつけて、ちょっと突つき放すように言う。


　それから、


『……社長は、どうしたいん？』


　と、頰ほお杖づえをついて訊いた。


『え？』


『この依頼を受けるん？　決めるのは社長や。あたしはお薦すすめでけへんけど、社長がそうするっていうなら止めへんよ』


　ひとしきり嫌いやがるような台詞せりふを口にしたくせに、あっさりとそれを翻ひるがえす。どこかしら、拗すねた猫ねこみたいな言い種ぐさでもある。


　穂波・高瀬・アンブラーは、そういう性質を持った少女だった。


　分かりにくいと一口に言っていいものかどうか。いつきを試ためす風に、するりと本気を入れ替かえる。


『受けて、いいわけ？』


　いつきは、目をぱちくりさせて、その穂波を見つめ返した。


『かまわへんよ。でも』


　ひとつ間をおいて、穂波はこう続けた。


『今回は、あたしはほとんど手伝われへん』


　思わず、息を飲む。


『……なんで？』


『〈アストラル〉の上半期決算も終わってへんし、神しん道とうの魔術特性は〈禊（Absolute Purification）〉──あらゆるケガレを破は却きやくする絶対結界や。あの神社の中じゃあたしの魔女術ウイツチ・クラフトもケルト魔術も弱体化されてまう。だからこそ──この依頼は、社長に決めてもらわなあかん』


　そう言って、穂波は、眼鏡めがね越ごしにいつきの瞳ひとみを覗のぞき込んだのである。その蒼あおい瞳で、いつきの両目──眼帯のさらに奥を見み透すかすように。


　そして、少年の襟えり元もとについたバッジ、五ご芒ぼう星せいと銀鏡をモチーフとした〈アストラル〉の社章を白い指で触ふれた。


『魔法に──特に呪波汚染に関かかわる以上、半はん端ぱはあかん。深しん淵えんを見つめるとき、深淵もまたあたしたちを見つめてるんや。ひとつ間ま違ちがえたら、飲み込まれるのはこちらの方。社長？　それに抗あらがう意志はある？』


　ひとつひとつ、ゆっくりと告げる。


　その響ひびきに、いつきは息を飲んだ。


　それは、確かに魔ま法ほう使つかいとしての本質だった。神秘を操あやつり、その神秘に喰くわれることさえ本ほん望もうと願う、本当の魔法使いの思考。いつきのいる常識こちら側の世界からは遥はるか隔へだたった、向こう側の世界。


　いつきが一線を踏ふみ越こえかけるとき、いつもこうやって少女は問いかける。


　いいのか、と。


　こちらへ、あなたは来るのか、と。


　まるで、ずっと前から誰かにそう命じられているように、ひとつずつ、少年を試す。


　やがて、いつきが口を開いた。


『……僕は……』








　──リーンゴーン


「……あっ」


　回想を断たち切るように、学校の鐘かねが鳴った。


　あわてて顔をあげると、黒羽はもう校庭の方を指差している。


「いつきくん？　ほら、来たよ」


「──あ、お兄ちゃん社長～っ！」


　その校庭から、元気いっぱいに手を振ふって、みかんが駆かけてきたのである。先に教室かどこかで着き替がえたらしく、すでに服装は巫女服と赤いランドセルになっている。


　で、満面の笑えみのまま、


「てやあっ、体当たりーっ！」


　いきなりのフライングボディアタック。


「どわわあわ──ぐわっ」


　受け止めたいつきは、後ろの校門に思い切り後頭部をぶつけた。瞼まぶたの裏で派手に火花が散る。


　やっとのことでみかんを降ろしてから、うずくまって頭を抱かかえた。


「痛ったたたたた……こ、ここ、先週もたんこぶできたとこなのに……みかんちゃん、はしゃぎすぎだってば」


「だってねだってね！　またお祭りいけるんでしょ。もうすごいすごいってば！　ね、ね、早くいこっ」


「わたたたっ、引っ張らないでって」


　ぶんぶん腕うでを振り回したみかんに、袖そで口ぐちを引っ張られる。


　その仕し種ぐさがあまりに楽しそうで、ちょっと文句も言いにくかったのだけど。


　落ち着いてから、いつきは小さく耳打ちした。


「一応、仕事だからね……？」
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「分かってるよーだ。だから、今日の授業中はこっそりこれ勉強してたんだもん。あ、笹ささ餅もちもーらい」


　ランドセルに入れていた本を取り出しつつ、女の子がいつきの右手の笹餅へかぶりつく。


「あーっ、僕の笹餅！……て、古こ文もん書じよ？」


　悲鳴をあげたいつきが、すぐ目を丸くした。


　あちこちに紙し魚みのわいた、数冊の古書であった。茶色に変色した紙には、いつきには到とう底てい読めないみみずののたくったような文字が書いてある。印刷ではなく、筆で手書きされ、直じかに和わ綴とじされた書物のようだった。


「何の本なの、みかんちゃん」


　と、黒羽も不思議そうに訊きいた。


「えへへ美味おいし。──んーとね、このへんの神社の神様とかが書いてある本」


「じゃあ、みかんちゃん、これ読めるの？」


「む、読めないと祝詞のりととかできないでしょーっ？　あたし巫女みこさんなんだよっ？」


　袂たもとを引っ張って、ぷうっと白い頰ほおをふくらませる。黒羽が透とう明めいなだけに、知らない人が見ればかなり怪あやしい風景ではある。


「こんなの、家にいーっぱいあったもん。小学校に入る前からおばあちゃんに何十冊も読まされてたし」


「うわ」


　思わず、いつきは小さな悲鳴をあげた。


　最近でこそ魔ま法ほうの知識を詰つめ込まされているいつきだが、それだけに一冊一冊の密度が想像できたのだ。といっても、いつきが読んでいるのは現代語に翻ほん訳やくされたり整理・簡略化された魔道書だけなので、古典・原典を直接読みこなすみかんに比べると雲うん泥でいの差があるわけだが。


「いっしっし。お兄ちゃん社長とは違ちがうもん。で、あそこの神様なんだけどね。経津主神フツヌシノカミなんだね」


「フツヌシ？」


「剣けんの神様。フツは剣をふったときの音。だから経津主神さま。あんまり有名じゃない神様だけどね」


　ひゅん、と人差し指を振って、みかんが説明する。


「あ……それで、あの刀なんだ」


　あの廊ろう下かでの──鎬が持っていた刀の鋭えい利りな輝かがやきを思い出して、いつきは唾つばを飲み込んだ。触ふれなくても、その光だけで肌はだが切れてしまいそうなぐらいの業わざ物ものだった。


「あの──」


　黒羽が口を挟はさんだ。


「何？　黒羽お姉ちゃん？」


「分かってるなら、審しん判ぱんする必要ってないんじゃないの？」


「ぶっぶー。記録にこの神様ってのこってるからって、実際もそうとはかぎらないでしょ。場所によっては祀まつるたびにちがう神様が来たって記録もあるし。──だから、あらかじめ神様のことを勉強しておく必要があるんだよ」


　鼻に小こ皺じわを寄せて、みかんが笑う。


　それから、ちょっと首を傾かしげて、


「でもね」


「え？」


「この本じゃないけど……あの神社ね、つい十年くらい前にも同じ神様の審神者さにわをやったって記録があったんだ。そのときは、御凪の人が審神者をやっていたみたい」


「十年前、審神者を、やってた……？」


　いつきが声を詰まらせる。


　瞼に、眠ねむれる少年の姿が映った。


　何年も何年も──十年もの間、髪かみも爪つめも伸のびることなく、ただ眠りつづけた少年。魔法という神秘に喰くわれたものの姿。


「──うん、きっとそう」


　いつきの内心を察して、みかんが肯こう定ていした。


「審神者って、巫女の代わりに、神様の怒いかりも罰ばつも受けるのが役目だもん。多分、あの人もそうなったんだと思う」


　それは、怖こわい。胃が裏返りそうに、怖くて切ない。


　しかも、自分がやるのではないのだ。審神者を貸し出すのは自分でも、審神者の危険を冒おかすのは他人でしかない。


　そんなことを、やれと言わなきゃならないのが社長なら……


「わっ」


　次の瞬しゆん間かん、うなだれた顔が痛みで跳はね上がった。


　少年の額を、ジャンプしたみかんがぴしっと指で弾はじいたのだ。


「あたしはやりたいよっ」


　一いつ生しよう懸けん命めいに見上げて、少女はいつきがびっくりするほどの声を張り上げた。


「で、でも……神様の罰があるって」


「だって、だって腹たつんだもん。せっかく、あんなお祭りしてるのにっ。それに……」


「それに……？」


「あたし……〈アストラル〉なら…………だいよーひんじゃないもん」


「えっ？」


　最後が、よく聞き取れなかった。


　だけど。


　きゅっと巫女服の袂を握にぎって、泣きそうな顔で見上げる少女の姿だけで、十分だった。


（……あ～あ）


　こっそりため息を飲み込んで、いつきはこう言った。


「じゃあ、通信簿ぼ」


「え？」


「もうすぐ、一学期の通信簿出るでしょ。それで、〈大変よくできました〉を半分以上とること。お仕事させて成績落とさせたなんてなったら、僕が猫屋敷さんに怒おこられるからね」


　ぱあっとみかんの顔が輝いた。


「うん！　うん！　絶対！」


　思い切りうなずいてすぐ、みかんがいつきの学生服の袖そでを取り、走り出す。


「さっ、じゃあお兄ちゃん社長、お祭りいこっ！」


「わわわわ、待って待ってっ。こけるこけるこけるって！」


　そして。


　つんのめりながら引っ張られるいつきの背中を追いながら──黒羽は、こんな声を聞いて微笑ほほえんだのだ。


「……ありがと、お兄ちゃん社長」


　と、少女の声は流れたのだった。
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　祭りは、今日も華はなやかだった。


　薄はく暮ぼに染まった夏の空の下、まだまばらだが、少しずつ人が集まってきていた。仮面や綿わた菓が子しの屋台では子供たちの歓かん声せいがあがり、夕焼け色の世界へ楽しげに舞まい上がった。


　紅くれないの、夏祭り。


　皆みな、懐なつかしげで、はかなげで、美しい。


「──じゃあ、あたしはここで待ってるね」


　羨うらやましそうに目を細めた黒羽が、鳥居のある石段前で足を止めた。


「あ……うん」


　申し訳なくて、いつきは頭を搔かく。


　幽ゆう霊れいである彼女は、神社の内には入れないのだ。


　神しん道とうとはそういうものであるからだ。あらゆるケガレを祓はらい、近寄ることさえ許さない。ある意味において、世界でも希まれなほど苛か烈れつな性質の魔ま術じゆつといえる。


「ごめんね、黒羽お姉ちゃん」


「あ、いいよいいよ、みかんちゃんのせいじゃないんだし」


　あわてて黒羽が半はん透とう明めいの両手を振ふる。長い黒くろ髪かみまでぶんぶん振って否定するのが、なんとも彼女らしい。


「うん」


　と声をあげて、いつきはきゅっと背筋を伸ばそうとした。


　そのときだった。


　背後から、もうひとつ、人ひと影かげが落ちたのである。


「──おや、〈アストラル〉の皆さん」


「…………っ」


　猛もう然ぜんと、いつきは振り返った。左目が大きく見開かれる。


「……か、影かげ崎さきさんっ」


「……影崎の……おじ……ちゃん……」


　同時に、みかんがびくりと震ふるえた。あれだけ人ひと懐なつっこい少女が、完全に硬こう直ちよくして、いつきの服の裾すそを握りこんでいた。


　──ひどく、特とく徴ちようのない男だった。


　二十代半ばから四十代までいずれの年ともとれる、のっぺりした顔。中肉中背の身体からだを覆おおう、くたびれた背広。鼻の高さも、唇くちびるの厚さも、眉まゆの長さも、瞳ひとみの深さも、そのすべてが平均的だった。


　まるで、特徴というものを徹てつ底ていして削けずったかのような──雑ざつ踏とうにまぎれれば、数秒で見失ってしまいそうな、異常なほどに平凡な男。


　あるいは、誰だれにも似るがゆえに誰にも似ない、悪魔のごとき異形。


「これはこれは二代目さま。アディリシアさんの件以来ですから、ちょうど一ヶ月ぶりですね」


　表情筋だけを笑いの形に歪ゆがめ、影崎が身をかがめた。


　そして、すっと黒羽を視た。


「こちらは、新入社員の方で？」


「……ああ、そうだよ」


「なるほど。──では、はじめまして。〈協会〉の影崎と申します」


　すっと一礼され、黒羽が目を白黒させた。


「──きょ、〈協会〉？」


「ええ、ご存じありませんかね。魔法使いの互ご助じよ組合のようなものです。〈アストラル〉には、先代の司さんからずっとお世話になっていますよ」


「どう、お世話になったのか……いまだに僕は知らされてませんけど」


　背中に隠かくれたみかんの手を握にぎって、いつきはばくばく鳴る胸を押さえた。


〈協会〉。


　つまるところ、魔法使いたちを取りまとめる総そう元もと締じめの名だ。現存する魔法使いと魔法集団のおおよそ七割ほどが登録していると言われ、〈アストラル〉もその例外ではない。


　影崎は、その〈協会〉で唯ゆい一いついつきが見知った相手だった。


　だが、その実態についてはほとんど謎なぞのままである。魔法使いらしいが、いかなる魔法を使うかさえ知らないのだ。それでいて、穂波も猫屋敷もこの影崎だけは軽視せず、みかんに至ってはこれほどの怯おびえを示す。


　いや。


　一度だけ、穂波が口にしたのを聞いたことがある。


　──〈協会〉の影崎。


　──魔法使いを罰ばつする魔法使い、と。


「そう構えなくても。別に、私は敵というわけじゃありませんし」


「じゃ、じゃあ……何のためにっ？」


「保険ですよ」


　影崎が指を回す。


「あなた方が失敗して、呪じゆ波は汚お染せんが撒まき散らされたりすると困るでしょう？　で、〈協会〉側としては私を派は遣けんせざるを得なくなったわけで」


「呪波汚染……っ？」


（じゃあ、あの男の子のことも知っている──？）


　いつきの脳のう裏りに、穂波の言葉が浮うかんだ。


　──でも、そうしたら、呪波汚染の核かくになってるその男の子は殺されてまうよ。


（…………！）


　思い出した途と端たん、がくがくと膝ひざが震え出した。


（じゃあ、影崎さんはあの男の子を殺しに……）


　唾つばを飲み込む。喉のどにひっかかってむせた。それでも、逃にげ出すのだけは我が慢まんした。


「おやおや、どうかなさいましたか？」


　あくまで表面上はにこやかに、影崎が問う。


「どうかするも何も……どうして……そんなこと……」


「そりゃあ知ってますよ。前回の神降ろしが失敗したとき、あの少年を本ほん殿でんに眠ねむらせたのは私ですもの」


「……え？」


　その言葉の意味を理解するのに、数秒かかった。


「影崎さんが……あの男の子を眠らせた……？」





「──影崎ぃっ！」





　刹せつ那な、新たな声が、鳥居の向こうから降り落ちたのだ。


　神かん主ぬしの白衣を夕焼けの紅くれないに染め、御凪鎬が、影崎を睨にらみつけていた。





　　　　５




「鎬さん」


　いつきが顔をあげる。


「……あんたらを迎むかえに来たら、まさかそいつがいるなんてね」


　ぎりぎりと食いしばった歯を磨すり潰つぶしかねない形相で、鎬が影崎を凝ぎよう視ししていた。どうかすると、左手に持った刀を一いつ閃せんさせてしまいそうな様子だった。


「あんたにだけは、そこから先は通らせない。鳥居を一歩でも入ってみろ。本当に八つ裂ざきにしてやる」


「分かってますよ、境けい内だいはあなたがたの縄なわ張ばりです。〈協会〉は関知いたしません。ですが、呪波汚染がここから漏もれた場合は話が変わりますよ」


　と、影崎が肩かたをすくめる。


「そうそう。諸刃さんは息災ですか？」


「お前が──それを言うか」


　ほとんど牙きばのごとき八や重え歯ばを剝むきだして、鎬が答える。吼ほえるようにも見えた。


「ええ、言いますよ。──そろそろ参拝者も増える頃ころです。怪あやしまれないうちに本殿へ向かっては？　ああ安心してください。〈アストラル〉の新入社員をどうこうしたりもしません」


　いつきと鎬へ、軽く笑いかける。


「あ……」


　どちらにしても、黒羽を神社へ連れていくことはできない。


　戸と惑まどったいつきに、鎬が嚙かみつきそうな顔でつけたした。


「……ああ、少なくとも言ったことだけは破らないよ、そいつ。憎にくたらしいほどにね」


「お兄ちゃん社長……」


　握にぎったままのみかんの手が震ふるえた。


　ごくり、と固い唾を飲み込み、しゃがれた声でいつきは訊きく。


「影崎さん……本当ですね」


「本当ですよ。さ、いってらっしゃい。じきに祭りです」


　どの道、今はそれを信じるしかなかった。


　緊きん張ちようした面おも持もちでうなずき、みかんの手を引っ張って、いつきは神社へと入っていった。





　　　　＊





　少しして、ふたりの姿が鳥居の向こうへ消えた後。


「お名前をうかがっていいですかね？」


　と、影崎は改めて隣となりの黒羽へ問いかけた。


「あ……はい。黒羽、まなみです」


　おっかなびっくり、黒羽が頭を下げる。


「どうぞよろしく。霊エーテル体とは珍めずらしいですが、わざわざ工こう房ぼうから投射してらっしゃるんですか？　そのわりには糸パスが見えませんが」


「え、え？　なんのことです？」


「ほう。魔ま法ほう使つかいではいらっしゃらない？」


「あ、あの、はい。……あたし、ただの幽ゆう霊れいですから」


　自分でも言っていて間ま抜ぬけな紹しよう介かいだと思った。


　だけど、笑うでもなく、呆あきれるでもなく、男はただ面白そうに目を細めただけだった。


「なるほど。それはあの二代目らしい」


　背広の内側から、細葉巻シガリロを出して、火をつけた。ゆるやかに紫し煙えんがくゆり、赤い空気にそこはかとない香かおりを漂ただよわせる。


（…………）


　黒羽は、黙だまったままそれを見守っていた。


　怖こわい、というよりはひどくつかみどころがなかった。


　幽霊の自分が視みえるからには、やはり魔法使いなのだろう。


　だけど、ある意味において、幽霊以上に希き薄はくな──そこにいるのにいないような男だった。細葉巻なんて見慣れない小物を持っていても、その特とく徴ちようは変わらなかった。


　目を離はなした次の瞬しゆん間かんには、そこから消えてしまっていそうな、そんな感覚。


「あの……さっきの話、どういうことなんですか」


「どの話です？」


「あの男の子が眠ねむりつづけなのは……あなたがやったって……」


　黒羽の言葉に、影崎が「ああ」と唇くちびるの端はしを吊つり上げた。


「本当ですよ。あの子に眠りをもたらしたのは私です」


「どうして……？」


「それを言うなら、先に訊かなきゃならない問題があるのでは？」


　細葉巻を外し、くすくすと笑う。


「先に──？」


「──なかなか良い祭りですね」


　あたりを見回し、影崎は囁ささやいた。


　いつのまにか、結構な人が鳥居に集つどっていた。黒羽はもちろん、不思議と影崎を避さけるようにして、おびただしいカップルや家族連れが鳥居へ吸い込まれていく。最初から影崎を認にん識しきしていないような自然さで──不自然さだった。


「……影崎さん？」


　黒羽が首を傾かしげた。半はん透とう明めいの黒い髪かみが、夕ゆう闇やみになびく。


　影崎は、ゆらりと笑えみを浮うかべたまま、話を続けた。


「ここの祭りは、結構古い歴史があるんですよ。お近づきのしるしに、その話を開かい陳ちんしてさしあげましょう。──皆みな忘れてしまった、古い古い物語を」


　そう言って、背広の内ポケットからあるものを取り出した。


　それは、半ば朽くち、色あせた、一巻の巻物であった。
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　祭りの屋台を抜ぬけ、拝はい殿でんの内側へ入った途と端たん、ぺたりとみかんが座り込んだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　みかんちゃん」


「こ、怖かったけど……」


　青ざめた顔で口にした後、


「……やっぱり怖かったよ～うわ～ん、びえ～」


　いつきの学生服の裾すそにしがみつく。たちまち下のシャツにまで涙なみだのしみが広がった。


「あやややややややや」


　みかんのツーテールを撫なでて、いつきがなだめる。しばらくひっくひっくとやって、ようやくみかんのしゃくりあげるのが止まり──それから、いつきは鎬を振ふり向いた。


　鎬は、社殿の奥に座って、あの刀を抱だき込んでいた。


　どこか、刀にすがる風でもあった。影崎と会ってからずっと厳しい面おも持もちを崩くずさず、ぎゅっと唇を引き締しめていたのである。


　その様子に一瞬躊ちゆう躇ちよして、みかんの頭をきゅっと抱き寄せてから訊きいた。


「あの、鎬さんと影崎さんって……なにがあったんですか……」


「…………」


　すぐには、返事はかえらなかった。


　こつこつ、と床ゆかを刀の鐺こじりでこづき、指が白くなるほど強く握にぎり締めながら、鎬は呟つぶやいた。


「前に神降ろしをしたとき、オレが巫女みこで、兄さんが審神者さにわだったって話はしたよな」


「あ……はい」


　いつきがうなずく。


「──前から、ウチの神社を取り潰つぶしてしまおうって話が多くてね。祭神が特異なのもあるし、小社のくせに神体や歴史だけあるから、上の神社からすれば目の上のたんこぶだったのさ。神かん主ぬしだった爺じいさんが死んだときは、やつらにとってはこれ以上ない好機と見えたらしいぜ」


　低い声で、鎬は皮肉っぽく言葉をつむぐ。


「だから、兄さんは神降ろしを試ためそうとしたんだ。──ここには神がおわすと。それを証明して、誰だれにも触ふれられないようにしようって」


　刀を握る拳こぶしが震ふるえた。


「それで……」


「兄さんはもともと凄すごかったしな」


　急に顔をあげて、わざとらしく陽気な素そ振ぶりで、鎬が刀を肩かたへかけた。


「ウチの神社、剣けん術じゆつの道場持っててさ。修しゆ行ぎように剣の稽けい古こも含ふくまれていたんだけどね。兄さんは『まるで剣神が憑ついているみたいだ』とか言われていたんだぜ。オレはずっと、そのお下がり。兄さんとは一歳違ちがいなだけなのに、一本も取れたことなかったし、今でも全然かなう気がしない」


　懐なつかしそうに、刀を片手で振った。


　鞘さやごめなのに、ぞん、と空気を断たつ音が聞こえた。それでもかなわない兄の幻げん影えい。


「……じゃあ、影崎さんは」


「その神降ろしの直前に、〈協会〉へ通告したやつがいたのさ」


　鎬がにやりと笑った。


「あとのことはほとんど覚えてない。降ろした巫女がオレだったからね。それでも、あの瞬間のことだけは覚えてる。確かに神が降りたっていう、あの感覚だけは忘れようがない。なのに、気がついたときには、オレも兄さんも倒たおれていて、影崎がそばに立っていたのさ。『呪じゆ波は汚お染せんが出たから始末しましたよ。ああ申し遅おくれましたが。私、〈協会〉の影崎です』ってね」


　いつもと同じ口調で、物言いなのに、血を吐はくような激しさがあった。


　沈ちん黙もくが落ちた。


「あ……」


　いつきは、もどかしく学生服の胸むな元もとをつかみ、何か言おうとした。


　それより早く、


「──ねえ、鎬お姉ちゃん」


　いつきの腰こしあたりから、泣き止やんだみかんが声をあげた。


「もう一度、神降ろしするんでしょ。その諸刃お兄ちゃん、起こすんでしょ」


「……みかんちゃん？」


　鎬が振り返る。いつきも驚おどろいて、少女を見下ろす。


「もう、大丈夫なの？」


「うん、平気平気っ。ここの神様のことも勉強したし、いつだってやれるもん。さっさと終わらせてお祭り見よっ」


　ぶんぶん、と元気いっぱいに両手をまわして見せる。


「でも……」


「ふん。お兄ちゃん社長と違って、怖こわがりっぱなしじゃないよーだ」


「あう」


　思い切り、痛いところをつかれた。


　にかっと笑って、みかんが腕うでにしがみつく。


「だから鎬お姉ちゃん、ここの祭りのやり方、教えてくれる？」


「うん……ああ。──そうだな。本当に、そのとおりだな」


　鎬が、笑ってうなずいた。今度は、皮肉などなく、心底嬉うれしそうな笑えみだった。


　拝はい殿でんの後ろから進み、三人は本殿を囲う玉たま垣がきの前へ出た。東あずま屋やから出た廊ろう下かと違い、こちらが正式な道らしかった。


　檜ひのきでつくられた玉垣の向こうに、朱しゆ塗ぬりの大きな鳥居が三つ続いていた。


「祭りは、この玉垣から始まるんだ」


　と、鎬は最上部の傘かさ木ぎを眺ながめた。


　落ちかけた夕ゆう陽ひに、三つの鳥居が溶とけ込んでいる。


「やり方は、今から教える。──よろしく頼たのむ」


　ぐっと、烏え帽ぼ子しのついた頭を鎬が下げた。
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「どうぞ」


　白く塗ぬられた壁かべに沿って、神社の裏手まで歩いてから、影崎はその巻物を開いた。


　迂う闊かつに触れれば、千切れてしまいそうなほど朽くちた巻物である。


「これって……なんですか？」


　黒羽が目を見張る。


　もとはきらびやかだったと思おぼしい巻物の表面には、怪かい異いな神の姿が描えがいてあったのだ。


　なぜ、『神』と思ったのかは自分でも分からない。だけど、そうとしか考えられない威い厳げんと神秘性をそなえていたからだ。


　それは、戦いの絵巻物であった。


　右側の神は剣を構え──いや、両手を剣そのものと化し、左側の神は巨きよ大だいな岩を抱かかえている。そして、右側の神の剣が、もう片方の神の胸を貫つらぬいていたのだ。


「もともとは、この蔵名神社に伝わっていた巻物ですよ」


　細葉巻シガリロをくわえたまま、影崎が話す。


「それがどこでどうなったやら、別の神社の人が奪うばっちゃったみたいでしてね。そのくせ読めもしなかったみたいで、ここの神降ろしの前に、〈協会〉へ証しよう拠こ品ひんとして提出したんですよ。ま、ものとしてはごく初歩的な神話なんですがね」


　苦く笑しようの形に、頰ほおを歪ゆがめる。


　薄うすっぺらい表情。


　それに胸がざわざわするのを感じながら、黒羽は重ねて訊きいた。


「どういうこと、なんですか？」


「ああ簡単ですよ」


　くるりと細葉巻シガリロをまわして、影崎が答えた。


「ここの祭神はね、本来二柱いるんです」
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『──巫女みこと審神者さにわが背中を向けて、玉垣を巡めぐって歩く』


　その言葉どおり、鎬とみかんが、背を向けて歩き始めた。


　すでに、ふたりとも口と手を漱すすぎ、身を塩で清めている。


「……うわっ」


　そのふたりが静かに歩くだけで、いつきは右目がよじれるのを感じた。


　呪じゆ力りよくである。


　清せい浄じようなる心身を持ったものが歩く。その行こう為いだけで、すでに世界が変じているのである。巫女と審神者の歩いた道筋は、すなわち結界の線となり、もとより玉垣で囲われた本殿をさらなる神の〈場〉として昇しよう華かさせる。


　ましてや、神しん道とうの魔ま術じゆつ特性は〈禊（Absolute Purification）〉──現存するあらゆる魔術系統を圧あつ倒とうする浄化の申し子であった。


　なればこそ、彼らの存在そのものが神聖な結界となりうる。


『──そのまますれちがって、玉垣を一周し、鳥居の前で再会する』


　ふたりがすれちがった。


　互たがいに視線も交かわさず、ゆるゆると相手の踏ふんだ足そく跡せきをもう一度踏んでいく。結界の強化。


　角を曲がるごとに、ぱん、と拍かしわ手でを打つ。


　そのたび、いつきの右目には、本殿が小さく震ふるえるように見えた。拍手とは天てん地ち開かい闢びやくの音おと霊だまであり、天あまの岩いわ戸とを開ける音でもある。すなわち、〈場〉の整いつつある本殿へ、神を招く音でもあった。


『──鳥居の前で拍手を打ち、先に巫女が本ほん殿でんへ入る』


　鳥居に、ふたりが戻もどってきた。


　結界が閉じ、完全なる〈場〉が生まれる。


　一度だけ視線を交わして、ふたりがともに鳥居へ向いた。拍手。空気を震わせる清い音。先に、鎬が踏み出す。


「おきつかがみ、へつかがみ、やつかのつるぎ、いくたま、たるたま、ちがえしのたま、まかるがえしのたま、へびのひれ──」


　祝詞のりとを唱える。


　唱えながら、鳥居をくぐり、本殿の引き戸へ手をかけ──


「諸刃兄さ……」


　中央に眠ねむるかつての審神者へと声をかけ──





『──そして、神かみ憑がかる』





　鎬の腰こしで、刀が鳴った。


　刹せつ那な。


　いつきの右目が──砕くだけた。


　いや、砕けたと思うほどの、強きよう烈れつな痛みが脳のう髄ずいを真っ白に塗りつぶしたのだ。


「ああぁぁァァァアアアアアアッ！！」


　のたうちまわりながら、いつきは視みた。





　鎬の腰からひとりでに飛び出した刀が、眠れる少年の右手に弾はじき落とされたのを。





　その拳こぶしが翻ひるがえって、鎬の腹部を突ついたのを。





　そして、直後、猛もう烈れつな風が本殿から鳥居へ向かって吹ふき荒あれたのを。





　生なま温ぬるい、異様な臭しゆう気きをはらんだ風。その風とともに、鎬の身体からだが玉たま垣がきまで吹き飛ばされた。


「しのぎお姉ちゃんっ……？」


　駆かけ寄ったみかんが表情をこわばらせた。明らかに鎬の苦く悶もんがただごとではなかったのだ。肋ろつ骨こつが折れたか、内臓破は裂れつしていてもおかしくない。


　いつきは、眼帯を押さえたまま、本殿を見上げた。


　眼帯と手の平があっても、それを透すかしてはっきりと視えた。


　そこに、少年が立っていた。


　人ならざる呪力に憑つかれ、禍まが々まがしく存在していた。


「──経津主神フツヌシノカミ……？」


　茫ぼう然ぜんと、いつきが呻うめく。


　だけど。


「フツ……ヌシ……いいや……」


　と、少年は猛たけき『声』で名乗った。ごお、とまた風が巻いた。常とこ世よの風が。





「我が……名は……タケミナカタ……」
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「経津主神フツヌシノカミというのは、もともと国譲ゆずりに関かかわった神でしてね」


　灰を落としながら、影崎が説明する。


「天照大御神アマテラスオオミカミに乞こわれ、武神・建御名方神タケミナカタノカミを討とう伐ばつした神ですよ。後年になって、この役割はタケミカヅチという別の神に奪うばわれることになりますがね。


　が、この巻物に書かれているのはもっと古い。経津主神フツヌシノカミが建御名方神タケミナカタノカミを追いつめたのは諏す訪わ湖ことするのが定説ですが、この巻物からすれば封ふうじる以前、最初に経津主神フツヌシノカミと建御名方神タケミナカタノカミと争ったのがこの蔵名神社だというのですよ。だからこそ、この神社はその両方を祀まつっていた」


　黒羽が、息を飲んだ。嫌いやな予感に、霊エーテル体の背筋さえ凍こごえた。


「じゃあ、神降ろしは……」


「ええ、諸刃さんがしようとした神降ろしの手順はまったく正しい。正しいけれど欠けている。この神社で神降ろしをすれば、招かれる神は両方です。そして建御名方神タケミナカタノカミが経津主神フツヌシノカミの巫女みこと審神者さにわを許すはずもない。間ま違ちがいなく、荒魂アラミタマとなって荒れ狂くるうでしょう」


　荒魂アラミタマ──。


　それは、神のもうひとつの面だ。人に恵めぐみをもたらし、安らぎを与あたえる和魂ニキミタマの真逆に、災わざわいをもたらし、一いつ切さいを滅ほろぼさずにおかぬ魔ま性しようの顕あらわれ。


「そん……な……じゃあ、眠っていたのは呪じゆ波は汚お染せんのせいじゃなくて……」


「前回私が来たときはね、鎬さんに建御名方神タケミナカタノカミが降りたんですよ」


　影崎は喉のどを鳴らして笑った。


「面めん倒どうなので、ぱぱっと始末しちゃおうとしたんですが、諸刃さんに取引を持ちかけられまして。経津主神フツヌシノカミの呪じゆ力りよくをもって、建御名方神タケミナカタノカミを抑おさえたいって。面おも白しろいので、いささか協力させていただきました。それが今になって無む駄だになるのは、それはそれで楽しいものですね。〈協会〉のノルマも稼かせげますし」


　続く言葉を、もう黒羽は聞いてなかった。


　聞くより早く、動いていた。


「──いつきくんっ」


　霊エーテル体を走らせ、入り口へと戻もどろうとする。


「やめときなさい。少なくとも、清められた鳥居からは入れないでしょう？」


「じゃあ……ここを壊こわしますっ！」


　黒羽が振ふり向き、きっと目を見開いた。


　ざり、と砂が舞まい、小石が宙を飛んだ。


　騒霊現象ポルターガイスト。


　訓練を重ねていた念動力を、黒羽は直接神社の塀へいへとぶつけたのだ。


　だが、塀はびくともしなかった。


「──それも無駄ですよ。仮にも神のおわす神社だ。その程度の呪力では破れません」


　ゆるりと影崎が微笑ほほえむ。





　そのとき──異変が起きた。
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　少年──タケミナカタに憑かれた諸刃が、本ほん殿でんを降りてくる。


　実に悠ゆう然ぜんとした足取りだった。


　さきほどの、結界を形作ったふたりの歩みにも似ていた。


　だが、決定的に違ちがうのは、それは清めではないということだ。


　一歩踏ふむたびに、いつきの右目が軋きしむほどの呪力が、世界を汚染する。正常な世界など一足で駆く逐ちくする。この神は、存在だけで呪波汚染を撒まき散らすのだ。


「経津主神フツヌシノカミ……は……いずこ……？」


　その声さえも、ずん、と腹の底まで響ひびいた。


　神の放つ言こと霊だま。その前に人は平ひれ伏ふすしかない。頭こうべを垂れ、ひたすらに過ぎ去るのを待つしかない。


「おぬし……が……経津主神フツヌシノカミの審神者か……？」


　みかんを、見やる。


　殺気はない。


　でも、少年がその拳こぶしを持ち上げただけで、いつきは戦せん慄りつした。


　視みたのだ。


　その拳は、神なるものだと。


　伝説にいわく、千曳ちびきの岩──千人でやっと持ち上げられる大岩を片手で持ち上げた、建御名方神タケミナカタノカミの豪ごう腕わん。


　ごおっと、その拳が大地へ叩たたきつけられた。


　異変が──いや、天変地異が巻き起こった。


　突とつ如じよ、大地が鳴動したのだ。


　地じ震しんであった。


　ぴたりと、社殿の裏の土地だけを、局地的な地震が襲おそったのである。


「わあああああああああああああああっ」


　地じ盤ばんが割れる。


　亀き裂れつが走り、いつきの足元が急速に傾けい斜しやする。とても立っていられなくなったいつきがつまずき、鳥居の前まで転がった。


　その鳥居も、三つともがばらばらに傾かしいでいた。


「……滅め茶ちや苦く茶ちやな……」


　言葉もない。神とはそういうものだった。


　人知では計り知れぬ──神の業わざ。


「お兄ちゃん……社長……っ」


　隣となりで、みかんが学生服のズボンを握にぎっていた。今の衝しよう撃げきで足でもくじいたか、起き上がれないようだった。


「…………」


　動けない。動くわけにいかない。


（妖精眼グラム・サイトを──）


　そう思って、眼帯に手をかけたのに──その指も動かなかった。


　怖こわかったのだ。


　誰だれでもない、自分が怖かった。


　いつも、眼帯を外したとき、自分が自分でなくなる感覚がある。ずっと裏にいた自分が反転してしまうような。いつか、自分が乗っ取られてしまうような。


　まして、この目は、強大な呪じゆ力りよくを相手にするほど、異常な反応を示す。


（もしも、神なんて眼帯なしに視たら──）


　どうなってしまうか、想像もできない。


　ずん、とそのいつきの身体からだに、地じ響ひびきが走った。


「我が仇かたき……経津主神フツヌシノカミは……いずこ……」


　諸刃が、ふたりを見下ろしていた。


　その瞳ひとみさえ、神の威い厳げんに満ちていた。爛らん々らんと赤く輝かがやき、卑ひ小しような人間たちを睥へい睨げいしている。


「審神者を……寄よ越こせ……」


　少年の──狂くるえる神の手が、ゆっくりと開く。


　いつきは、口も利きけなかった。恐おそろしくて、たまらなかった。背中のみかんの手首を握ったまま、絶望に身体を縛しばられていた。


「……ならば……よい」


　五指が閉じ、再び拳となった。


　神に従わぬ不ふ遜そんな人間を粉ふん砕さいすべく、鉄てつ槌ついが下される。その図を想像して、いつきが両目を閉じた。


　だが、いつまでたっても鉄槌は降り落ちなかった。


「え？」


　目を開けたいつきの隣で、拳は止まっていた。横合いから放たれた刃はが、その拳を受け流したのだ。


「お前……」


　諸刃が振ふり向く。


　そこに、刀を携たずさえた神かん主ぬしが立っていた。御凪鎬。その姿を認めて、御凪諸刃の姿をした神は、実に嬉うれしそうに唇くちびるを歪ゆがめた。


「いたか……経津主神フツヌシノカミ……」


「…………」


（違ちがう！）


　いつきには、分かった。


　鎬さんに、経津主神フツヌシノカミなど憑ついてはいない。そのフリをしていても、彼女はただ人のままだった。それも、肋ろつ骨こつと内臓を損傷したままの。


「鎬さんっ……」


　呼びかけようとしたいつきの視界を、鎬の背中が遮さえぎった。


「ごめんよ。変なことになっちまったな……適当に逃にげてくれよ……」


　いつきたちへ向けた囁ささやきが、風に散った。


　そして。


「アアアアアアッ！！！」


　裂れつ帛ぱくの気合とともに、刀が振りかざされた。








　鎬は、おおよその経けい緯いを悟さとっていた。


　建御名方神タケミナカタノカミの名を聞いた瞬しゆん間かん、兄が眠ねむっていた理由、自分たちが前回に失敗したわけが理解できたのだ。


（余計なことをしちまったな……）


　苦く笑しようする。


　兄と違ちがい、経津主神フツヌシノカミを降ろし、抑おさえることもできやしない。無能な自分にふさわしい結末か。


　いや、たとえそうでも、すぐに結着をつけるわけにはいかない。


「早く行け！　馬ば鹿か！」


　背後へ怒ど鳴なり、刀を振るう。


　銀光と拳こぶしとが、交差した。諸刃の肌はだは神の鎧よろいと化して刀を弾はじき、たちまち鎬がたたらを踏ふむ。身体の芯しんまでが、その一合で痺しびれた。


「滅ほろべ……経津主神フツヌシノカミ……」


「くそおおおおおっ！」


　落ちてくる拳を、鎬が痺れた手で迎むかえうった。








「…………」


　剣けん戟げきの凄すさまじさが、びりびりと肌を震ふるわせた。


　いつきの目の前で、拳と刀とが何度となく激げき突とつする。そのたび、肉が弾け、骨の軋きしむ音まで聞こえるようだった。


　鎬は善戦していたといっていい。地じ震しんさえ引き起こす拳を直接受け止めるのではなく、切り流すことで、被ひ害がいを最小限にとどめている。


　なにより、神体である刀の賜たま物ものだろう。かつて建御名方神タケミナカタノカミを封ふうじた、経津主神フツヌシノカミの神剣。それがあればこそ、荒魂アラミタマも全力を振るえてはいない。


　だけど、そんなのは一時のことだ。


　仮にも神を、人が倒たおせるはずもない。まして、助けようとしていた兄を、鎬さんが刺させるはずもない。


（だったら──）


　がくがくと震える膝ひざを叱しつ咤たし、いつきは顔をあげた。


（だったら──）


　こんな目のひとつぐらい、何の意味がある。


　ゆっくりと右手を持ち上げ、眼帯をつかみ──


　──その手を、ちっちゃな指が止めた。


「ダメだよ、お兄ちゃん社長」


「み、みかんちゃんっ」


「だって、これは……あたしの『仕事』だもん。あたしが、お兄ちゃん社長にたのんだ『仕事』だもん。ぶかの『仕事』を、社長がとっちゃダメだよ」


　しゃがみこんだみかんが、力強く笑う。


「──だから、てつだって。お兄ちゃん社長」





　　　　９




　一合ごとに、刀は重くなっていった。


　拳と打ち合わせるたび、身体からだのどこかが壊こわれていく。筋肉が悲鳴をあげ、傷ついた内臓が血を逆流させる。


　七合目で、とうとう血を吐はいた。


「……かっ」


　口にたまった血を、剣を振ふるいながら、こぼす。力が抜ぬける。気が遠くなっていく感覚。


「……そんなものか？」


　訊きく諸刃の声だけで、鎬は腰こしからくずおれそうになった。


　思考を閉とざす。


　ただ、無心で刀を振るう。


　何度も何度も、諸刃の顔をした神に切りつける。


「ちえええぇぇぇいすとぉぉぉおおおおお！」


　掛かけ声とともに、かついだ刀を斜ななめに振り落とす。


　だが、そんな苦し紛まぎれの太刀たちゆきは、身をかがめただけで避よけられ、諸刃はそのまま大地を打った。


　再び、大地が躍おどり上がった。


　直ちよく撃げきを受けた鎬の身体は、大きく十メートル近くも撥はね飛ばされ──しかし向こうの地面にたたきつけられる寸前、駆かけ込んだ何かによって、柔やわらかく受け止められた。


「……お前っ？」


　鎬の下した敷じきになって、いつきが目をまわしていたのだ。


「あはは……どうも」


「ば、馬ば鹿かか、お前は！　魔ま法ほう使つかいが、ほかの魔法集団をかばってどうする！　こんな状じよう況きようじゃ依い頼らいも何もないだろうが！」


「そ、そんなこと言われても。なりたくてなったわけじゃないですし」


　激げつ昂こうする鎬の下で、いつきが頭を搔かいた。


「お前は……っ」


「だって──鎬さん、審神者さにわを貸せって言ったじゃないですか。お兄さんを取り返すんだって」


　その言葉に、鎬が呼吸を止めた。


「だったら、ちゃんと、最後までやりますよ」


　なんて奇き麗れい事ごとを、この少年は言うのか。なんて絵空事で、平然と胸を張るのか。


「お、前……」


　声を詰つまらせる。


　その頭上に、影かげが落ちた。


「兄さん……」


　あくまで無む慈じ悲ひに、諸刃が拳こぶしを振り上げた。


　だが、それが振り下ろされる刹せつ那な、諸刃は凄まじい勢いで後方へ跳とんだ。


　ぱあっと世界に、白が散ったのだ。


　それは、真っ白い紙だった。おおよそ三センチ四方に刻まれた、大量の紙かみ吹雪ふぶきだったのだ。


「ありがと、お兄ちゃん社長。準備できたよ」


「……あ、あはは……ちょ、ちょちょ……ちょ、ちょっと、怖こわかったかも」


　頰ほおをひきつらせて、いつきが嚙かみあわない歯を押さえて、振り返った。


　葛城みかんが、さきほどの紙し片へん──幣ぬさの束と木き桶おけを持って、立っていたのだ。


「あ……」


　鎬が、目を丸くする。


　──〈禊みそぎ〉。


　神しん道とうの魔術属性。圧あつ倒とう的な霊れい的てき加護による絶対結界。だけど、これほど見事な──荒魂アラミタマを退けるほどの〈禊ぎ〉は、鎬も聞いたことがなかった。


　紙が撒まき散らされた一帯から離はなれ、諸刃がこちらを見つめている。


　だが、ただ退散させられるはずもなかった。荒魂を退けていた純白の紙片は、その足元のものから、ゆっくりと茶色に変色していたのである。


「みかんちゃん」


「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと後も考えてるから」


　少女がうなずき、右手の桶を降ろす。


　さきほど、口を漱すすぐのに使った手桶だ。底に残った水へ、袂たもとから取り出した木の枝をつける。


　玉たま串ぐし、という。


　榊さかきの木の枝に、紙かみ垂しでをつけた品である。


　榊とはすなわち神の木と書く。神を祀まつり、神に捧ささげられるための木であった。


　その玉串を胸において、みかんが深呼吸した。


「じゃあ……やるね」


　吐と息いきとともに。


　すう、と玉串が夜気を断たった。


　至し極ごくゆっくりと、しかし内側に凛りん然ぜんとした気をこめて、鋭するどい刃やいばのごとくに空気を断ち切っていく。


　その都度、玉串にかけた神水が、雫しずくとなって夜に散る。


「──アカキ、キヨキ、ナオキ、タダシキ」


　唇くちびるから、言葉が漏もれた。


　しゃん──


　鈴すずの音。いつのまにか左手に握にぎられていた神楽かぐら鈴すずを、少女が打ち振った。


　しゃん、しゃん──


　音とともに、みかんが舞まう。舞まいとともに、音が鳴る。


「まさか──」


　その正体を想起して、鎬が慄りつ然ぜんとした。








「あれって……！」


　地じ震しんによって崩くずれた塀へいを抜ぬけて、黒羽が呻うめいた。


　いつきたちの戦いからやや離れた、竹林の中である。


　それ以上は、どうしても近寄れなかったのだ。いかに塀が崩れても、神社自体の霊性は大きく損そこなわれず、幽ゆう霊れいである黒羽には一定以上の侵しん入にゆうを許さなかった。


　その後ろで、影崎の唇が三日月形に裂さけた。


「ほう。初めて見ました。あれが──葛城のタマシズメ。葛城の宗主だけの術」


　神を降ろすことを魂降り──タマフリという。
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　対して、タマシズメとは、すなわち神を鎮しずめる法。憑ひよう依いした神を帰し、自らの魂を復帰させる術であった。


　ならば、葛城のタマシズメは、神を鎮める舞のことか。


「ですが……その術、かないますかね？　神を鎮めるのは、神を降ろす数倍の難事ですよ。おまけに他人に憑依した神となれば……」








　諸刃の周囲で、徐じよ々じよに紙片は茶色く染まっていく。とりわけ近いものは茶を通り越こし黒ずんで踏ふみにじられていった。


〈禊ぎ〉の幣によって浄じよう化かされた土地が、再び荒魂に侵しん食しよくされているのだった。


（……早いや）


　胸の中で、みかんが驚きよう嘆たんした。


　予想よりも、荒魂の力は、圧倒的だった。数分は保もつかと思っていた結界は、これでは数十秒も危なかった。


　ずきん、と右足が痛んだ。最初の地震で捻ひねったところだった。


　最初はさほどの痛みでもなかったのに、舞いはじめると、一気に激しく主張しはじめた。


（間に合わない、かも……）


　そう思った瞬しゆん間かん、


「や・め・ろ」


「…………ぁ！」


　いきなり荒魂が口にした言葉が、みかんを震ふるえさせた。


　一言で人を屈くつ服ぷくさせる、神なる言こと霊だま。声に秘ひめられた呪じゆ力りよくが、直接審神者さにわの魂を呪じゆ縛ばくする。分かっていても足あし踏ぶみがずれた。玉串を振ふる手が微び妙みように狂くるい、神楽鈴の拍ひよう子しがちぎれた。


　同時に、言霊は、みかんの中から別の記き憶おくをも共鳴させた。





　──『もうやめなさい。香かおりがいる限り、あなたは不要です』


　──『だって、あなたには神様がいないんだから』





「ぁ…………っ」


　昔、誰だれかが自分に言った。舞とは、自らの内にすまう神の発はつ露ろだと。だから、生まれついての神才能を持たないあなたには──姉さまのような、本当の舞なんてできやしないと。


　あの苦さ。あの重さ。


　ずっとずっと胸から離はなれない、自分をひとりぼっちにした言葉。


「…………」


　侵食の速度が、さらに増す。紙し片へんが茶色く、黒く染まる。


　……九メートル……八メートル……


　……七メートル……六メートル……


「やめろ……無む駄だだ」


　もう一度、嘲あざ笑わらいながら、荒魂アラミタマ──諸刃が近づいてくる。神の笑い声が、みかんの記憶を震わせ、舞を狂わせ、心を弱らせる。





　──『だって、みかんって、かおりちゃ……そうしゅのだいよーひんなんでしょ』





　目をつぶったせいで、よりはっきりと思い出してしまった。


　大きな、赤い、カツラギの神社。


　ひどく無む邪じや気きな、友達の言葉。


　だから、勝手だけど、ちょっと似ているなんて思った。お兄さんに敵かなわなかった鎬さんと、姉さまに届かない自分と。


　なんて、自己満足。


　……三メートル……二メートル……


　……一メートル……


「やめろ」


　と、荒魂が手を伸のばした。


　瞬間、諸刃の身体からだはよろめいた。


　みかんは、見た。


　ヒュン！


　空を横切った何かが諸刃のかかとへ突つき刺ささり、同時にたちあがったいつきと鎬が、拳こぶしと刀の峰みねとで荒魂をぶん殴なぐったのである。


「お兄ちゃん社長……っ！」


　だが、ごく当然に、ひるんだのは一瞬だけだった。


　わずかに一歩後退しただけで、荒魂が両手の拳を固める。大地も砕くだく剛ごう拳けん。鎬はともかく、いつきはひとたまりもあるまい。


　なのに。


　だというのに──いつきはひきつった笑えみで──大だい丈じよう夫ぶだよって瘦やせ我が慢まんした顔で、こちらを見ていた！


（──！）


　刹せつ那な、過去の残ざん響きようが消えた。


「あなたこそ、やめなさい！」





　しゃん──！


　強く、神楽かぐら鈴すずが打ち振られた。その音色だけで、諸刃が硬こう直ちよくした。





　しゃん、しゃん──！


　続けて、神楽鈴が鳴った。


　それまでと違ちがい、強きよう烈れつな意志と呪力をこめられた音だった。


（そうだ）


「とほかみ、えみため、とほかみ、えみため、かんごんしんそんりこんだけん──」


（そうだ──あたしは）


　巫女みこ服の襟えりに小さな銀色が刺さっているのを見て、みかんは祝詞のりととともに舞まった。


　けして派手ではない。


　目を剝むくような躍やく動どうも、胸を高ぶらせるようなリズムもない。


　だけど。


　それでも、それは舞まいであった。


　あまりにも、美しい舞だった。


　涙なみだが出てしまいそうな。


　奥の奥の──ずっと奥の──魂たましいまでも震ふるわせるような。神の魂さえも震わせるような。


　なによりも、自らの魂を震わせる舞。


（あたしは──もう違う！）


　襟の小さな銀色を、〈アストラル〉の銀の社章を、もう一度見て。


　誇ほこりとともに、玉たま串ぐしを放ち、叫さけぶ。





「はらいたまい、きよめたまう──！」





　光こう芒ぼうも、衝しよう撃げきもなかった。


　ただ、清らかな何かが、空気を駆かけ抜ぬけた。


　ぷつり、と糸の切れた操あやつり人形のように、諸刃が倒たおれ伏ふす。


「諸刃兄さんっ──」


　鎬が駆けより、かすかに躊ちゆう躇ちよしてから、その手を伸ばした。


　そこにいるのは、普ふ通つうに眠ねむる少年だった。


　頰ほおにはうっすらと赤味がさし、胸も上下している。けして、あの本ほん殿でんに眠っていた状態ではなかった。


「諸刃……兄さん……」


　喜びに顔をくちゃくちゃにした鎬を見ながら、しゃがみこんだいつきは振ふり返った。


「あ、は、は……腰こし抜ぬけちゃった。おつかれさま、みかんちゃん」


　頰を搔かいて、後ろのみかんに笑いかける。


　途と端たん、少女が首っ玉に吹ふっ飛んできた。


「わわわっ」


　ひっくりかえりかけたいつきが、すぐ相好を崩くずした。


　全力で首に抱だきついたまま、女の子はこう呼びかけていたのである。


「お兄ちゃん社長、お兄ちゃん社長、お兄ちゃん社長」


　何度も何度も、そう繰くり返していた。


　神を鎮しずめた巫女の面おも影かげはなく、そこにいるのはただ家族を慕したう少女の姿だけだった。


　背中を撫なでながら、いつきはできるだけ優やさしい声で言った。


「本当におつかれさま……みかんちゃん」





　　　　＊





「穂波さん」


　それから少し遅おくれて、竹林で黒羽が呼んだ。


　すると、夜の竹林の上部から、影かげが降りてきた。


　竹の葉に隠かくれて、とんがり帽ぼう子しをかぶった魔ま女じよが、箒ほうきで浮ふ遊ゆうしていたのである。


「……なんで分かったん？」


　ややも不満そうに、形のよい唇くちびるを尖とがらせる。


　そんな様子をおかしそうに微笑ほほえんで、黒羽はいつきたちのしゃがんでいるあたりを指差した。


「だってあれ、ヤドリギじゃないですか」


　諸刃の倒れた地面に、見慣れない木もく片へんが刺ささっていたのである。


　いつきと鎬が飛びかかったとき、一いつ瞬しゆんとはいえ荒魂アラミタマがひるんだのは、ヤドリギの矢の助力のためだったのだ。


　見上げた黒羽が、首を傾かしげた。


「最初から、ずっと見守ってたんですか？」


「仕方ないやろ。社長、放ほうっておいたら、何するか分かれへんねんから」


「穂波さん、実はいつきくんにすーっごく甘いですよね」


「…………」


　穂波は、ひどく難しい顔になって、そっぽを向いた。このケルトの魔女は図星をつかれると黙だまり込む癖くせがあることを、黒羽ははじめて知った。


　セミショートをいじくって、穂波が訊きき返した。


「ところで、なんで黒羽がここにいるん？」


「え？　いえ、影崎さんって人と一いつ緒しよに来たんですけど」


「影崎っ?!」


　その名前に、穂波が反応した。


　厳しい蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが、竹林を俯ふ瞰かんする。


　だけど、そこには誰だれもいなかった。ただ、さわさわと竹の葉が風に揺ゆれているばかりだ。


「……影崎さん……？」


　きょとんとした黒羽の声が、竹林の静せい謐ひつに吸い込まれていった。
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　一週間後の昼過ぎ、〈アストラル〉の洋館の玄げん関かんが勢いよく開け放たれた。


「たっだいまー！」


　飛行機みたいに袂たもとを広げて、みかんが帰ってきたのだ。


　タマシズメなどの儀ぎ式しきなどもあって、しばらくは疲ひ弊へいしていたが、今ではすっかり元通りである。


　ちなみに、結局蔵名神社の取り潰つぶしは回かい避ひされたとのことだった。理由としては、後こう継けい者しやである御凪諸刃が意識を回復したことが大きかったらしい。


　自分の机にランドセルを置いたところで、


「あ、猫屋敷さん！」


　と、みかんは気がついた。


　洋館の奥で、大量の猫ねこにまとわりつかれて──というか猫に埋うもれて、白い羽織を着た青年が座っていたのだ。


〈アストラル〉陰おん陽みよう道どう課課長・猫屋敷蓮である。


「編集部のカンヅメって終わったの？」


「あっはっは、ようやく特集記事が終わりまして。──で、みかんさんのを私も確かく認にんするように言われて待ってました」


　と、青年が扇せん子すを開く。


「え？　あたしのってなんのこと？」


　みかんが眉まゆをひそめた。


　すると、今度は対面と隣となりの机から声があがった。


「社長」


「いつきくん」


　穂波と黒羽が、それぞれ行動を促うながす。


「あ……やっぱり僕？」


「社長やろ」「社長でしょ」


　間かん髪はつなく返ってきた。


「しゃ、社長はあまり関係ないような……」


　頰ほおを搔かいてから、みかんの前へ出る。


　実に言いにくそうに悩なやんだ後、やっとこう告げる。


「あの……今日、通信簿ぼもらってきてるよね」


　たちまち、みかんの顔が青くなった。


「だ、だめ！　やっぱりだめだめ！　お兄ちゃん社長でも見せられないもん！」


「いや！　でも、ちゃんと預かっとかないと。……あれ、ひょっとして成績が？」


「馬ば鹿か！　見ちゃだめ！　言うのもだめ！　お兄ちゃん社長のえっち！　ロリコン！　フェチスト！」


「いや待って、そんな言葉どこで……ぐわっ」


　がきん、といつきの額でいい音がした。


　ランドセルを持って逃にげ回るみかんが、手当たり次し第だいに物を投げ始めたのである。筆箱、教科書、ノート、リコーダー、お弁当……etc etc


「ちょ、ちょっと待って。フォークは危ないってば──！」








　ところで、この数分後。


　屋や敷しきを訪おとずれた鎬と諸刃が、いつきの女性嗜し好こうを大いに怪あやしむこととなるのだが……それはまた別の話である。














〈アストラル〉業務日誌３





　わーいわーい、日記だ日記だ────────！


　葛城みかん、三橋小学校二年三組です！　身長はクラスで前から五番目です！





　あ、穂波お姉ちゃん。なんかいつもとちがう！　くぎさされてもなんでも、いつもとちがうの嫌ヤだ！　そういう不自然なやりかたは、わるい穢けがれを呼んじゃうんだからね！　そんときはあたし祓はらってあげないんだから！


　黒羽お姉ちゃんは、よろしくおねがいします！





　そんで、ぎょうむ連れん絡らくってするんだよね。


　まず、しのぎお姉ちゃんから、あたしが剣けんをあずかりました。また建御名方神タケミナカタノカミを呼んだりしないように、後でいくつかの神社にもっていって、別々に祈き禱とうしてきます。建御名方神の神社も詣もうでてくるから、今度はもし喚かん起きされることがあっても──あんなに怒おこらないんじゃないかな？





　そうだ。


　もろはさんだけど、りはびりっていうの、はじめたみたいです。


　筋肉がおとろえたりはしてないんだけど、長い間、神様に身体からだをお貸ししていたから、なかなか思いどおりに動かないそうです。


　でも、しのぎお姉ちゃんは大だい丈じよう夫ぶって言ってます。十年も待ったんだから、もう一年や二年たいしたことないだろってことです。





　兄弟（兄妹？）、仲が良くて……ちょっとだけうらやましいです。


　いつか、あんな風に会いたい。





　あ、あ、関係ないこと書いちゃった。


　そろそろ終わります。


　それとお兄ちゃん社長、通信簿のことは絶対秘密だからね！







葛城みかん












魔法使いと肖像画




　　　　１




　その肖像画に──伊庭いつきは見下ろされていた。


　逆転した表現だが、そうとしか思えなかった。


　死に瀕ひんする、黒い老人。


　額を含ふくめると縦横二メートルに及およぶ、美術館の中でも最大の肖像画であったが、描えがかれた老人の双そう眸ぼうは、もはや凄せい絶ぜつなまでに生々しかったのだ。落ち窪くぼんだ顔、斑はん点てんの浮ういた皮ひ膚ふ、いずれも老人に近づく死を物語っているというのに、その眼めだけがぎらぎらと脂あぶらぎった光を湛たたえていた。


「……う、わぁ」


　と、見上げたままのいつきが二、三歩よろめいたところで──


「──『ジョゼッペ・ペラダンの死の自画像』ですわね」


　頼たよりない背中を、上品な声としなやかな手が支えた。


「十六世紀、フィレンツェの画家、ジョゼッペ・ペラダンが死の直前に描いた肖像画ですわ。ルネッサンス期に興おこったマニエリスムの系けい譜ふのひとつですけど、とりわけ極きよく端たんな遠近法やコントラストで、鑑かん賞しよう者しやを取り込んでしまう効果に卓たく越えつしています。──イツキ？　あまり一生懸けん命めいに見ると、絵に囚とらわれてしまいますわよ？」


「アディリシアさん」


　からかうように唇くちびるをほころばせたのは──それこそ名画から抜ぬけ出してきたような──白人の美少女であった。その美び貌ぼうに劣おとらぬ漆しつ黒こくのドレスを纏まとい、胸には五ご芒ぼう星せいのペンダントをさげている。


　あでやかな金きん髪ぱつの縦ロールをそっと揺ゆらし、アディリシア・レン・メイザースは右手をいつきの額に置いた。


「目め眩まいでもしましたの？」


「あ、いや。なんか、あんまり迫はく力りよくがあるから、くらくらしちゃって」


　冷たい感かん触しよくにドギマギしながら、あわてていつきが手を振ふる。


「あら。──右目には、何も感じませんでした？」


「え？　あ。右目？」


　眼帯に触ふれる。なめし皮に似た感触の奥に意識を集中する。


「ううん、こっちには別に──」


　と、かぶりを振りかけたところで、


「アディリシアさん、うちの社長から情報を引き出すのはやめていただけません？」


　背後の通路から、もうひとり、ひょろりとした影かげが現れたのである。


　こちらは、平安風の羽織に扇せん子すを持った青年だった。いつもつむっているような細い目。いぶした灰色の長い髪かみ。それだけならば、なかなかの美形として通りそうなのだが、彼の名前どおりのものがその美点をぶち壊こわしにしていた。


「……にあ」


「ふにゃあ」


「ふにゃう」


「うにぃ～～あ」


　と、何匹びきもの猫ねこが、懐ふところや袂たもとからにょっきり顔をのぞかせていたのである。無論、美術館はペット禁制なのだが、まるでおかまいなしの所業であった。


　青年の名前を、猫屋敷蓮という。


〈アストラル〉陰おん陽みよう道どう課課長──〈アストラル〉に在ざい籍せきする中でも、ナンバー２を誇ほこる貸し出し魔法使いレンタルマギカであった。


「いくら『入札』中でも、最低限の協力はあっていいと思いますけど？」


　アディリシアがつんと澄すまして、唇を尖とがらせる。


　態度は穏おだやかだが、視線は槍やりだ。


　その槍を、ゆるい笑えみでいなしつつ、猫屋敷が扇子を開く。


「いえいえ。今回の依い頼らいは、あくまで呪物フエテイシユとしての鑑かん定ていですし、社長の目はそれなりに貴重ですよ？　くわえて、〈アストラルうち〉は〈ゲーティア〉ほど資料に溢あふれてませんし」


「あら。大部分の資料は本国ですもの。今回頼りになるのは、私の頭脳ひとつですわ」


「〈ゲーティア〉の資料は、最近デジタルに移行しつつあるって聞いてますが。魔術書グリモアならともかく、鑑定に必要なものはメールで引き出せるんじゃないですか？」


「…………」


「…………」


　表面上はにこやかに、ふたりの意見が交こう錯さくする。内容を聞かずに、その顔だけ見ていれば、あるいは仲の良い友人同士に見えるかもしれない。


（……いや、やっぱり無理）


　いつきは、だらだら冷や汗あせを流しつつ、訂てい正せいする。


　急激に右目が痛くなっていた。アディリシアと猫屋敷と──双そう方ほうの魔ま法ほう使つかいから、膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくが渦うず巻まいているのだ。猫屋敷の呪力は万まん華げ鏡きようのように色とりどりで、アディリシアの呪力は黄金の輝かがやきに満ちている。穂波の言葉によれば、呪力に個性が現れるのは一流の証しよう拠こということだったが、間ま違ちがいなくこのふたりは超ちよう一流の魔法使いであった。


　……それは多分、うかつに手を出したら、魂たましいまで微み塵じんに分解されかねないという意味で。


「……あ、あ、あの……」


　それでも、決死の覚かく悟ごで、弱々しく声をあげたとき、黄金の呪力が退ひいた。


「分かりましたわ」


　アディリシアであった。


　かすかに微び笑しようを浮うかべ、ドレスの裾すそをつまんで一礼する。


「では、ごきげんよう、イツキ。すぐまた会えますわ」


　そのまま、踵きびすを返した。


　漆黒のドレスと金髪が通路の向こうに消えた後、いつきはふと問いかけた。


「あの……猫屋敷さん。もう少し仲良くしたりは……」


「善ぜん哉ざい善ぜん哉ざい。だいたいヨーロッパ貴族は猫の敵です。品種改良という美名のもと、どれだけの猫たちが無む辜この命を散らしたものか！　いえ、もちろんその上で、アビシニアンの芸術的な美しさは否定しないのですが！」


　ぐっと、拳こぶしまで振り上げて、力説している。


「…………はぁ」


　そしていつきは、小さくため息をついたのだった。








　ことのはじまりは、三日前まで遡さかのぼる。


　ビルとビルの谷間に建てられた洋館──〈アストラル〉事務所である。


　期末試験前の休みだったのだが、自分のデスクにつっぷしたいつきは悲ひ愴そうな顔をしていた。


　無理もない。


　机の上に積みあがった魔術と社長業のテキスト群──その隣となりに、やや小ぶりながらも学校の勉強という第三の大敵が積みあがっていたのである。


　で、その大量のテキストの隙すき間まに埋うまっていたいつきが、


「〈協会〉からの……『仕事』？」


　と、弱々しく口にした。


「うん、昨日連れん絡らくがあった。入札の意思があるんやったら、今日中に知らせるようにやって」


　対して、隣で収支報告をまとめていた穂波が、薄うす縁ぶちの眼鏡めがねを持ち上げる。〈アストラル〉にパソコンを導入する資金がないのと──こっそり穂波が機械類に弱いせいである。実のところ、穂波の機械音おん痴ちはかなり致ち命めい的てきなレベルに達していて、学校でも各種のトラブルを巻き起こしているのだが、これはまた別の話だろう。


「それで、〈協会〉には、もう受けるって連絡しといたから」


「ふえっ」


　あやうく目覚ましの紅茶を教科書に噴ふき出しかけて──寸前で、いつきはとどまった。


「て、て、なんでもう受けてるのっ」


「なんで？」


　ひどく、冷たい声で、穂波が答えた。


「今……なんでって聞いた？　社長」


　冷たいどころじゃなかった。肌はだどころか、身体からだの芯しんまで凍こおりつかせる極寒地獄コキユートスだ。穂波の瞳ひとみだけがつくれる仮想地獄に、一いつ瞬しゆんでいつきは放ほうり込まれていた。


「なんやったら、今書いてる収支報告書を読む？　社長が就任してから今月まで、一度も黒字やったことがないんやけど」


　穂波が翻ひるがえしたリストに、燦さん然ぜんと赤字の輝きが連なっていた。


「いやその……こことか、こことかは」


「うん。いいとこ気がついたね。月単位やなくて、週単位のグラフなら時々黒もある。──やのに、すぐ次の週には赤字に転落してるのはなんでやと思う？」


「な、なんでかな？」


「『仕事』少なすぎ！　格付け低すぎ！」


　ばあん、と穂波が机を叩たたいた。


「ただでさえ魔法は費用のかかる学問なんや。あたしのヤドリギもそうやけど、猫屋敷さんのお札や猫ねこの餌えさも馬ば鹿かにならへんし、みかんの玉たま串ぐしや幣ぬさは毎回新しいのが必要や。うちの格付けやと〈協会〉の補助も受けられへんし、これだけの『仕事』でまかなえるわけあらへんやろ！」


[image: ]


「あ……は、はい」


　押し切られたいつきが、カクカクとうなずいた。人形さながらのぎこちなさである。むしろ、人形の方が顔色はいいかもしれない。


「じゃ、じゃあ……どんな内容の仕事？」


「ランクはＥで──絵の鑑かん定ていやって」


「えっ、お絵かきなのっ？」


　嬉うれしそうに、みかんがソファから飛び跳はねた。


　ちなみに、みかんの通う私立小学校は、校長の方針で一足早い夏休みに入っている。おかげで一日の半分は〈アストラル〉事務所に常じよう駐ちゆうしており──いつきの勉強が進まないのもそのせいが大きかったりする。


「絵を描かくんちゃうよ。絵を見るの。──なんでも、呪じゆ波は汚お染せんを起こした可能性があるから、それなりに知識をもった魔ま法ほう使つかいに鑑定してほしいんやて。当の絵は、明々後日しあさつてに美術館に搬はん入にゆうされるそうや」


「知識……ってじゃあ誰だれがいくの？」


「ぷー、見るだけってつまんない」


　あっさり手の平を翻したみかんである。


「あ、あの、あたしはちょっと……」


　自分のデスクで聞いていた黒羽も、半はん透とう明めいの首を横に振ふる。こちらは現状、いつきと一いつ緒しよに魔術の勉強を進めつつ、〈アストラル〉の事務を手伝っている。騒霊現象ポルターガイストで動く鉛えん筆ぴつが、すらすらと伝票の上を動いていた。


　ひとつうなずいて、穂波はバルコニーへ水を向ける。


「うん。呪物フエテイシユの知識や扱あつかいやと、あたしも専門とは言いがたいしね。──そやから、猫屋敷さんにお願いできる？」


「は？　私が何か？」


　ちょうど猫の散歩を終えて、事務所へ戻もどってきた青年に、全員の視線が集中した。


「もちろん、社長も一緒に行ってもらうで。現場での学習もしてもらわなあかんしね」


「ちょ、ちょっと待って。僕、明日から期末試験なんだけど！」


「……試験と会社と、どっちが大事なん？」


　にっこり少女が微笑ほほえんだ。その微び笑しようたるや、瞬時にいつき──ばかりか猫屋敷を除くまわりの社員までも硬こう直ちよくさせた。


　しかも、言葉はこう続いたのである。


「猫屋敷さんも、今回の『仕事』失敗したら、猫の餌のランク落とさせてもらいますから」


「な、な、なんですってー！」


　たちまち、猫屋敷も凍りついた。


「わ、わ、分かりました。やります！　やらせてください！」


　羽織の懐ふところで、「……にあ？」と黒猫の玄武が眠ねむそうな鳴き声をあげた。








　そして今日の昼過ぎ。


〈協会〉の仲ちゆう介かいによって、ふたりは閉館日の美術館へ向かったのだった。


　今回ばかりは猫屋敷も積極的に、いつきがたじたじになるぐらいの勢いで乗り込んだものだが──その入り口に、もうひとり、魔法使いが待っていたのだ。


　いつきたちの到とう来らいを見受けると、魔法使いは艶えん然ぜんと笑った。


「あら。〈アストラル〉はずいぶんごゆっくりですわね」


「あ……アディリシアさん？」


　いつきにとっては、既き知ちの相手であった。


　同時に、〈アストラル〉にとっても因いん縁ねん浅からざる人物である。


　アディリシア・レン・メイザース。


　学校では、いつきの隣となりの机に座る、イギリスよりの転校生。そしてもうひとつの顔は──ヨーロッパに冠かんたる魔術結社、〈ゲーティア〉の首領たる６＝５アデプタス・メジヤー。


　ある意味においては、伊庭いつきを〈アストラル〉の社長として確定させてしまった、張本人ともいえる。


「なんで……アディリシアさんが、ここに？」


「もちろん『仕事』ですけれど？」


「──『仕事』っ？」


　驚おどろくいつきの顔を見て、アディリシアはすっと頭をさげ、漆しつ黒こくのドレスの裾すそをつまんでみせた。


「私の〈ゲーティア〉も、こちらの『仕事』に入札させていただきましたの。どうぞよろしくお願いいたします」


　背後で、猫屋敷がごおっと燃え立つ音を、いつきは聞いたような気がした。





　　　　２




「あのー猫屋敷さん？」


　静まりかえったロビーの中央で、ぼそぼそと囁ささやく。


「…………」


「……猫屋敷さーん」


　遠えん慮りよ深く、抑おさえた声で訊きいてみる。


「…………」


「あのっ、その、猫屋敷さ──」


　すると、巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画がを睨にらんでいた猫屋敷が、ぽつりと漏もらした。


「分かりませんね……」


「絵の、ことですか？」


「いえ？　装備も整えてきましたし、絵の方は時間の問題かと。もともと出で処どころは確かな品ですしね。……ただ、まさか、こんなランクの低い『仕事』に、〈ゲーティア〉が入札してくるとは予想外でしたから……」


　うん、と背を伸のばした猫屋敷が、画架イーゼルに立てられた肖像画から、三枚目の霊れい符ふを剝はがす。


　今回の鑑かん定てい用に、〈アストラル〉で準備してきた符だった。名めい刺しと同じく、みかんの禊みそぎで清めた紙に、猫屋敷自ら朱しゆ字じを記した品である。なんでも、霊感だけではつかみかねる微び細さいな呪じゆ力りよくや、その種類を判別する効果があるらしい。


「ランク……て穂波も言ってましたけど、どういうことなんです？」


　いつきの質問に、猫屋敷は思い出したようにうなずいた。


「ああ。魔術集団にも格付けがあるんですよ」


「それって……あの、よく株とか投資とかでついてるやつですか」


　新聞に載のってる、企き業ぎようの評価がどうとかこうとか、それぐらいの知識しかいつきにはない。穂波からもらったテキストに、いくつか書いてあったような気もするが、当然のように忘ぼう却きやくの彼方かなたである。


「まあ似たようなものですね。〈協会〉が公表する、各魔ま術じゆつ集団の公式評価ですよ。格付けが高いほど、身入りのいい──つまりランクの高い『仕事』をまわしてもらえますし、呪物フエテイシユなんかの優ゆう遇ぐう措そ置ちも受けられます」


　袂たもとから顔を出した白猫ねこ・白虎の頭を撫なでながら、猫屋敷が表情をゆるませる。


「じゃあ……〈アストラル〉は？」


「えー、〈アストラル〉は最近までずーっと開店休業状態でしたからね。ＣＣＣトリプルシー……っていうことになってるんですが」


「それって格付け的には……」


「事実上の最低値ですね」


　がっくりと、いつきの両りよう肩かたが落ちた。


「いや、これでも一応あがったんですよ?!　社長が来るまではＣＣダブルシーだったんですから！」


　それって、今までは最低値以下だったんですか。


　思わずそう言いたくなるのをこらえて、いつきはもうひとつ訊いた。


「……じゃあ、〈ゲーティア〉は？」


「ＡＡＡトリプルエーです」


　即そく答とうされた。ぐうの音もでない。いっそすがすがしいぐらいの、歴然とした差であった。


「まあ……なんとなくそうじゃないかと思ってましたけど」


「〈協会〉では歴史と伝統がものを言いますからね。特に〈ゲーティア〉は、入札した『仕事』を失敗したことがないので有名です。その『仕事』もほとんどがＢランク、Ｃランクなんで、評価の落としようがないわけで」


　ひらひらと猫屋敷が手を振ふるのに合わせて、面おも白しろそうに白虎の尻尾しつぽが躍おどる。


「で……問題は、どうしてその〈ゲーティア〉が、Ｅランクの『仕事』にわざわざ入札したのか、ですよ」


　猫屋敷の言葉に、いつきの眉まゆがあがった。


「──あ」


「あるいは、この絵に何か関係があるのか」


　巨大な肖像画の額を、猫屋敷の指が滑すべる。


　さきほど壁かべから見下ろしていた絵の中の老人は、画架イーゼルへと降ろされて、さらに眼光をきつくしていた。その炯けい炯けいたる眼まな差ざしも、死相といっていい深い皺しわも、他人と触ふれ合わずに生きた芸術家の一生をあらわすようだった。


　アディリシアの言っていたことを思い出す。


　ジョゼッペ・ペラダン。ハプスブルク帝てい国こくの画家。


「呪じゆ波は汚お染せん……て結局、何が……あったんですか？」


　唾つばを飲み込んで、訊く。


「確定じゃないですよ。あくまでそうだったかもしれないというだけで、だからこそ事態のひどさのわりに、Ｅランクでとどまっているわけです」


　猫屋敷が片目をつむる。おかしくなった遠近感を取り戻もどすように、瞬まばたきしてから、いつきを見返す。


「この絵を、夜にひとりで見つめたものは──」


　一いつ拍ぱく、間があった。


　すっかり青くなった少年に、続きを話していいものかどうか、逡しゆん巡じゆんする間。


「……もの……は？」


　それでも訊いたいつきに、仕方なさそうにため息をついて、猫屋敷はこう告げた。


「──皆みな、自殺した、と言われています」


「…………」


　黙だまったまま。


　いつきが後ろ向きに倒たおれこんだ。


「しゃ、社長！　気絶しないでくださいよっ」


　あわてて、猫屋敷が駆かけ寄る。


　そうしながら──これは、胸の内だけで呟つぶやいた。


　少年にも告げなかった、〈ゲーティア〉の目的についての予想であった。


（あるいは〈協会〉からこの絵について……何か吹ふき込まれましたかね……？）


　首元を撫でる。嫌いやな予感のせいか、空調は効いているのに、かすかに汗あせばんでいた。








「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」


　広間に、切々たる詠えい唱しようがこだまする。


「O THOU wicked and disobedient spirit N, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」


　美しい声だった。


　古代の歌と言っても、疑うものはいないだろう。一定のリズムに乗って、高く低く流れる詠唱は、高度な歌唱能力をも必要とするからだ。


　拍ひよう子しがひとつ、音程がひとつずれただけで、魔術は致ち命めい的てきな破は綻たんをきたす。


　それは、目の前の魔ま法ほう円も同じである。


　アディリシアの周囲に記された円──ＥＨＹＥＨにはじまりＬＥＶＡＮＡＨに終わる、術者の守護円。その円から離はなれて描えがかれる三角形──赤と黒のアルファベットを刻まれたソロモンの三角形。


　どれが間ま違ちがえていても、喚かん起きされた魔神は術者へ反旗を翻ひるがえす。獰どう猛もうなる魔神は、卑ひ小しような人間を喜んで喰くらうに違いない。


　ゆえに。


　その名は広く知られていても、真にこの魔術を行使できるものは、世界にもわずかしかおらぬ。


　──ソロモン王の魔術。


　かつて七十二の魔神を従え、古代イスラエルを統治せし、偉い大だいなる王の名を冠かんする魔術。


「従え！」


　と、猛たけ々だけしく、アディリシアは胸むな元もとのペンダントを掲かかげた。ソロモンの五ご芒ぼう星せい。聖別された銀による、強大な護符タリスマン。


「──我が手にあるソロモンの五芒星を見よ（Behold the Pentacle of Solomon which I have brought here）！　されば、汝なんじ、王の御み名なにおいて我が命に従うべし！」


　三角形の内側に、不定形の霊エーテル体が揺ゆれた。それこそが、アディリシアの喚起せし魔神の本体でもあった。


「──来きたれフォルネウス！　二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」


　風が巻く。


　ごおっと広間中の空気を巻き上げ、少女の金きん髪ぱつをなびかせ、その空気を核かくとして、アッシャー界現実へと受肉する。


　空を泳ぐ、岩のごときギンザメ──七十二の魔神の一柱、フォルネウス。


　その姿を見て、ほっとアディリシアが表情をゆるめると同時に、


「わああああああっ」


　と、背後で誰だれかがひっくりかえる音がした。


「フォルネウス！」


　ただちに、主の指示をギンザメは察した。


　美術館の広間を泳ぎ、ガラスケースの間を縫ぬって、長い牙きばを声の出で処どころへ躍おどらせる。


　すぐ、犯人はその牙につりあげられた。


　が、アディリシアは目を剝むいた。


「──イツキ！」


　ギンザメの顎あごで、情けなく四し肢しを投げ出しているのは、伊庭いつきだったのである。


「何のおつもりですの？」


「いや、その……」


「スパイ？　そういうことでしたら、いくらイツキでも容よう赦しやはできませんわよ」


　ガチンガチンと、フォルネウスの牙が鳴らされる。人間の頭ず蓋がい骨こつぐらい、砂糖菓が子しより容易に嚙かみ砕くだきそうだった。


「ち、違う違う！　そうじゃなくて！」


「じゃあ、どういうつもりで？」


「その……絵を夜にひとりで見たら自殺するって言うから……」


「言うから……？」


　アディリシアの細い眉まゆが寄った。


「まさか、心配になって、とでも言うつもり？」


「……いや、あ……まあ……その」


　いつきの顔が、いかにも図星をつかれた風に変化する。


　はぁ～～～～～～～～と、長いため息をついて、アディリシアは額を押さえた。


「ホナミにも言われてませんこと？　入札した敵の魔術集団を気き遣づかってどうしますの！」


　激しい語調で詰つめ寄る。


「だいたい、私を誰だと思っていますの。アディリシア・レン・メイザースがそこらの呪まじないに負けるようなひ弱な魔法使いだとでも！　それに、あの陰おん陽みよう師じよりも私は信用できないとでも言いますのっ？」


「……そうじゃないけど」


　困った風に、宙ちゆう吊づりのいつきが頰ほおを搔かく。


「そうじゃないけど……アディリシアさんは女の子でしょ？」


「────っ」


　アディリシアの顔が──一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まった。


「………………………………………………はぁ」


　もう一度、長いため息を少女はついた。最初のため息とは少し感じが違っていた。どこか温かなものの混じった吐と息いきであった。


「本当に、イツキは──」


　言いかけてかぶりを振ふり、真っ赤な顔が落ち着くまでうつむいてから、アディリシアはゆっくり手をあげた。


「いいですわフォルネウス。降ろしてさしあげて」


　命令を受けて、意外な丁てい寧ねいさで、いつきが床ゆかに降ろされる。


　まるで、象の鼻から降ろされる感じだった。ぺたんと尻しり餅もちをついたいつきにアディリシアが歩みより、なんとも複雑な顔で見下ろす。


「──なんだか、馬ば鹿からしくなっちゃいましたわ」


　と、金髪の少女は首を傾かしげた。


「え？」


「どうせイツキは、私がどう言っても、勝手に心配するのでしょう？　だったら、こっちが肩かた肘ひじ張ってる方が非効率的ですわ。あなたにも手伝わせてあげますから、早く立ちなさい」


「て、手伝わせる？」


「──あなたの目の代わりに、こちらの情報も提供します。でしたら、あのごうつく陰陽師も文句言わないでしょ」


　ぷいと顔をそむけて、アディリシアが言った。


　横顔は元に戻もどっていたけれども──その耳だけが、まだ先っぽまで赤いままだった。
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「にぃ～～～あ」


「ふにゃあ」


「うにゃ」


　ロビーで、猫ねこたちが鳴き声をひしりあげる。三毛猫の朱雀、白猫の白虎、ぶち猫の青龍の順である。怠なまけ者の黒猫、玄武だけは猫屋敷の懐ふところで「……にあ」と眠ねむそうな声をあげた。


「帰ってきませんねえ、社長」


　そんな猫たちを可愛かわいがりつつ、猫屋敷は難しい顔で腕うでをまわした。面おも白しろいぐらい肩けん甲こう骨こつのあたりがこきこきと鳴った。


（最近、ライター仕事ばっかりでしたからねえ）


　ぼんやりと思う。


　つい先週まで、オカルト雑誌の編集部でカンヅメ続きだったのである。猫屋敷の担当している『猫ねこ又また陰陽師・猫屋敷蓮の猫占うらない』も含ふくめ、総計百ページの怪かい奇き記事を書き下ろしたばかりだった。


　──実のところ、〈アストラル〉の収入のうち、およそ八割はこういう表向きの業務で成り立っていたりする（最近まで九割だった）。経営状態に悩なやむ穂波と黒羽からは、いっそライター仕事を増やしてはという提案さえされるほどだった。


（かといって、魔法使いが〆しめ切きりで死ぬのはいささか不本意な気もしますが……）


「……にあ？」


　ふと、玄武の鳴き声のトーンが変わった。


「ん？」


　その響ひびきに、悩む猫屋敷の視線も流れる。


　すると、青年の唇くちびるに淡あわい笑えみが含まれた。


「ふむ。社長が帰ってこないのは、ちょうど都合がよかったですかね。──少なくとも、先回りはできそうだ」


　折しも、窓の外は夕ゆう映ばえ。赤く染まった最後の一いつ片ぺんが、山やま際ぎわに落ちようとしているときであった。


「条件としてはだいたい揃そろうことになりますが……いかがですかね？」


　言葉は、すぐ前に立つ肖しよう像ぞう画がにぶつかり──飲み込まれた。


　そう。


　飲み込まれた、のである。


　猫屋敷の髪かみがびょうびょうと妖よう気きの風にさざめき、額に貼はっていた霊れい符ふはぼうっと青白い炎ほのおをあげた。


　それでいて、炎は肖像画へは燃え移らなかった。


「……私を、自殺させてみますか？」


　静かな問いに。


　肖像画の老人が、嘲あざけるようににたりと笑った。
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「ジョゼッペ・ペラダンは悪あく魔まと契けい約やくしたと言われていた、画家にして魔法使いですわ」


「画家で……魔法使い？」


「あら。そんなに不思議かしら」


　アディリシアが金きん髪ぱつをかきあげる。


「歴史上、芸術と魔術とは深い相関関係にあります」


　かすかに目を細めた。


　長い黄金きんの睫まつげが揺ゆれて、いつきの心臓がどきりと鳴った。


「そうですね。同じマニエリスムに、ミケランジェロやレオナルド・ダ・ヴィンチも入るといえば、少しはお分かりかしら？」


「それって……魔法使いなの？」


「少なくとも、レオナルド・ダ・ヴィンチを錬れん金きん術じゆつ師しと呼んでも間ま違ちがいはありませんわね。魔術と科学とはある一点まで切り離はなせませんし、芸術の霊れい感かんを魔術に応用した人──またその逆は枚挙にいとまがありませんわ」


　それは、闇やみに葬ほうむられた歴史。書物に記されながらも誰だれも意識せぬ、真実の影かげ。


「…………」


　いつきは、息を飲む。


「優すぐれた芸術には魔力が宿る。そのような考え方は、俗ぞくにもあるものでしょう。まして魔術師ならばなおさらです。絵画がそのまま呪物フエテイシユと化したとて、何の奇き異いでもありません。むしろ問題があるとすれば──魔法使いなればこそ、です」


「え？　なんで？」


　きょとんと瞬まばたきしたいつきに、呆あきれたようにアディリシアが息をついた。


「やっぱり、気がついてなかったですわね」


　呟つぶやきは、床ゆかを這はった。すぐ頭上を泳ぐフォルネウスを仰あおぎ、ソロモンの末裔すえはこう続けた。


「ただの天才の手になる絵なら、何らかの要因が重なり、偶ぐう然ぜん呪まじないを呼び寄せてしまうこともあるでしょう。ですが、魔法使いなら話は別ですわ。魔法使いが偶然呪フエテ物イシユをつくりだしてしまうなどありえません。そこには、必ず意図があり、目的があります」


「意図と……目的」


　ぞっと、冷たいものがいつきの背筋に伝わった。


　何百年も隔へだてて、見たものを自殺させるような意図。そんな方法で達成する目的を想像し、肌はだが粟あわ立だつほどに忌いまわしかったからだ。


「じゃあ……アディリシアさんは、それでこの『仕事』に……」


「……はい？」


　そのときだった。





　いつきの右目が、ぎちりとよじれた。





「…………っ！」


「イツキっ？」


　アディリシアが駆かけ寄っても、いつきはうずくまったままだった。突とつ然ぜんの激痛であり、灼しやく熱ねつであった。視神経を直接炙あぶられる感覚に呻うめき、やっと顔を持ち上げたとき、アディリシアが口元を押さえた。


「イツキ……」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと右目が痛んだだけだから」


　ちょっとどころか──肌に食い込んだ爪つめのせいで、眼帯は涙なみだのような血を垂らしていた。


　その眼帯を優やさしく撫なでかけて、アディリシアが硬こう直ちよくした。


「右目……？　まさか……」


　振ふり返る。ロビーへと続く通路。


「あの陰おん陽みよう師じだけが、肖しよう像ぞう画がの前に残ってるんですか？」


　いつきも、その意味を悟さとって、慄りつ然ぜんとした。窓の外では、すでに日が暮れている。あの絵の前で人が死ぬ条件は、これでそろったことになるまいか。


　駆け出したアディリシアの後を追って、通路を走り出す。


「──人を出し抜ぬきましたわねっ」


　そして。


　ロビーの空気は、すでに一変していた。
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　死を想えメメント・モリ。


　死を想えメメント・モリ。


　死を想えメメント・モリ。


　死を想えメメント・モリ。


　死を想えメメント・モリ。死を想えメメント・モリ。死を想えメメント・モリ。死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え死を想え──





　その声だけが、こだまする。


　耳の奥で。鼓こ膜まくの内側で。頭ず蓋がい骨こつの深しん奥おうで。


　何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も──声ならざる声で、言葉ならぬ言葉で、いつきの脳のう裏りへ囁ささやきかける。


　指が震ふるえる。歯がガチガチと鳴る。膝ひざが笑い、冷や汗あせが喉のどをつたう。


　──死ぬ方法なんて、いくらでもある。


　ぞっとするほど、優しい『声』が告げた。


　──この指を眼がん窩かにねじこめ。脳のう髄ずいをひきずりだせ。


　──舌を嚙かみきれ。溢あふれた血で窒ちつ息そくしろ。


　──ガラスを割れ。喉を裂さけ。


　考えてもみなかった、死に至る方法。はかない命。永遠の死。身体中の細さい胞ぼうがそれを願って打ち震える。


「あ……」


　手が動く。


「あ……あ……」


　指が動く。


「あ……あ……あ……」


　死は優しい。


　死は慈じ悲ひ深い。


　死こそは幸いなり。


　さあ──お前が選んだのは、どの死に方だ？





「来きたれサブノック！　五十の軍団を統治する、強きよう壮そうなる大侯こう爵しやく！」





　突とつ如じよ。


　その問いかけを砕くだくように、輝かがやく言葉が轟とどろいた。


　周囲に不可視の砦とりでが生まれ、死の声を防ぐ。砦の中央には獅し子しの頭をした戦士と──そしてアディリシアが立っていた。


「イツキ？　まだ死んでませんわね？」


　軽くかぶりを振って、アディリシアが訊きいた。


「……う……うん。なんとか……」


　四つんばいのまま、いつきは、かろうじて答える。冷たいリノリウムの床ゆかが、まるで泥どろ沼ぬまのように頼たよりなかった。


　ロビーには違ちがいがない。


　だが、明らかにここは異界であった。


　よどんだ瘴しよう気き。重苦しい気配。眼帯を透すかして、変質した呪じゆ力りよくが、霜しものように世界を蝕むしばむのが視みえた。


（呪じゆ波は汚お染せん……）


　いままで何度も経験してきた、魔ま法ほうの禁きん忌き。現実を侵しん食しよくする魔術現象。


　でも、


（何かが……）


　ひっかかっている。何かが、違うと。


　呪波汚染としては、あまりに整然とした呪力の流れ。


　見み極きわめようと眼帯の内側へ意識を集中して、いつきはもう一度、喉をひきつらせた。


「────っ！」


　ロビーの奥。肖しよう像ぞう画がを中心として床に広がる、いくつもの光る目。


　雪と紛まがうほどに白い、滑なめらかな物体。


　骨。


　骨、骨、骨。


　カラカラカラと、嗤わらうしゃれこうべの群れ。けたたましく鳴る肋ろつ骨こつの塊かたまり。手や足や指や首の骨もまんべんなく溢れ、ロビーを異様な白に染めている。


　その中に、


「──社長」


　四匹ひきの猫ねこに守られた青年がいた。


「ごうつく陰おん陽みよう師じ！　何をしましたの！」


「少しばかり祓はらってみただけですよ。どうもこの呪式、一度発動すると自殺者が出るまでは延々エスカレートするみたいで」


　その横顔がさすがに青白い。いつきが聞いた死の誘さそいを、この青年も受けたらしかった。


「でしたら、私がいただきますわ」


　力強く、アディリシアが宣言した。


「フォルネウス！　喰くらいなさい！」


　命令一下、砦の中から、ギンザメが飛び出した。


　獰どう猛もうな牙きばを剝むき出しにして、床にはびこる頭ず蓋がい骨こつを嚙かみ砕こうとしたとき、霊れい符ふがその前を阻はばんだのだ。


「陰陽師！」「猫屋敷さん！」


「これは──〈アストラルうち〉の『仕事』ですよ」


　抗こう議ぎの言葉をよそに、猫屋敷の手へ、ずらっと何枚もの霊符が並んだ。


「疾チツ！」


　二本の指で切られたるは、縦四本、横五本──邪じやを征せいする早九字ドーマン。


　その中央から放たれるは、真しん紅くの紙に、水銀より取り出された朱しゆで、急きゆう急きゆう如によ律りつ令りようと書かれた霊符。


　いわく、泰たい山ざん府ふ君くん炎えん羅ら符ふ呪じゆ。


　霊符は、飛ひ翔しよう半ばで地じ獄ごくの炎ほのおを呼び出し、怒ど濤とうのごとく白骨たちを包み込んだ。


「…………！」


　だが、いつきは視た。


　白骨は退かず、ばかりか炎に焼け爛ただれた中から、さらに数を増やしたのである。


「なんですって……」


　猫屋敷の驚おどろきの声に続いて、


「なら、直接肖像画を叩たたけば！」


　フォルネウスが、海面から弾はじけるように身を躍おどらせ、肖像画へ襲おそいかかる。


　寸前、異変が生じた。


　フォルネウスがその牙を、自らの身体からだへ突つき立てたのである。


　紙の破れるような音とともに、腹から尾おにかけてが引き裂さけた。霊エーテル体の黒い血と内臓がぶちまけられ、ロビーに一時黒い雨を降らせた。


「七十二の魔神を……自害させるですって……」


　茫ぼう然ぜんと、アディリシアも呟つぶやく。


　その隙すきをかいくぐり、不可視の砦とりでを破って、一体の頭蓋骨が少女へと飛びつこうとした。


「あ──っ」


「アディリシアさんっ」


　咄とつ嗟さに飛び出したいつきの肩かた口ぐちに、灼しやく熱ねつが走った。


　しゃれこうべは、その肩に嚙みついていた。華きや奢しやな黒いスーツに、たちまち赤いものが滲にじんでいった。


「──イツキっ」


　声は、ひどく遠く聞こえた。


　世界が、白く染まった。





　　　　＊





　──死を想えメメント・モリ。





　誰だれかが、そう言った。


　そこには、死が積み重なっていた。子供も、老人も、男も、女も関係なく、大量の屍しかばねと腐ふ臭しゆうが積みあがっていた。


　恐おそろしいのは、それがそれだけではないことだった。


　死体と同じように苦しみながら、まだ生きているものたちがいた。


　あるいは死病に、あるいは腐くされた傷にうめきながら、それでも生きて這はいずっていた。





　──死を想えメメント・モリ。





　また、誰かが言う。


　戦乱の時代だった。


　誰もが餓うえ、傷つき、それでいて楽には死ねぬ時代であった。


　命とは、思いのほかに強い。血を流しても、身体を患わずらっても、息絶えるまでには遥はるかに遠い。死はすぐ近くにありながら、簡単には手が届かない。





　──死を想えメメント・モリ。





　三度、誰かが言う。


　そこに、老人が立っていた。


　キャンバスを持ち、絵の具を握にぎりつぶし、ひたすらに筆を揮ふるっていた。


　目は血走り、肌はだには骨が浮うき、吐と息いきは糸のように細くなり、それでも筆を叩きつけていた。


　描えがかれているのは──であった。


　見ることなどできぬ、聞くことなどできぬ、嗅かぐことなどできぬ、味わうことなどできぬ、触ふれることなどできぬ──を、老人は描こうとしていた。


　老人が描きたかったものは──


　どうあっても、老人が描こうとした理由は──


　その、目的は──





　何かを──いつきは視みた。





　　　　＊





「イツキ──っ」


　少年の身体を抱かかえ、アディリシアが叫さけんだ。怖こわくて、揺ゆさぶることさえできなかった。


　頭ず蓋がい骨こつは、少年に嚙かみついた次の瞬しゆん間かんには崩ほう壊かいしていた。


　その灰をはたき落としたとき、声がかかった。


「見せてください」


「陰おん陽みよう師じ」


　いつのまにか、白骨たちを遠ざけ、猫屋敷が側そばまで近寄っていたのだ。サブノックのつくる不可視の砦は害意なきものを遠ざけない。


　人の結界を勝手に利用して、と怒ど鳴なりつけるのをこらえ、一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、いつきの身体を託たくす。


「──さっきの頭蓋骨に、直接死を囁ささやかれましたね」


　と、猫屋敷は診しん断だんした。うにゃあと足元のぶち猫ねこ、知性派の青龍もうなずく。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。これで案外、社長は呪じゆ力りよくへの耐たい性せいが高いですから。即そく死ししなかったなら、命に別状はないでしょう」


「そう……ですの」


「ええ」


　安あん堵どの息を漏もらしたアディリシアの隣となりで、猫屋敷は視線を砦とりでの外へ戻もどした。


「アディリシアさんも、もう種が分かってますか？」


「だいたいでしたら」


　蠢うごめく白骨を、アディリシアも見み据すえる。


　これは──強きよう烈れつな思念だ。


　ほとんど物質的なまでの思念が、あの肖しよう像ぞう画がを通じて、受肉しているのである。動かしている呪力は、おそらく自殺者の命そのものだろう。数百年のうちに、あの絵の前で自殺した人間が何人にのぼるかは分からない。


　だが、あの肖像画は、それらの命を呪じゆ力りよくへと変へん換かんして溜ため込んでいたのである。


「全然呪波汚お染せんじゃありませんわ。恐ろしいほど緻ち密みつな構成の呪物フエテイシユです」


　言って、アディリシアは怪訝けげんに眉まゆ根ねを寄せた。


「前から思ってましたけれど──あなたがた、〈協会〉にどんな恨うらみをかっているんですの？　これがＥランクの『仕事』とはとても思えないのですけれど」


「おや──お聞きになってない？」


「何をですの？」


「いえその……〈ゲーティア〉がこの『仕事』を受けたのは、てっきり〈協会〉からなにか差し金があったからかと」


「冗じよう談だんじゃありませんわ！」


　一言で、アディリシアは一いつ蹴しゆうした。


「仮にもこの〈ゲーティア〉が、そんな裏取引に応じるとでも思いまして！……でも……そういうことは、やはり身に覚えがありますのね？　〈協会〉が差し金を使うような、こんな『仕事』をＥランクと偽いつわるような」


「まあ、いろいろとありまして」


　困ったように、猫屋敷が苦く笑しようした。


　少しの間、それを見つめてから、アディリシアは肩かたをすくめた。


「よろしいですわ。今回は、イツキの顔に免めんじて、不問にしてさしあげます。ですけど、いつまでも不問というわけにはいきませんわよ」


「お手て柔やわらかに」


　猫屋敷が身をかがめる。


　それから、


「──さて、どうします？」


「──さあ、どうなさるの？」


　ふたりとも、含ふくみを持たせて囁き、すぐに踵きびすを返した。


「よろしいですわ。──私、少々腹をたてておりますの。この程度の思念、根こそぎに滅ほろぼし、虚きよ無むに還かえしてさしあげます」


「いえいえ、私も腹に据すえかねてますので。この思念を消しよう滅めつぐらいさせないと、安んじられません」


　互たがいに口にして、横たわらせたいつきを庇かばうように、背中を見せる。


　アディリシアは真しん鍮ちゆうの容器を取り出し。


　猫屋敷は四匹ひきの猫へうなずく。





　──しゃれこうべたちが、かすかに震ふるえた。





　怯おびえたのかもしれなかった。


　魔ま術じゆつ的に固定された──もはやただの現象でしかない思念も、敵にまわした魔法使いたちが何者かをやっと悟さとったのかもしれなかった。


　にこりと笑い、猫屋敷の扇せん子すが広がる。


「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」


　扇子が、ゆらりとまわる。


　猫屋敷の口上とともに、複数の影かげが盛り上がった。


「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四し象しように至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦けの大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻を結ばん──」


　猫ねこが──いや、猫の影が増えていく。


　一匹や二匹ではない。玄武、白虎、朱雀、青龍、四匹の猫の姿を模した影が、ほとんど倍々ずつにその数を増し、ロビーの床ゆかを埋うめていくのだ。


「そんな……」


　アディリシアが目を見開く。


　通常、魔法使いの使い魔アガシオンは一体きりである。よほどの腕うでの魔法使いでも二体か三体。四体となれば、それに特化した一流の魔法使い以外には成しえない。七十二の魔神を従えるアディリシアにしても、一度に扱あつかえる魔神は四柱が限界だった。


　だから、猫屋敷の四匹の猫を見たときから、彼の腕は十分に分かっていた。分かっているつもりだった。


　なのに。


「今こ宵よいの演だし物は、四神相応がひとつ──六十四卦三百八十四爻こうの陣じん」


　芝しば居いがかった言葉とともに、猫たちと、圧あつ倒とう的な猫たちの影が駆かけ出した。








　蹴け散ちらすとは、まさにこのことであった。


　当たるを幸いに、猫たちの影と白骨とがぶつかり、相そう殺さいしていく。


　どちらも呪力を凝ぎよう縮しゆくさせた霊エーテル体だ。同質の霊エーテル体が激げき突とつしあえば、結果は互いの消滅しかない。


　普ふ通つうなら、膨ぼう大だいな量の白骨たちが有利だろう。


　だが、この場合は違ちがった。


　無限ではないかと思える猫の陣が、白骨の山を崩くずしていく。ぶつかりあう波と波みたいに、激げき烈れつな消しよう耗もう戦へ持ち込んでいく。
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　ひしりあがる、猫たちの凱がい歌か。


　たまらず、白骨が動きを示した。


　ごおおっと、白い渦うずが巻いた。


　しゃれこうべを中心に、白骨が組み上がる。人体模型みたいにヒトの形をなす。そうすることで、数は減ったが、全体の呪力が膨ふくれ上がった。小さな猫たちでは相殺しきれぬだけの呪力を纏まとい、骸がい骨こつ兵が進軍する。


「でも、その数でしたら！」


　今度は、アディリシアが真鍮の容器の蓋ふたを弾はじいた。


「──来きたれマルバス。三十六の軍団を統すべる王！」


　ロビーの床に、黄金の獅し子しがそびえたつ。


「──来たれグラーシャ・ボラス。三十六の軍団を制する力強き伯はく爵しやく！」


　天てん井じようへ、鷲わしの翼つばさを持った狼おおかみが羽ばたく。


「──来たれエリゴール！　六十の軍団を治める、堅けん固ごなる騎き士し！」


　最後に、少女の隣となりへ、槍やりと蛇へびを持った銀の騎士が現れた。


　フォルネウスとは違う。


　そのすべてが、戦いのために選ばれた血と戦いくさの悪あく霊りようたち。


　組み上がった骸骨兵たちへ突進する。獅子の爪つめが切り裂さき、狼の牙きばが喰くらい、騎士の槍が薙なぎ払はらった。いくら受肉しようが、いくら溜ため込もうが、たかが数百年程度の思念が、ソロモンの魔神に敵かなうべくもない。


「たっぷりと、魂たましいの底から後こう悔かいしていただきますわよ」


　アディリシアの微び笑しようとともに。


　老人の肖しよう像ぞう画がが、『叫さけび』を発した。





　──死を想えメメント・モリ。





「同じ手が何度もきくと──」


「──思わないでくださいませ！」


　唱和した声とともに、ふたりの身体からだからも呪力が放たれる。


　魔術として練られる前の、純じゆん粋すいな呪力。それが肖像画の『叫び』とぴたり重なり──『叫び』を打ち消した。


「ふん。結局のところは、呪力を乗せた言こと霊だまの類たぐいでしょう？　種がばれた手品ぐらいなら、私にだってできますわ」


　アディリシアが艶えん然ぜんと胸を張る。


　すでに、骸骨兵も、ほとんどが崩れていた。


　猫たちが、ソロモンの魔神が、肖像画をねめつける。


「さて……」


　アディリシアが面おも白しろそうに隣を見た。


「入札は、どうなさいます？　呪物フエテイシユだというのは明らかになりましたし、〈協会〉へは〈ゲーティア〉から届けておきましょうか？　なんでしたら、〈アストラル〉の協力もあったぐらいは添そえておきますけれど」


「おや、それはこちらから言おうと思ってましたが」


　牽けん制せいするように、猫屋敷とアディリシアが言い合う。


　とはいえ、どちらも笑えみを含ふくんだやりとりであった。


「仕方ないですわね。でしたら、今この場でどちらが上か試ためして──」


　言いかけて、ぴたりと止やんだ。


　また、ロビーのあちこちに、しゃれこうべが湧わき上がりつつあったのだ。


「しつこいですわね！」


「呪じゆ式しきを解除するほど……ヒマを与あたえてくれそうにもありませんね」


「でしたら！」


　アディリシアの示し唆さを受けて、獅子マルバスの爪が振ふりあがった。


　振り下ろされる直前、それは止まった。


「──イツキ」


「──社長」


　肖像画の前に少年が立ち上がっていた。


　背中を向けて、守るように両手を広げて。


「ふたりとも……駄だ目めだよ。頼たのまれてるのは……絵の鑑かん定ていなのに」


「何言ってますの！　そういう場合じゃないでしょうっ？」


「うん……でも、これは、僕にやらせて」


　少年の横顔の──消えそうなぐらい淡あわい笑みに、アディリシアが言葉を失う。


　代わりに、ぼっと、白い顔が上気した。


「い、いいですけど！　ちゃんと後で償つぐなっていただきますわよ！」


「……ありがと」


　と、いつきが言葉をつむいだ。


　その手が、眼帯をむしりとる。


　わずかに一いつ瞬しゆん、アディリシアは垣かい間ま見た。


　人間の色素ではありえない──紅玉カーバンクルの瞳ひとみ。妖精眼グラム・サイトと呼ばれる、伝説の魔ま眼がん。


「もういい」


　と、この少年だけどこの少年ではない声で、いつきは肖像画に囁ささやいた。


「お前の優やさしさは──」


　しゃれこうべたちに群がられながら、すっと、肖像画の老人へ手を伸のばす。


「──お前を救え」


　描えがかれた老人の胸むな元もとを、かすかに指がこする。


　塗ぬり重ねられた絵の具の破は片へんとともに、何かが剝はく離りした。


　それは、分厚い絵の具の中に埋うめ込まれた、一ひと房ふさの髪かみであった。


　髪が落ちると同時に──死の『叫さけび』と白骨たちもまた、潮のように引いていた。





　　　　５




　──死を想えメメント・モリ。


　それは本来、死を考えることで、今生きていることに感謝せよという、そういう意味合いの言葉らしい。


　いつか人は死ぬ。だからこそ、ここにある命がどれだけ素す晴ばらしいか。ひどく忘れがちな、当たり前のことを励れい起きしようという、そんな言葉。


　いい言葉だなって、いまさらになっていつきは思う。


「終わったんだな……」


　ロビーは噓うそのように片付いていた。


　あの肖しよう像ぞう画がだけが、失うせている。


　すでに、〈協会〉には、猫屋敷が連れん絡らくに行っていた。


　傷ついた絵の方は、そちらで処理してくれるはずだった。おそらくは猫屋敷の報告をふまえた上で、修復されることになるだろう。だとしても、いつきが剝離した髪が戻もどらぬ以上、元のような──死を誘さそう肖像画にはならないはずだった。


「──じゃあ、イツキ。どういうことか、説明していただけます？」


　アディリシアが、ぐっと詰つめ寄ってきた。


　見上げる碧へき眼がんが怒おこったように煌きらめいていて、いつきは困って頭を搔かいた。


　それから、


「あの絵は、呪のろいなんかじゃなかったんだ」


　と、寂さびしそうに笑った。


「呪いじゃ、ない？」


「うん。あれは──」


　右目の眼帯へ触ふれ、いつきは、かすかに視みたあの絵の顚てん末まつを思い出す。


　戦乱の時代。疫えき病びようの溢あふれた時代。


　死ぬことすらできず、地面を這はいずっていた傷病者たち。


　そんな人間たちの放ほうり込まれた、下町の病びよう棟とうへあの絵は寄き贈ぞうされていたのだ。


『死を想えメメント・モリ』


　──それは、安楽なる死への誘い。


　病で、怪け我がで、生きながら煉れん獄ごくにいるものたちを救おうとした、無力な魔ま法ほう使つかいのせめてもの手立て。


　だから老人は、自らの醜みにくい死を描いた。


　そんな醜い死でも直面しようというものであれば、それは死に焦こがれるものであろうと考えて。


「必要なときが、きっとあったんだと思う」


　と、いつきはこぼした。


「あんな『絵』でも、あんな『死』でも、きっと優しかった時代があったんだと思う」


　なんとなく、悲しかった。そんなことが優しさになる──かつて確かに存在した時代が、今も瞼まぶたに残っていた。


　そんな風にうつむいたときだった。





　──ＰＲＲＲＲＲＲＲ……





　携けい帯たいが鳴ったのである。


「──はい、もしもし」


『社長？　今猫屋敷さんから連絡あったんやけど、大だい丈じよう夫ぶやったん？』


『いつきくん？』


　相次いで、穂波と、後ろから黒羽の声。


『お兄ちゃん社長っ、なんか大変だったんだってっ！』


　乗り出してきたのは、まぎれもなくみかんだ。ほかのふたりを押しのけるところまで、まざまざと浮うかぶようだった。


　いつきは、思わず苦く笑しようした。


　本当に、落ち込んでいるヒマもありはしない。


「あ、うん。こっちは──」


　答えようとした刹せつ那な、横合いから手が入って、携帯の電源をぷつりと切った。


「──アディリシアさんっ？」


「何言ってますの。今回の『仕事』を譲ゆずってさしあげたんですから、約束はきちんと守ってもらいますわよ」


「あ……」


　いつきが口を開ける。すっかり忘れていた。魔法使いの償つぐないなんて、いつきには想像もつかない。


「あ、あの、それって、どうしたら……」


「そうですわね。──ええ、紅茶に付き合ってもらうのなんていかがです？」


　悪戯いたずらっぽく、アディリシアは微笑ほほえんだ。


「えっ？」


　返事を待たず、金きん髪ぱつの魔女はいつきの手をとって、抵てい抗こうできないような優しさで引っ張った。


「──さ、イツキ。今日はたっぷり償っていただきますわよ」





　　　　＊





「おやおやおや」


　数分後、美術館の正門。


　引っ張られていく社長を見ながら、ふと猫屋敷は、さきほどのやり取りを思い出した。





　　　　＊





『──ひとつ、訊きいていいですか？』


『なんですの？』


『いえ、結局〈ゲーティア〉は、どうしてこの『仕事』に入札されたんですか？　〈ゲーティア〉にしてみれば、こんなランクの低い『仕事』は何のメリットもないでしょう？』


『あら。ありますわよ？』


　まるで花のように、アディリシアの唇くちびるはほころんだ。


　少女は、こう言ったのだった。





『イツキと美術館でお茶をするって──それが目当てじゃ、何かいけない理由があるかしら？』














〈アストラル〉業務日誌４





　うわ、皆みないっぱい書いてる。こんなきっちり書いてるって思わなかった。


　伊庭いつきです。


　書くことが考えつかないって書こうとしたんだけど……穂波に念を押されてるね。困った。


　それと黒羽さん、コーヒーのことは気にしてません。最近は、騒霊現象ポルターガイストも板についてきたようで良かったです。


　みかんちゃんも、通つう信しん簿ぼは秘密にするんで、安心してください。


　うん。こんな風に書いていけばいいのかな？





　業務連れん絡らくします。


　あの後アディリシアさんにつかまっちゃったけれど、〈ゲーティア〉から『仕事』の譲じよう渡とを正式に受けました。でも、なぜか穂波の目が怖こわいです。


　それと、肖しよう像ぞう画がをひっかいちゃったせいで、報ほう酬しゆうが半分にされちゃいました。……ご、ごめんなさい。ホント、ごめんなさい。結局猫屋敷さんも餌えさのランクはとりとめたけれど、量は減らされちゃいました。重ねてごめんなさい。


　……謝ってばっかりだ。わりと今回の『仕事』は頑がん張ばったつもりだったんだけど。





　いまでも、あの絵のこと、時々考えます。


　死ぬことって怖いです。めちゃくちゃ怖いです。思っただけで、膝ひざが震ふるえちゃうぐらい怖いです。


　でも、その方がましって時代も、本当にあったんです。だったら、これから魔ま法ほうのことを覚えるときに、どうしてそんな魔法が必要だったのか、それも考えていたいです。





　──最後に、一言だけ。


　穂波も、黒羽さんも、みかんちゃんも、猫屋敷さんも──少し違ちがうけど、アディリシアさんも含ふくめて。





　皆は、僕の誇ほこりです。







伊庭いつき














　あとがき







　まず、最初にお断りを。


　時系列的には、このレンタルマギカ三巻は、一巻と二巻の間の話になります。「～魔ま法ほう使い、貸します！」と「魔法使いVSと錬れん金きん術じゆつ師し！」の間ですね。


　先にこの「魔法使い、集つどう！」を出そうという話もあったのですが、いろんな事情でこういう順番の出版になってしまいました。ややこしくて、ごめんなさい。


　長編のレンタルマギカは〈アストラル〉の命運や〈協会〉の謎なぞについてのわりと大きな話ですが、この短編集は本来の貸しだし魔法使い業レンタルマギカのお話が主です。はじめての人でもここから読めるようになっているので、気軽に手にとってくださいませ。


　では、一話ずつの、ちょっとした思い出や裏話など。





・魔法使い、貸します


　実は、『レンタルマギカ』の中でも、一番最初に書かれた話だったりします。


　長編一巻とタイトルが同じだったり、長編一巻の口絵にまだ登場してないはずの黒羽が描かれているのは、このためですね。気がついた人だけの、ちょっとした予告になってます。


　いつきの負傷は、ご想像のとおり、長編一巻で負ったものです。


　なお、今回の短編集に盛り込む際、最も加筆修正した短編でもあります。当時のザ・スニーカーをお持ちの方は、どんな違ちがいがあるのか、見比べてみるのも一興かもしれません。





・魔法使いと花泥どろ棒ぼう


　急きゆう遽きよ、連れん載さい決定した後の、連載第一回。植物が何によって育つかというのは、魔ま術じゆつ的例題として、よく取り上げられるもののひとつです。死し刑けい台に育つマンドラゴラ、食したものを仙せん人にんとなす冬虫夏草。穂波のヤドリギもまた、そういった魔法的植物です。


　ところで、最近、お祝いの席で冬虫夏草を食べてきました。


　感想は……………………………………いえ、美味おいしかったですよ？（ぎこちない顔で）





・魔法使いと夏祭り


　昔の僕は、近くの神社でお祭りがあるたび、走って屋台にかけつけるような子供でした。いか焼きやお好み焼きの匂におい、行き交かう人々の声や、色とりどりの風船ヨーヨー。何が魔法かといえば、あの神社こそ、子供の僕にとっての魔法でした。


　みかんの実家については、いずれもっと深い形で書いていくことになるでしょう。できれば、よろしくお付き合いのほどを。





・魔法使いと肖しよう像ぞう画が


　短編集最後の話ということで、いよいよアディリシアの登場です。


　この頃ころの彼女は、一巻の後始末で、日本とヨーロッパを頻ひん繁ぱんに往復してます。今回の事件の後はパリに移動して、「魔法使いVSと錬金術師！」の冒頭とあいなるわけですが……。


　結果、どうなったかは、本編のとおりです。未読の方は、どうぞご購こう入にゆうを！（笑）





　最後に、連載中、貴重な資料を惜おしみなく貸してくださった三み輪わ清きよ宗むねさん、単行本化に際しすべてのイラストを新たに書き下ろしてくださったｐａｋｏさん、公私ともに大変な中、素す晴ばらしい本を仕上げてくださった担当のＮ氏に感謝をささげます。


　次は秋から冬のあたりに、新しい長編でお会いできるかと思います。





　　二○○五年六月三十日




デニス・ホイートリーの『黒魔団』を読みながら　　







　ＰＳ、もし感想などありましたら、奥付記載の角川書店まで送っていただくか、僕の所属している創作者集団グループＳＮＥのホームページ（http://www.groupsne.co.jp）へメールしていただけると嬉うれしいです。





※あとがきにＳＮＥのＨＰのＵＲＬの記載があり、メールの宛先に指定されておりますが、現在著者は所属しておりませんので、メールはご遠慮ください。よろしくお願い致します。




レンタルマギカ


魔ま法ほう使つかい、集つどう！





三さん田だ　誠まこと
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